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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　あとがき







　プロローグ　迫せまり狂くる敵てき







　そこは豪ごう奢しやに飾かざり立てられた、広大な部屋だった。


　とにかく広い。あらゆる陸上競きよう技ぎが余よ裕ゆうでできそうなほどの面積があり、天てん井じようまでの高さにしても、数階分の高さが吹ふき抜ぬけになっている。


　その広い空間を埋うめ尽つくすのは豪ごう華かな調度品たちだ。


　床ゆかには複ふく雑ざつな模も様ようの描えがかれた毛足の長い絨じゆう毯たんが敷しき詰つめられ、虎とらの皮の敷物なども置かれてあった。壁かべには著ちよ名めいな絵画が所ところ狭せましと並ならべられ、部屋に置かれた無数の調度品はどれもが世界的に有名なブランドの最高級品だ。


　極きわめつけは、煌きらめくような輝かがやきたち。金や銀、各種宝ほう石せきをふんだんに使った、世界に二つとない贅ぜいをこらした飾りが部屋中に施ほどこされ、それらが放つまばゆい輝きが、部屋の中をより華はなやかに彩いろどっているのであった。


　ただ、それらが豪華絢けん爛らん、珠しゆ玉ぎよくの極みであることは間ま違ちがない。だが、あまりに大量に、無む節せつ操そうに集めたてられたそれらはかえって主しゆ張ちようが強すぎて、ただの成金趣しゆ味みのように見えなくもなかった。


　そんな部屋の中央に、この屋や敷しきの主あるじは座すわっていた。


　これまた豪奢な椅い子すである。背せもたれの高さが人間二人分くらいありそうだった。見るからに高こう価かな椅子で、骨ほね組ぐみ部分には金銀財ざい宝ほうが惜おしげもなく使われている。この部屋にふさわしい椅子である。


　その椅子に深くこしかけているのは、女じよ性せいであった。絹きぬ地じに金糸で複雑な模様が描かれたドレスに身を包んでおり、年は二十代前半くらいだろう。鋭えい角かく的な顔の輪りん郭かくが理知的な風ふう貌ぼうを彼女に与あたえていたが、同時にどこか酷こく薄はくそうな印象も秘ひめていた。


　女性は傍かたわらのテーブルに置かれたシャンパングラスを手に取り、中の琥こ珀はく色の液えき体たいをゆっくりと嚥えん下かした。満足げに頷うなずくと、白はく皙せきとは対照的に真っ赤な舌したが唇くちびるを舐なめ、テーブルに置かれたボトルを自ら手に取り、グラスに中身を注いだ。


　ちなみにそれはシャンパンのクリュッグである。しかも最高級品であるクロ・デュ・メニルだ。その一本が、下手すれば労働者の給金数か月分に値あたいするのだが、女性はそんなことには頓とん着ちやくせず、まるで水でも飲むように、あおっていた。


　と、トントン、と控ひかえめに、部屋の扉とびらがノックされた。その音を聞き、女性はわずかに身じろぎをした。


　さらにトントントントンと、先ほどよりも長くノックが繰くり返された。女性は座ったまま、微かすかに頷いた。


　トントントントントントントン


　しばらくの沈ちん黙もくののち、扉からはまたもノックの音が響ひびいた。部屋の主は不ふ快かいげに顔を歪ゆがめ、もう一度だけ頷いた。


　再さい度どノックの音――瞬しゆん間かん、主の顔が怒ど気きに染そまる。


　彼女は傍らに置かれた置き時計（文も字じ盤ばんに数十個このダイヤモンドが埋め込こまれた代しろ物もの）を摑つかみ、前方に見える扉めがけて投げつけた。


「うっせぇんだよ、一度ノックすれば聞こえるんだよ、さっさと入れって言ってるのが分からねぇのかよ！」


　乱らん暴ばうな口調で怒鳴る女性。ちなみに投げつけた時計は粉々に砕くだけて絨毯の上に残ざん骸がいをさらしていた。もったいない、というより、座ったまま投げただけでそこまで粉ふん砕さいされるほどの衝しよう撃げきがあるとは、恐おそろしい腕わん力りよくであった。


　それはさておき、その怒声が聞こえたからだろうか、控えめに扉が開き、その隙すき間まから中の様子を窺うかがうように小さな顔が現あらわれた。それを見て、女性は呆あきれた声を漏もらす。


「またあんたなの」


　やってきた少女は、主の様子を尋たずねた。


「えっと……もしかして、怒おこってるですか？」


「覚えてる？　あたしが許きよ可かを出したらさっさと部屋に入れって、前に言ったわよね？」


「え、それは……」


「言ったわよねぇ？」


「その……」


「言ったかどうか、あたしが聞いてるのよ！　答えなさい！」


「ごめんなさいです、覚えてないです」


「言ったに決まってんだろぉが、このウジ虫！　脳のうみそにまでウジがわいてるんじゃねぇのか、グズ！　てめぇあたしに何回同じことを言わせるつもりだよ！」


「ご、ごめんなさいです」


　謝あやまる少女。しかし、この場合少女ばかりが責せめられるのも酷こくだろう。


　確たしかに主は入室の許可を出していたかもしれない。しかしそれは、部屋の中で頷いただけの話である。扉一枚まい隔へだてた相手にそれを察しろというのは、正直酷な話だ。


　だが、そんな正せい論ろんが通じる相手ではないということは、少女自身よくわかっていた。彼女の主とはそういう人物なのだ。


　主はイスに座ったまま、手に持ったシャンパングラスを頭上に掲かかげた。そのまま、自分の足もとに叩たたきつける――小さな硬かたい音とともに、グラスはあっさりと、粉々に砕け散った。中に残っていたシャンパンが、たちまち絨じゆう毯たんに染しみていく。


　その様子に瞬まばたき一つせず、淡たん々たんと主はつぶやいた。


「あたしとしたことが、うっかりグラスを落としてしまったわ」


「本当です、うっかりさんですぅ」


　ジロリ、主に睨にらまれ、少女は小首をかしげた。


「あれ？　怖こわい顔して、どうしたですか？」


「なにぼさっとしてるのよ！　早くグラスを片かた付づけなさいよ！　早くしないと危あぶないでしょ！」


「了りよう解かいです、すぐにやるです！」


　少女は慌あわてて主の足もとへ駆かけ寄よると、絨毯の毛足に紛まぎれたガラス片へんを拾い集めだした。


「気をつけなさい。ガラスの破は片へんで手を切るんじゃないわよ」


「はい、優やさしい心こころ遣づかいありがとうですぅ」


「えぇ、もちろんよ、あたしはとっても、とっても、とぉぉぉぉぉぉっても優しいもの」


　微ほほ笑えみながら主あるじはその長い脚あしを組み替かえ――そのまま少女の手のひらを思いっきり踏ふみつけた。


「いたっ！　なにするですか」


「うっさい、黙だまれよ、クズ！　誰だれがあんたにしゃべっていいっつったんだよ！」


　少女をののしりながら、主は踏みつけた小さな手を、さらに踏みにじる。少女の小さな口から声にならない悲鳴が漏もれた。


「あぁぁぁぁあぁぁぁああぁあぁ!!」


「ほら、気をつけろって言っただろ、クソ虫！　気をつけねぇと、ガラスで指切っちまうぞ、こんな風にな！」


　いまや主は完全に立ち上がり、全体重をかけて少女の手を踏みつけていた。主が足首をひねる度たび、少女は苦く悶もんの表ひよう情じようで悲鳴を上げる。細かなガラス片の上を手が転がるたび、少女の手には小さな傷きずが生まれた。さらに主の履はく金の靴くつのヒールが刺ささり、手の甲こうに穴あなが開いた。たちまち白い手が血まみれになっていく。


「いたいいたいいたい、いたいです!!!」


「黙れっつってんだろ、下等生物！」


　主が右手をあげ、渾こん身しんの力で少女の頰ほおをブッ叩いた。鈍にぶい音とともに、少女は絨毯の上に倒たおれた。本来なら彼女の小さな体が壁かべ際ぎわまで吹ふっ飛ぶほどの衝撃であったが、今は右手を主の足によって固定されているため吹き飛びはせず、その場に叩きつけられただけであった。だが、その衝撃は無論、彼女に深しん刻こくなダメージを与あたえていた。


「まったく、あんたって本当にバカよね、何回言ったらわかるのかしら」


　少し口調を落ち着け、主は自分の足もとに転がる少女を見下しながら言った。


「あんたは、あたしの許可なくしゃべっちゃいけないって言ってるでしょ？　わかってるの？　勝手に人間の言葉をしゃべるなんて、地を這はう虫けらの分ぶん際ざいで、人間になれると夢ゆめでも見たの？　あぁ、こんなことを言ったら虫けらに失礼だわ。少なくとも虫けらにはそんな夢を見るほどの知ち性せいはないんだもの。虫けらは虫けらなりに、バカなことを考えないっていう分別は持っているのよね。ならあんたは虫けら未満よ、あんたはアメーバ、ミトコンドリア、サルモネラ菌きんね。おめでとう、あんたに新しい名前をあげるわ。今日からあんたは『夢見る病原性大腸菌』よ。ほら、新しい名前をつけてやったんだから、ありがとうって言いなさい」


　血まみれの右手をおさえてうずくまる少女は、痛いたみに涙なみだをこぼしたまま答えない。


　そこで主は右足を大きく振ふり上げ、少女を思いっきり蹴けり飛ばした。


「なにしてんだよ、この『妄もう想そうじみたボツリヌス菌』！　さっさと言えってんだよ！」


　少女は絨毯に倒れたまま、必死の様子で言葉を吐はき出した。


「あ、ありがとうございま……」


「違ちがうだろぉがっ！」


　再さい度ど主は少女を蹴り飛ばした。腹ふく部ぶを思いっきり蹴られ、うつぶせになってえずく少女。


「お礼なんか言ってどうするのよ！　間違えたときはごめんなさいって、あたし何度も教えてやったでしょ！　そんなこともわからないの？　これくらいのこと、今どきボツリヌス菌だって幼よう稚ち園えんで習うわよ。やっぱりあんたはダメね。あんたは今から『人の少ないド田い舎なかに捨すてられた産業廃はい棄き物ぶつ』に決定よ。ほら、生まれてきてごめんなさいと懺ざん悔げしなさい！」


　少女はしきりに咳せき込こんだあと、息も絶たえ絶だえの様子で顔をあげてなんとかしゃべろうと試みた。


「あ、あの、その、すみませんです……」


「産業廃棄物が、しゃべるなっつってんだろぉがっ！」


　思いっきり頭を叩かれ、少女は顔面を絨毯に埋うめた――もう、返事をする気力も残っていなかった。


「まったく、本当にあなたってダメね、塵ちり芥あくたも同然だわ」


　むんず、と髪かみの毛をつかまれ、少女は強ごう引いんに持ち上げられた。主は無残な少女の姿すがたを嬲なぶるように眺ながめた後、傷だらけの少女の右手を持ち上げた。


「本当に、困こまった子ね、あんたは」


　血まみれのその小さな手に、主は赤い唇くちびるを寄よせた。そのまま真しん紅くの舌をのばし、少女の小さな指にまみれた真っ赤な血けつ液えきを、ゆっくりと舐なめとった。


「おバカさん、あんたは本当に、本当に、本当ぉぉぉぉぉぉぉぉに、どうしようもないバカよね。見ていると滑こつ稽けいを通り越こして、むしろ哀あわれだわ」


　じっくりと、たっぷりと、念入りに、主は少女の手を丁てい寧ねいに舐めまわした。血まみれだった手は元の肌はだ色いろを取り戻もどし、今はテカテカと光る唾だ液えきにまみれ、淫いん靡びな輝かがやきを放っていた。手に刺ささっていた小さなガラス片へんまでも主は舐めとると、前歯で嚙かみ砕くだいてそのまま飲み込んだ。


　時間をかけて少女の血を舐めとった主は、半ば放心状じよう態たいにある少女の顔に自分の顔を近づけた。


「不味まずいわ」


　ぺっと、血の混まじった唾つばを少女の顔に吐き捨すて、立ち上がる。


「本当、バカは血の味まで最低ね。こんなクソ不味い血、初めて舐めたわ。まったく、あんたはどこまでクズなのかしら」


「あ、あ……」


　床ゆかに座すわり込んだ少女は、絞しぼり出すような声を漏もらした。


「ナナは、おバカさんです……一人だと生きることもできない、おバカな虫けらです。だから見捨てないで欲ほしいです、お願いです」


「あ、あは、あは、あぁぁぁぁぁぁぁっはっはっはっは、いひ、いひ、いぃぃぃぃぃっひっひっひっひっひ、うふ、うふ、うふふふふふ……あんたって、本当、骨ほねの髄ずいまで、救いようのないほど、手て遅おくれなくらいのバカよね、そこまでバカだと、かえってかわいらしいくらいよ」


　満足そうな高笑いを漏らし、主は足もとに座り込む少女の顎あごを摑つかんで、自分の方へと向けた。


「いいわ。あんたに、仕事をあげる。その仕事をみごとにこなせば、これからも見捨てないでおいてあげる」


「はい、どんなことでもがんばるです」


「いい返事ね、ご褒ほう美びをあげるわ」


　主はテーブルに置かれたシャンパンのボトルを取ると、半分以上残った中身を少女の頭上にぶちまけた。ヒ、と短い悲鳴をもらし、少女は目をつぶってうつむく。


「なにやってんのよ、あんたなんか一生飲めないようなお酒よ。さっさと飲みなさい」


「はい、ありがとうです」


　座り込んだまま、少女は首を上に向け、目を固くつぶり、口を大きくあけ、舌を突つき出して降ふり注ぐ液体を飲もうとした。無む論ろんそんなことをしてもシャンパンの大部分は少女の顔をつたい、体をつたって絨じゆう毯たんにしみこんでいったが。


「ほら、飲みたいなら、手伝ってやるわよ」


　主は逆さかさにしたボトルを少女の鼻の穴あなに突っ込んだ。変な所に液体を注がれた少女が、激はげしくせき込む。


　そんな少女の姿すがたを見て、心底嬉うれしそうに、楽しそうに、大切なものを愛めでるように、微ほほ笑えみながら主は告げた。


「日本へ行きなさい。魔ま乖かい術じゆつ師しの饗きよう宴えん――〈絢けん爛らんなる魔ま宴えん〉がそこで行われているわ」


「魔宴ってなんですか？」


「バカなあんたは知らなくていいわ――あんたはそこへ行って、暴あばれてくればいいの。せいぜい殺されないように気をつけなさい」


「敵てきが、そこにいるですか？」


「えぇ、もちろん」


「わかったです。がんばって、敵をプッ殺すですよ」


「あぁ、上出来よ。救いがたいおバカさん。あんたはどうしてそんなに愚おろかなの、こんなにあたしをいら立たせて、楽しませてくれるバカは他ほかにはいないわ！」


　最後にもう一度少女の頰ほおをはたき、主は踵きびすを返した。


「わかったらさっさと行ってきなさい。あぁ、それと、出かける前にあんたがこぼした酒、ふいておきなさいよ、その絨毯はあんたの命より高いんだから、シミにならないうちにキレイにするのよ、這はいつくばってきれいに舐めとりなさい。できなかったらあんたの生皮剝はいで敷物にするからね」


　主は好き放題言い残し、一度も背はい後ごを振ふり返らぬまま部屋を後にした。残されたずぶ濡ぬれの少女は、静かに四つん這いになると、高こう価かな絨毯に舌を這わせはじめるのだった……






　第一章　愚ぐ者しやは踊おどる







　少女――佐さ藤とう杏あん子ずは悲しみの底にあった。


　子こ供どもの頃ころから近くにいた幼おさな馴な染じみの少年が、何者かに襲おそわれ、瀕ひん死しの重じゆう傷しようを負った。


　幸い命は取り留とめたが、少年は未いまだ意い識しき不ふ明めいだ。


　いつもそばにあるものは、永えい遠えんにそこにあるわけではない。そんなことはわかっていたつもりだ。


　でも実じつ際さい、いなくなって初めて、失ったものの存そん在ざいをはっきり感じ取ることができるのであった。


　杏子は、周囲に特別なものを求めていたりはしなかった。友人のナイトは何かと鈍どん感かんでたまに腹はらが立つこともあったけど、そんな半はん端ぱな関係自体、嫌きらいではなかった。


　男友達二人と毎日顔をつきあわせて適てき当とうに騒さわいで――なんの目的も意味もなく、とりとめもなく過すぎていく日々、そんな生活が何よりも好きだった。


　だからそんな日々が続けばいいと思った。


　永遠に続くなんて、もちろん思っていない。ただ、高校にいる間くらいはそんな関係が続けばいいと、心の中で願っていた。


　そしていつかはお互たがい離はなればなれになっても、何年かに一回くらいはたまに顔を合わせて、昔が懐なつかしいなぁ、なんて思い出話にふけるような、そんな関係を続けていければ、それでもう、他に望むものなんて何もなかった。


　だが――願いは、叶かなわなかった。


　最近ナイトがつきあいが悪くなったと思ったら、陣じん矢やが倒たおれた。


　杏子を取り巻まく環かん境きようは、否いや応おうなく変化している。


　ならば、彼女自身も変わらねばならない。周囲が停てい滞たいを赦ゆるさない以上、彼女自身から動かねばならない。


　だが、その前にやることは一つ――


「陣矢、あんたの敵てきだけは……」


　ギリッと、音がするくらい強く、彼女は奥おく歯ばを嚙かみしめた。








「助けられないって、どういうことだ！」


「言葉通りの意味よ、少しは落ち着きなさい」


　二つの声があった。最初の声は、怒ど号ごうともいうべき少年の声。続いたのは、それとは対たい照しよう的てきに落ち着き払はらった少女のものであった。


「ヨル、頼たのむ。一生のお願いだ、あいつを――陣矢を助けてくれ。そのためだったら俺おれは何だってする、金が必要だって言うなら、この先何としてでも用意するから」


　ナイトは目の前の金きん髪ぱつの少女に、懇こん願がんするように言った。しかし、相手の少女――ヨルは、眉まゆ根ねを寄よせて首を振ふった。


「さっきから言っているでしょ？　お金とか、そういう問題じゃないのよ。あなただってわかってるはずよ。世の中にはできることとできないことがあるのよ」


　そう答えるヨルは、困こん惑わくした様子だった。先ほどから同じような押おし問答を延えん々えん繰くり返しているのだ、いくらなんでもウンザリしてしまう。





　世界の裏うら側がわで異い能のうの力を使う魔ま乖かい術じゆつ師したち。その中から最強の魔乖術師を選ぶため、世界から集まった八人の魔乖術師たちによるバトルロイヤル、〈絢けん爛らんなる魔ま宴えん〉。


　ヨルミルミ・シュトレンベルグ――ヨルはその参加者であり、『闇ヤミ』の八や祖その代表である。そして清すが夢む騎人ないとは、ヨルをサポートする、無む所しよ属ぞくの魔乖術師である。





　そもそも、発ほつ端たんとなったのは、先日の戦せん闘とうである。


　ヨルと同じ魔宴参加者、『偽ニセ』の代表であったミハイルと、二人は戦った。その戦闘には辛からくも勝利したものの、ナイトの親友であった仁じん野の陣矢が戦闘の犠ぎ牲せいとなってしまい、現在病院で昏こん睡すい状じよう態たいとなっているのである。


　医者の見立てでは、陣矢が目を覚ます可か能のう性せいは五分――数日たっても意識が戻もどらねば、見通しはかなり暗いということだった。


　ナイトは陣矢の状態を知り、自分を責めた。陣矢が傷ついたのは、ナイトのせいだ。ナイトが魔宴なんかにかかわらねば、陣矢が傷つくことはなかったのである、元げん凶きようはナイトだ。


　そうやってひとしきり自分を責めた後、ナイトは行動した。心当たりはある。


『闇』は八つの魔ま乖かい咒じゆの系けい統とうの中で最も回かい復ふく、蘇そ生せいに優すぐれた魔乖咒である。ヨルはその『闇』の八祖であるシュトレンベルグ家の代表なのだ。その力を使えば、陣矢を救うことくらいできるはずだ。


　それでナイトはヨルに頼んだ。そうしたらヨルがそれを拒きよ否ひ。二人は押し問答になり、冒ぼう頭とうのような状じよう況きようというわけだ。





　場所はナイトの家のリビング。低いガラス張ばりのテーブルをはさんで、ソファに座すわったナイトとヨルは、互いをけん制せいするかのようににらみ合っていた。


　続いて沈ちん黙もくを先に破やぶったのは、ナイトの方だった。


「ヨル、頼む、陣矢を救ってくれ。前も言っていたじゃないか。『闇』の魔乖咒なら、相手が死んでない限かぎりどんな傷きずでもふさげるんだろう？　なら、陣矢一人を助けるくらいわけないだろう」


「あのね、さっきから同じことを何回も言っているでしょう」


　ヨルは聞き分けのない子こ供どもを諭さとすような口調だった。


「確たしかに、わたしの魔乖咒なら大たい抵ていのケガや病気は治せるわ。でも、今回はもう介かい入にゆうできるタイミングじゃないの。わたしが介入してももう手て遅おくれだって話なのよ」


　ヨルは手のひらを天てん井じように向けて肩かたをすくめた。金髪碧へき眼がん、いかにも外国人然としたヨルには、そういった大おお仰ぎようなジェスチャーが妙みように似に合あっていた。


「仁野陣矢、だっけ、あなたのお友達？　その子の容よう態だいを調べてみたけど……」


　ヨルはテーブルの上に置かれた紙を持ち上げた。その紙は細かい文字でビッシリと埋うめ尽つくされてある。その内容を見ながらヨルが続ける。


「かなり絶ぜつ望ぼう的よ。出血が多おお過すぎたわね。もう脳のう死しの一歩手前ね。仮かりに目覚めたとしても、何らかの後こう遺い症しようが残る可能性は高いわ」


「でも……」


　なおも食い下がるナイトを、ヨルは片かた手てで制した。


「あのね、確かにわたしの『闇』はかなりの力を持っているわ。脳や心しん臓ぞうがつぶれて即そく死しの人間だって、再さい生せいできる。でもその力も万ばん能のうではないわ。わたしにだって、できることとできないことがあるのよ」


　悔くやしそうにヨルはうめく。彼女にとって、自分にできないことがあるのを認みとめるのは、かなり矜きよう持じにかかわることなのだ。


「『闇』の魔乖咒っていうのはね、万物が混まざり合った混こん沌とんの『闇』の中から力を引き出す魔乖咒なの。回復や蘇そ生せいっていうものは、人の生命エネルギーとか、欠けつ損そんした肉体とかを補おぎなう魔乖咒なのよ」


「なら陣矢だって治せるだろう」


「傷ついた直後なら、たとえバラバラ死体でも再生可能よ。わかりやすく言うと、死体にまだ、生前の記き憶おく、みたいなものが残っているからね、その記憶を読み取って再生すれば、生前の姿すがたでその人間は復活できるわ。でもね、時間がたったらダメなのよ」


　ヨルが再度首を左右に振った。


「残された記憶なんて曖あい昧まいなもの、死ねばあっという間に消えてしまうの。頭部が無傷ならある程てい度ど無理は利きくけど、この子みたいに、脳に障しよう害がいがある場合、わたしの力ではもうどうしようもないわ」


　話はそれでおしまいだ、と言わんばかりの態たい度どでヨルは口を閉とじた。実際、ナイトとヨルの間にはもう、話すべきことなど無かった。


「クソ、どういうことだよ、これは！」


　ダン、とナイトは目の前のテーブルを叩たたいた。目の前に悠ゆう然ぜんと座るヨルは、ナイトの行動に眉まゆ一つ動かさないまま身じろぎもしない。


「俺が傷つくのはいい。でも、陣矢は別だろ！　なのになんだってこんなことになるんだよ！」


　わめくナイトを前に、ヨルは何事かを口にしかけ……思い直したように言葉をつぐみ、少し苛いら立だちながらコツコツとテーブルを指で叩いた。


「ともかく、いつまでもこんな実りのない会話を続けていても仕方ないわ。今は魔ま宴えんに集中しなさい、ナイト」


　その自らの目的に向かって冷れい酷こくなほどまっすぐなヨルの態度に、ナイトは違い和わ感を憶おぼえた。


「あぁ、君の言うのももっともだとは思う。でもな、こればっかりは気持ちの問題で、そう簡かん単たんに割わり切れるもんじゃない」


　陣矢は、ナイトにとって親友だった。親友たちを理り不ふ尽じんな暴ぼう力りよくから護まもるため、ナイトは強くなりたかった。


　だが実際はどうだ？　確かにナイトは魔ま乖かい咒じゆという力を得た。しかしその力を発はつ揮きする前に敵てきに翻ほん弄ろうされ、結果的に親友を護るどころか深手を負わせてしまった――なによりも自分自身が情なさけなかった。


「ならナイト、今のあなたならわかるでしょう？　いい加か減げん、覚かく悟ごを決めてもいいんじゃない？」


　その言葉に、ナイトは顔を上げた。ヨルが、これまでにないほど真しん剣けんなまなざしでナイトを見つめていた。


「ナイト。わたしは前にも同じことを言ったわ。そして今、また同じことを言う。もう表の世界との関かかわりを断たちなさい」


　それは――確かに前々からヨルに言われていたことだった。


「わかるでしょう？　わたしたちはね、異界の力、外法の秘ひ術じゆつを使う呪のろわれた系けい譜ふの末まつ裔えいなのよ。一いつ般ぱん社会における常じよう識しきだとか、倫りん理りだとか、そういったものともっとも縁えん遠どおい存そん在ざいだわ。あなたがこの道を進む限かぎり、いつまた誰だれを巻き込むかわからない。これ以上手て遅おくれにならないうちに、もう、表の世界に戻もどるのは諦あきらめなさい」


　表の世界に戻るのを諦める……それはつまり、一般社会において清夢騎人が過すごした十五年あまりの時間を全すべて捨すて去れと言うことだ。


「待ってくれ、それは……」


「どれだけ待てばいいの？　わたしは数週間を待ってみた。その結果、あなたは友達一人を巻き込んだ。後何年待てばいいの？　それであなたの友達は後何人犠ぎ牲せいに……」


「わかっている！」


　怒ど鳴なり声を上げ、ナイトは机つくえをダンと叩いた。ヨルはハッとして口をつぐむ。


「……少し言い過ぎたわ。でもね、あなたを思うから、わたしは……」


「あぁ、わかっている……わかっているさ」


　そうだ、最初からわかっていたことなのだ。


　ナイトが魔乖咒と関わったときからこうなることはわかっていた。魔宴に参加しているヨルに協力するというのは――言ってしまえば、人殺しの手伝いをすることだ。実際ナイトはすでにこの手で二人の魔ま乖かい術じゆつ師しを葬ほうむってきた。


　その行動が間ま違ちがっていたとは思わない。でも、そんな人間がのうのうと日の当たる世界を歩いていけるなどとは、ナイトだって思っていなかった。人殺しには、それにふさわしい居い場ば所しよというものがあるはずだ。


　そうだ、そんなことはわかっている。ナイトが、今後のことを考えるなら、自分がどうすればいいのか、そんなことは自分自身がいちばんわかっている！


　でも、この期ごに及およんでナイトは二の足を踏ふんでしまう。二度と戻れない表の世界への執しゆう着ちやくを、どうしても捨てることができない。


「でも、俺は……」


　なおも言い募つのろうとするナイトを、ヨルは片かた手てをあげて制せいした。


「あなたの気持ちも、わからないでもないわ。でもね、ナイト。思い出しなさい。確たしかにあなたは、つい先月までただの一般人だったし、そんなあなたを巻き込んだのはわたしだわ。でも、あなたには元の世界に戻る選せん択たく肢しは何度も提てい示じされたし、選ぶ機会だってあった。それでもあえてこの世界に踏み込んできたのはあなたの意い志しよ、違う？」


　その通りだ。ナイトはヨルの正せい論ろんに、反論できなかった。


「そしてわたしは何度も忠ちゆう告こくしたはずよ。魔乖術師になった以上、表の世界との関わりは断ちなさいって、何度もね。それでも元の日常に固こ執しつし続けたのは、誰？」


「…………」


　わかっている、そんなのはわかっていることなのだ！


　陣矢が傷きずつき、危き険けんな状じよう態たいにあることの原げん因いんはナイト、元げん凶きようはナイトだ！　それはまごうことなき事実であり、だからこそナイトは自分で自分が許ゆるせなかった。その償つぐないのためならば、なんだってしよう。


　でも、それと、日常を捨てるというのは、全く別の話なのだ、少なくとも、ナイトにとっては。


「俺は、でも……」


　だが、自分でも、言葉がうまくまとまらない。のどまで出かかっているものをはき出せないでいるようなもどかしさ。


　そんなナイトの様子を見て、ヨルはハァ、と息をはいた。


「まぁいいわ。今日はあなたにとっていろいろショックも多かっただろうし、こんな状態じゃ、お互たがい実りのある会話はできないわね。今日はひとまず休んで、また明日話し合いましょう」


「あぁ」


　ヨルの言葉はあまりにも正論だったので、ナイトは黙だまってそれを受け入れるしかなかった。





　そして翌よく日じつ、二人は前日決めたとおり、朝から額ひたいをつきあわせて今後の方ほう針しんを話しあっていた。一ひと晩ばんたてば、ナイトも少し頭が冷えたので相手の話を聞く余よ裕ゆうもできた。今日は学校も自主休学している。


　ヨルはさて、とこれまでの状じよう況きようをまとめた。


「状況を確かく認にんするけど、魔ま宴えんはすでに中ちゆう盤ばんとなったわ。八や祖そのうち『滅メツ』と『偽ニセ』の二つはわたしたちが倒たおした。他の八祖が倒れたという情じよう報ほうは聞かないから、今のところ残る八祖は私を含ふくめて五つよ。そこまではいい？」


　八祖はすでに一つの系けい統とうが途と絶だえてしまったため、七つの家しか残っていない。つまり今のところ、敵は残り四人だ。


「今現在、わたしたちの手元には三冊さつの魔道書がある。これはわたしたちにとって大きなアドバンテージだわ」


「そうなのか？」


　ヨルは力強く頷うなずいた。


「魔宴の最終目的は、一人の参加者が八祖の魔道書全てを集めることだわ。そして魔道書は魔ま乖かい術じゆつ師しにとって重要なアイテム。それはわかるわね？」


　ナイトは頷いた。今現げん在ざい彼は、『先生マイステリン』から譲ゆずり受けた『滅メツ』の魔道書『滅ホロび逝ユく愚グ者シヤどもの挽バン歌カ』を使っている。これがあるからこそ、ナイトは強力な魔ま乖かい咒じゆも自由に行使することができるのだ。


「一流の魔乖術師ならば、二つのアイテムを持っているわ。一つは〈魔乖術師の刺いれ青ずみ〉。これは体に描えがいた魔力の経けい路ろね。これがあれば、魔乖咒を簡かん略りやく化か、高速展てん開かいすることができるわ。もう一つが専せん用ようの魔道書ね。こちらがあれば展開する魔乖咒の効こう果かを増ぞう幅ふくさせることができるわけね」


　ナイトはふと、考えた。今ナイト自身魔道書は持っている。だが、〈魔乖術師の刺青〉は持っていない。当然だが、魔宴に参加するクラスの魔乖術師ならだれもがそれはもっているだろう。ということは、ナイトはかなり不利ということだ。


「なぁ、ヨル。俺おれにも刺青を入れることはできないのか？」


「無理ね」


　あっさり、ヨルは否ひ定ていしてきた。


「本来〈魔乖術師の刺青〉は、体内の魔力が固定化されていない赤ん坊ぼうに施ほどこす技わざだわ。私たちくらいに成長してしまうと、刺青を入れても体になじみにくいの。それでも無理に入れようとすれば、肉体的にかなりの苦く痛つうが伴ともなうし、失敗すれば逆ぎやくに魔力を失うかもしれないわ」


　それではとても、今から手に入れるのは無理だ。ナイトは舌した打うちをする。


「それじゃぁ、俺は最初から不利じゃないか」


「えぇ、そうね。確かにあなたに刺青はないけど――魔乖咒の展開速度とか魔力の容量って、結局は天てん性せいの素そ質しつなのよね。こればっかりはいくら努力しても埋うめられるものでもないの。そういう意味ではナイト、あなたは恵めぐまれているわ」


　少し悔くやしそうな、複ふく雑ざつな表情でヨルが言う。


「確たしかに刺青はないけど、あなたの魔乖咒展開速度はかなり早いわね。そこらの魔乖術師じゃ太た刀ち打うちできないくらい。もちろん、刺青を持った八祖クラスの魔乖術師には劣おとるけど、決定的に不利というほど大きな差ではないわ。それに、私たちには魔道書がある」


　ヨルは、自分の持つ魔道書『闇ヤ淵ブチへの嘆タン願ガン書シヨ』をテーブルに置いた。促うながされ、ナイトも自分の魔道書を並ならべる。


　そしてもう一冊さつ、先日奪うばった『偽ニセ』の魔道書『見ミ果ハてぬ虚キヨ偽ギの外ガイ典テン』も並べられてある。この三冊が、今のところナイトたちのカードだ。


　三冊の魔道書は、古びた革かわの装そう丁ていのなされた、いかにも年代物という感じの本である。大きさはそこまで大きくないし、厚あつさもそれほどではない、持ち歩いても不便でない大きさだ。


　その表面には、奇き妙みような文字が描えがかれている。なにかの象形文字にも、幾き何か学がく模も様ようにも見える図形だ。それは、太古の魔乖術師たちが自ら生み出した文字らしい。


　当然だがナイトはその文字を読むことはできないし、本の中身も全く分からない。でも、魔道書として使う分には問題ない。魔道書の開いたページに魔ま法ほう陣じんを描けば、魔乖咒を展開できるのだから。


　ヨルが説明を続ける。


「通つう常じよう、魔道書は一人につき一冊程てい度どしか使えないわ。でも、魔宴に使われる八祖の魔道書は別べつ格かくよ。持っているだけで魔力が増大するの」


　それは初耳だった。


「それはすごいじゃないか」


「えぇ、だから早期に魔道書を集めるのは重要なことよ。魔宴の初期こそ参加者は防ぼう戦せんに入りやすいけど、後半はみな積極的に争うようになるわ。一人に魔道書が集中すれば、ほかの参加者にとっては不利になる。でも逆にその相手を倒せば、一度に複ふく数すうの魔道書だって手に入るわ。そういった意味では、わたしたちは今後も敵の標的になりやすいといえるわね」


　いつまでもこの街に立てこもって大だい丈じよう夫ぶなのかとナイトは思っていたが、そういう事じ情じようならば話は別だ。こちらから動かなくとも、相手の側から動き出すというわけだ。


「そしてこの魔道書はあなたに預あずけておくわね。『偽ニセ』を倒したのはあなただし、作戦上、あなたが持っている方が有利だわ」


　テーブルに置かれた『見ミ果ハてぬ虚キヨ偽ギの外ガイ典テン』を、ナイトの前に押おし寄せてきた。ナイトはその本を手に取ってみる。


「なるほど、俺が魔乖咒の展開速度で劣おとる分、威い力りよくで勝負ってわけか」


「そうなるわね。もともと前ぜん衛えい役のあなたは、敵に肉にく薄はくする突とつ撃げき力が必要だからね。その要素を強化するのは当然だわ」


　さて、ヨルは付け加えてくる。


「繰くり返すけど、わたしとあなたの組み合わせはかなり強力だわ。たぶん、正面から戦う限かぎり他の参加者に負ける要素はないわね。でもね、だからこそ、相手は正面から戦いを挑いどんでは来ないわ。『偽』にやられたことを忘わすれてはダメよ」


　そう、『偽』にはその弱点を突つかれてしまった。


　最高の攻こう撃げき力を持つナイトと、致ち命めい傷しようすらも癒いやすヨル。二人のコンビは、一見無敵に見える。だが、魔宴ではなにも直接的な戦せん闘とうが全すべてではない。さまざまな搦からめ手、奇き策さく、謀ぼう略りやく、心理戦も肝きもとなるのだ。


　実じつ際さい、幻げん惑わくの魔ま乖かい咒じゆを得意とする『偽ニセ』を相手にしたとき、二人は敗北寸すん前ぜんまで追い詰つめられたのだった。残る魔ま宴えん参加者だって正面から勝負を挑んでくるとは限らない。苦戦は免まぬかれないだろう。


「だからね、ナイト。くれぐれもわたしの作戦に従したがうように行動してね。チームワークの乱みだれは即そく破は滅めつよ」


「あぁ、わかっているさ……下手なまねをして、これ以上余よ計けいな犠ぎ牲せいが出るのはゴメンだ」


　自じ嘲ちようも込めて、ナイトは皮肉な笑いを浮うかべた。その様子を見たヨルは、あまりよい兆ちよう候こうではないなと敏びん感かんに感じ取った。


「ナイト、気にするなとは言わないけど、気に病むのはやめなさい。感傷は戦闘での足かせでしかないわ」


　あえて冷れい徹てつな言葉を投げるヨルであったが、ナイトにはきかなかった。


「あぁ、わかっているよ。でも、自分でも正直どうしようもないんでね、この気持ちは」


　一ひと晩ばんたって落ち着いたとはいえ、陣矢の一件はやはりナイトの心に重くのしかかっていた。陣矢を巻き込んだ自分自身の責せき任にん、無む鉄てつ砲ぽうさ、未み熟じゆくさ、そういったものが思い返すにつけ、ぶり返してくる。


　そんなナイトを見て、ヨルは告げた。


「ナイト、あなたが自分を責せめるのはあなたの勝手よ。でもね、その考えは、とても危き険けんだって気づいている？　あなたはあまりにも結果に目を奪うばわれすぎだわ」


「どういうことだ？」


　ヨルは、少し悩なやんだそぶりを見せたが、意を決したように口を開いた。


「助けられなかったから後こう悔かいする――一見それは正しい行こう為いに見えるわ。でもね、それって裏うらを返せば、助けた相手に見返りを要求するってことなのよ」


　その言葉は、ナイトにとって衝しよう撃げきだった。


「そんなことはない！」


「いいえ、大なり小なりそういうことよ。助けられなくて、それを引きずる――それはね、自分の行動に何らかの結果を求めている証しよう拠こだわ。別べつ段だんそれは間ま違ちがってない、人間として当然の考えよ。でもね、ナイト、あなたのような人がそんな考えを持つのは危険よ。あなたがこのままいけば、きっと、今以上に後悔することになるわ」


　ナイトは――ただ、困こまっている人がいれば、それを助けたかった。誰だれも泣かない、誰も悲しまない世界が欲ほしかった。そう思ったからこそ、十年前のあの日――『先生マイステリン』に誓ちかった。力がほしい、自分の正せい義ぎを貫つらぬくだけの、みんなを護まもれるだけの力がほしい、だから絶ぜつ対たい強くなると、あの日、『先生マイステリン』に誓った。


　でも、それは間違っていたのか。ナイトの思い上がりだったというのか、所しよ詮せんそんなものはかなわぬ夢ゆめだというのか。


「ナイト。魔ま乖かい術じゆつ師しとしての経けい験けんが浅いあなたには酷こくかもしれないけど、魔宴はお遊びじゃないのよ。あまり軽い気持ちで受け取ってもらってはこっちが迷めい惑わくよ」


　突き放すような口調のヨル。ナイトは、自分の気持ちも整理できぬまま、反はん論ろんした。


「軽くなんて考えてない！」


「そう？　でもね、あなたの今までの行動を見ていると、こっちとしてはそう受け止めざるを得ないのよ。わかっている？　あなたの今の立場を？　そして今、自分がなにをすべきで、自分がなにをやりたいのか、そういったことが本当に見えているの？」


　その問いかけに、ナイトは、答えられなかった。


　もはや自分でも、よくわからない。ただナイトは、自分の周りにある大切なものを護りたい、その気持ちは今も変わらないままだ。でも、ダメなのだ。そう想おもうだけでは、そう想って、漠ばく然ぜんと行動しているだけではまだ足りないのだ。


　実際ナイトは陣矢を護れなかった。


　今、自分自身がなにをすべきなのか……本当はわかっているはずなのに、なにもわからない、ナイトはそんな思考の迷めい路ろをさまよっていた。


　ピンポーン


　ちょうどいいタイミングで玄げん関かんの呼よび鈴りんが鳴らされた。客らしい。ヨルは、ちらりと視し線せんを玄関へ向けた。


「――魔力反はん応のうはなし。ごく普ふ通つうの民間人、女じよ性せいが一人来たわ」


　この家の周囲には、ヨルの張はり巡めぐらせた探たん索さく用の魔乖咒が常じよう時じ展てん開かいされている。この部屋から一歩も動くことなく、外の様子を手に取るように窺うかがうことが可か能のうなのだ。


「わたしが……」


「いや、俺が行こう」


　立ち上がりかけるヨルを制せいし、ナイトが立つ。今は、この気き詰づまりな空間から一いつ刻こくも早く逃にげ出したい。


　ヨルもそんなナイトの内心に気づいているはずだが、あえてなにも言わないまま、ナイトの好きにさせた。


「誰が来たんだ……やっぱり、シュガーか」


　玄関まで出てみれば、来らい訪ほう者しやはナイトのクラスメートであり、親友の一人でもある佐藤杏子であった。ナイトが半ば予想していたとおりの相手である。


　杏子は、現あらわれたナイトの顔を怪け訝げんそうに見つめた。


「なによ……いきなり学校休んだりしてなにがあったのかと思ったら、元気そーじゃない？」


「ん？　あ、あぁ、まぁ、な。一応、平気さ」


　学校には、体調不良と言い訳わけをして休んだのである。陣矢と仲が良かったため、ショックを受けているのだろうと判はん断だんされたのだろう。思っていたよりもあっさりと欠席は認みとめられたのだった。


　現れた杏子は呆あきれたような笑えみを浮うかべ、コツン、とナイトの胸むねに拳こぶしをぶつけた。


「バーカ。なら連れん絡らくしなさいよね。心配したあたしがバカみたいじゃないの」


「そうだな、悪かったよ、シュガー」


　いつもどおりの彼女の反応に、ナイトも愛あい想そ笑いを浮かべてごまかす。が、続く彼女の反応を、ナイトは見み逃のがさなかった。


「……あんたまでなにかあったかって、思ったじゃない」


　小声でそうつぶやく杏子の表情は、わずかにこわばっていた。が、すぐに杏子は笑顔を取り戻もどし、声を張り上げて笑う。


「なんちゃって、って、ちょっとあたしらしくなかったわね？　まったく、ナイトも最近いい加か減げんになっちゃって、この不良男。罰ばつとして、駅前のパーラーで奢おごること、決定ね？　わかった」


　いつもどおり、杏子は理り不ふ尽じんな理り屈くつを展開して笑っている――が、ナイトには、それは虚きよ勢せいのように感じられた。


　考えてみれば、陣矢との付き合いは彼女の方がナイトの何倍も長い。当然、陣矢のことでショックを受けているのは杏子も同様、いや、ナイトの何倍も心を痛いためていることだろう。


　でも杏子はこうして、ナイトの前でいつもと変わらぬふるまいを見せている。


　強いな、とナイトは思った。自分なんかより、彼女のほうが何倍も強い。ナイトにできることは、こうやって家にこもって同どう居きよ人にんに愚ぐ痴ちをこぼすくらい……ん？　待て、もしかして、何か大切なものを忘わすれていないか？


　その危き惧ぐは、すぐに現実となった。


「ねぇ、ナイト、いったい何を話してるの？」


　ひょっこり、家の奥おくからヨルが顔を出してきたのである。それを目にした杏子の眼めが、大きく見開かれる。


「え!?　田中さん？　どうしてここに!?」


「あら、あなたは……こんにちは、佐藤さん。奇き遇ぐうですね」


　ヨルは田中という偽ぎ名めいを呼ばれ、にっこりと笑みを浮かべた。それとは対たい照しよう的に、杏子の表情がみるみるこわばっていく。


「なんで、あなたが、ここに……」


「あら？　別に不思議でもなんでもないわ。わたしとナイトは親しん戚せき同士。身内の家に逗とう留りゆうするのは普通の成り行きだと思うけど？」


「ヨル！」


　とっさのことで、ナイトは偽名のことも忘れてヨルの名を叫さけんでしまった。なんというか、今のヨルの説明はまずい、そう、非ひ常じようにまずい、どう考えてもまずかった。


　ヨルがナイトの家にいることを杏子は知っているはずだが、どうも忘れていたらしい。おそらく先日の事件で受けた記憶処理の副作用だろう。


　そして、最初こそあっけにとられていたはずの杏子も、すぐに状じよう況きようを認にん識しきしたらしい。しきりに二人の顔を見み比くらべた後、そういうこと、と、納なつ得とくしたようにうなずいた。


「へぇ、そぉ。ナイト。あんたもまた、ずいぶん立りつ派ぱな不良生活じゃない。真昼間から自分の家に女を引っ張りこんで……へぇ」


「ちょっ、違ちがう！　何を勘かん違ちがいしている！」


「ごめんあそばせ、あたしってすっごくお邪じや魔ま虫むしだったわね、さよなら」


　杏子はその場で踵きびすを返し、早足で立ち去ろうとする。慌あわててナイトは、彼女の誤ご解かいを解とこうとした。


「違う、誤解だ、杏子！　俺は、ただ……」


「うっさい、バカ！　陣矢が倒たおれて、その翌よく日じつに女と一いつ緒しよに学校サボって遊ぶやつなんか知らないわよ！」


　叫び、杏子は手に持っていた革かわの鞄かばんをナイトの胸むね目がけて投げつけた。女子の細ほそ腕うでで投げられたものだ。鞄自体も重いものではなかったので、ぶつかったナイトには大した痛いたみはなかった。だが、ナイトの胸には確たしかに、実際の衝しよう撃げき以上の震しん動どうが伝わっていたのだった。


「あぁ、クソ、待て！　ヨル、ちょっと出かけてくる！」


　いまや駆かけ足で去っていく杏子を追って、ナイトも走り出した。その背せ中なかを見て、ヨルは一瞬呼びとめようかとも思ったが、思いとどまった。どうせ言ったところで聞くまい、ナイトはそういう少年だ。


「バカね、ナイト」


　あっという間に小さくなっていくその背中を視し界かいの端はしに入れて、魔ま乖かい術じゆつ師しの少女はつぶやいた。


「こうやって追い返して、誤解したまま別れるっていうのが一種の優やさしさだってわからないの」


　わからないのだろうな、と独どく白はくに自分で答える。きっと、ナイトが今のままでいる限かぎり、彼はずっとこのままだろう。それは彼の長所なのだが、致ち命めい的な欠点でもある。


「ほんと……先行きを考えると、気が重いわ」


　彼女にしては珍めずらしいことだが――ヨルは心底憂ゆう鬱うつそうに、溜ため息いきを吐つくのだった。





　ナイトは元々体力には自信があるほうである。魔ま宴えんと関かかわるようになって以来、毎日体の鍛たん錬れんは欠かさないようにしている。付け焼やき刃ばの鍛錬ですぐに変化が出るわけではないが、それとは別に今のナイトには身体能力を強化する魔ま乖かい咒じゆがいくつだってある。


　そんなわけなので、逃にげる杏子に追いつくことなど、まったくもって造作もないことだった。数十メートルもいかないうちに追いつき、その細い腕をつかむことに成功した。


「待てよ、杏子！」


「いや！　離はなせ、このバカっ！」


　しかし、手をつかんだ途と端たん、杏子は烈れつ火かの如ごとく喚わめき、暴あばれ、強ごう引いんにナイトの手を振り切って、逃げだしてしまう。


　そしてそれをまた追うナイト。すぐに追いつくが、ここで手を摑つかんでも同じことを繰くり返すだけである。彼女と同じ速さで走りながら、いったいどうしたものかと、ナイトは思考を巡めぐらせた。


「し、しつこい、つ、ついて、こない、でよっ！」


「そうはいくか！」


　結局、ナイトは杏子のすぐ後ろについて追いかける形となった。たまにすれ違う通行人が、なにをしているのかと二人に注目してくるが、ギャラリーなど気にしている暇ひまはない。


　どうすべきか、ナイトのその疑ぎ問もんは、時間が解かい決けつしてくれた。しだいに杏子の息が上がり始め、見る見るうちに速度が落ちてきたのである。いくら元気のあふれる若わか者ものとはいえ、杏子は別に運動部に所しよ属ぞくしているわけでもない。全力疾しつ走そうをして、そういつまでもスタミナが続くわけがない。


　杏子のスピードが落ちたのを見て、ナイトは少しだけ足を速めて杏子の前へと躍おどり出た。杏子は、とっさに方向転てん換かんしてナイトから逃げようとする。だが、ナイトの方が早かった。
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　ナイトは、両手をのばして杏子の体をつかんだ。そのまま強引に彼女を引きよせ、彼女の両りよう肩かたに手を回して抱だきしめたのであった。


「な！　バ、バカ、なにすんのよ、エロ！　変へん態たい！　スケベ！」


　杏子はナイトの手の中で、それこそ烈火のごとく暴れる。しかし、ナイトは手を緩ゆるめなかった。きっと、ここで手を離せば二度と彼女は戻もどってこない――そんな気がしたから。ナイトは杏子を抱きしめたまま、暴れる彼女の手が自分の体を叩たたくのも気にせず、その場に立っていた。


「杏子、俺おれが悪かった」


「バカ、謝あやまれば、それですまされるって思ってるの！」


「君の……君の方が俺なんかより何倍も悲しかったんだよな。なのに、それに気付かなくって悪かった」


「だから、謝るなってのよ」


「ごめん、悪かった」


「バカァ……」


　ついに杏子は、ナイトの手の中で暴れるのをやめた。そのまま額ひたいをナイトの胸に押おしつけ、立ったまま嗚お咽えつを漏もらした。


「杏子……」


「……うっさいだまれ。しゃべるなあたしの顔を見るななにもするな。なにかしたら殺す」


　そう言われては、どうしようもなかった。ただ自分の目の前で震ふるえる彼女の肩に回した手の力を少しだけゆるめ、後は彼女のしたいようにさせた――たぶん、それが一番の正解だ。





　数十分後――二人は駅前のベンチに座すわっていた。間に一人が座れるくらいのスペースを空け、それぞれ正面の方を見ながら座っている――たぶん、この微び妙みような間かん隔かくが、二人の現げん在ざいの距きよ離りなのである。


　その間隔を埋うめる人物は、今この場にはいない。


　そのままの体たい勢せいで沈ちん黙もくが続き、やがてナイトが口を開いた。


「落ち着いたか？」


「とっくにね。あーあ、あたしらしくないとこ見せたわね、ホント、つまらないわ」


　いつもの調子を取り戻したらしい杏子が、自じ嘲ちよう気ぎ味みの笑えみを浮うかべた。ナイトは、そんな彼女に近くの自じ販はん機きで買ったお茶を渡わたした。


「ノドが渇かわいただろ」


「あんたって、ホント、こういう時に……デリカシーがないわよね」


　呆あきれたような、怒おこっているような、微妙な表情で杏子は差し出されたペットボトルを見つめた。


「なんだ？　泣いたらノドが渇くだろ」


「あたしは泣いてない！　ちょっと汗あせをかいただけよ！」


　はいはい、とナイトは頷うなずく。まぁ、そういうことにしておこう。ここで反論するほどナイトは愚おろかではない。


「どっちにしろノドは渇いただろう？　杏子の好きな銘めい柄がらだったはずだが」


「えぇ、いつもあたしの飲んでいるメーカーを覚えててくれてありがとう……そこまでわかってるなら、もう少しムードってもんを考えなさいよね。こーゆーときにわざわざペットボトルを渡すって……」


「なにかまずかったか？」


　ナイトは考えてみたが、別に悪かったとも思わない。ナイトが渡したお茶は普ふ段だん杏子がよく飲んでいるものだ。学校帰りとかもよく自販機で買って、歩きながら飲んでいる。


「あぁ、もういいわよ、よこしなさい！」


　杏子は乱らん暴ぼうにナイトからぺットボトルを受け取り、器用に片かた手てでキャップをはずして（けっこう握あく力りよくがいる）、口をつけて豪ごう快かいに飲みだした。そのまま一息で、半分近くを飲み干ほす。ナイトも、自分の分に口をつけた。


「フゥ……少し落ち着いたわ」


「そいつはよかった」


　そこでまた沈黙。そのまま数分がたって、続いて沈黙を破やぶったのは杏子だった。


「ダメね、あたし」


　皮肉げに笑う杏子。その笑いは、いつも明るい彼女には不ふ釣つり合いなものに見えた。


「もう泣かないって決めたのに、結局駄だ目めね。こんなことじゃ、あいつに再さい会かいしたとき、バカにされるわね」


　あいつ、というのは誰のことを指すのか、聞くまでもない。ここにはいない、二人の共通の親友だ。


「ナイト……陣矢を襲おそった犯はん人にん、どうなったのかしら？」


　唐とう突とつに、杏子がつぶやいた。その質しつ問もんの意図を測はかりかね、ナイトは首をかしげながら答えた。


「さぁな……そういうことは、警けい察さつに任まかせるしかないだろ」


「変な話だけどさ、あたし、陣矢を襲った犯人のことを、よく覚えてないの。確かに見たはずなのに、どうしても思い出せなくて……」


「無理もない、ショックな出来事だったから、記き憶おくが混こん乱らんしているんだろう」


「あんたはどうなの？　なにかおぼえてないの？」


　少しだけ迷ったあと、ナイトは首を振ふった。


「俺もよく覚えてないんだ」


「本当に、なにも覚えてないの？」


　気づけば、杏子はナイトの顔をじっと見つめていた。その様子にただならぬものを感じて、ナイトは気を引き締しめた。


　間違いない。杏子は――ナイトのことを疑うたがっている。いや、ナイトが隠かくし事をしているのに気づいたともいうべきか。さすがに親友の目まではごまかせないのか、とナイトは後こう悔かいと感かん嘆たんの混ざった思いを抱いだいた。


　だが、ナイトの知っていることを、杏子に話すことはできない。話せば最後、彼女までナイトと同じ側へ引きこんでしまうことになる――それだけは、避さけたかった。


「知らないな、なにも」


「ウソよ！　なんでそんなウソをつくのよ、ナイト！　陣矢を傷つけたのは誰！」


「……知ってどうする」


　言ってから、まずかったな、と後悔した。今の言葉は、犯人を知っていると答えたようなものではないか。


「どうする？　決まってるじゃない、絶対に、許ゆるさない。あたしは、一生をかけてでもそいつを追いかけて、陣矢と同じ目にあわせてやる！」


　ギリっと、音がするくらい歯を嚙かみしめる杏子。そう、彼女はナイト以上に、友達思いで、純じゆん粋すいなのだ。そんな彼女を前にして、ナイトの答えは一つしかなかった。


「知らない」


　ナイトとしては、そう答えるしかない。


「ナイト、あたしの眼めを見なさい」


　強い口調で言われて、ナイトは渋しぶ々しぶ杏子へ首を向ける。


「あたしの眼を見てもう一度答えて。なにか、知ってるんじゃないの？」


　杏子の黒い、深い眼まな差ざしは、鋭するどく光っている。まるで、ナイトの内心を見み透すかすように――ナイトは覚かく悟ごをきめ、杏子の眼から視し線せんをそらさないまま、静かに答えた。


「知らないな」


「ウソよ！」


　立ち上がった杏子が、ナイトに顔を近づける、ナイトは反はん射しや的に身を引こうとしたが、できなかった。なぜなら、杏子の両手がしっかりとナイトの顔をつかみ、固定したからだ。


　そのまま杏子は、鼻同士がぶつかるくらいの距きよ離りに顔を近づけ、尋たずねてきた。


「本当に、知らないの？」


　ナイトの答えは決まっていた。


「知らん」


「なら……あんた、その眼はどうしたの？」


　問われ、ハッとしてナイトは杏子から強ごう引いんに顔を離はなし、自分の目を押さえた。


　ナイトの右目は、自分のものではない。それは『偽ニセ』から奪うばった『千セン里リ眼ガン』だ。紫むらさき色いろをした瞳ひとみは、嫌いやでも目立つ。


　さすがにこれをごまかすのは難むずかしいと思いつつも、ナイトはいいわけを口にした。


「ちょっとな、メガネが煩わずらわしくなったんで、コンタクトにした」


　そう、この言い訳をするために、普段つけているメガネは外している。もともと伊達だてなので、視力に問題はない。


「カラーのコンタクト？」


「あぁ、ちょい悪風なイメージで入れてみたんだ、ハハハ」


　愛あい想そ笑いも浮かべ、適てき当とうにこの話題をごまかしてしまおうとしたが、やはりというか、この程てい度どでごまかされるほど杏子は甘あまくなかった。


「ウソつくな！」


　案の定、杏子が叫さけぶ。


「今見たけど、コンタクトの縁ふちなんてなかったわよ！」


　そう、さすがにカラーコンタクトを昨日の今日で用意している余よ裕ゆうがなかったのだ。数日中に作る予定だったのだが、こうなってはもう手て遅おくれだ。


「あたし、ほとんど思い出せないけど、一つだけ覚えてるの、犯人のこと」


　杏子がそう語る。


「陣矢を襲ったやつは――たしかに紫色の眼をしてた。それでナイト、なんであんた、急に眼の色が変わってるのよ？　なんで紫色の眼をしてるのよ。ありえないでしょ、おかしいわよ、あんた、いったいなにしてるの？　なにに関かかわってるの？　なにに巻き込まれたの？　答えなさい」


　ナイトは心の中で嘆たん息そくした。杏子の顔を見つめ、もう一度静かに答える。


「ありえない、そうだよな……人間の目の色が変わるなんてこと、そうそうあるわけがないよな」


「いきなり何？」


　ナイトの態たい度どが変わったことに気づいたか、杏子がいぶかしむような声を出す。ナイトは、淡たん々たんと続けた。


「そして見知らぬ通り魔にいきなり襲われる……これだってそうありえないことだ。普通の人間なら、一生に一度出くわすかどうかの出来事だ」


「あんた、いったいなにを……」


「そして襲われた犯人の顔もなにも覚えてない……ありえないよな、これも。ここまで不ふ可か解かいなことが続けば、なるほど、これはもう無視できるはずがない」


　ナイトはそこで口元を歪ゆがめた。


「なぁ、杏子。だがそれで、君はどうする？　この不可解な事象の真相を究きゆう明めいしたいか？　その気持ちはわかる。でも、考えてみろ、ロクな手がかりもないことを、どうやって調べる？　ただの高校生に過ぎない俺たちが。仮かりに真相を究明して――どうなる？　犯人を見つけたところで、俺たちに何ができる？　せいぜい警けい察さつに引き渡わたして司法の手にゆだねるくらいだな。そんなことよりも、俺たちには他にやるべきことがあるんじゃないか？」


「なら……あんたはどうなのよ？」


　杏子が尋ねる。


「あたしには、確かにできることはあまりないかもしれない。けど、あんたは……これからどうするのよ？」


　ナイトは、すこし考えた。もはやこれ以上は杏子をごまかすのも難しい。かといって真実を話してしまうわけにもいかない。ならば、ある程てい度どの説明をせねばならないだろう。


「確かに、俺は今ちょっと面めん倒どうなことに関わっている。けどそれはお前に頼たよるようなものじゃないんだ。俺一人の力で解決すべきものなんだ。俺はそのせいで少し学校とかに行けなくなるかもしれないけど、心配しないでくれ、全部終わったら、必ず俺は戻もどるから」


　と、それだけの説明をようやく口にする。これが今のナイトにできる、ぎりぎりの妥だ協きよう点てんだった。


　杏子はその言葉を聞き、身じろぎもせずにナイトを見つめている――やがてゆっくりと、口を開いた。


「あんた、まさか、陣矢が襲われたの、自分の責せき任にんだって思ってるの？　だったらバカよ、あんたは！」


「…………」


　黙だまり込こむナイト。それを肯こう定ていと受け取った杏子は、キッと、ナイトを睨にらんだ。


「なんでもかんでも自分で抱かかえ込もうとして、あんたはどこの神様よ！　そんなことできるはずないじゃない！　悩なやみとか、苦しいことがあるなら、何であたしに言わないのよ！　あたしたちって、そういうことが気軽に言える関係じゃなかったの！　そう思ってたのはあたしだけってわけ！」


　ナイトは目を閉とじ、少しだけ考えた。自分は今、杏子に向かってなにを言うべきかを。


「俺は……」


　ナイトは、口ごもりながら必死に考えていた。杏子を巻き込んではならない。それは最初から決まっていることだ。だが、言葉が、今彼女を説得できるだけの言葉がどうしてもナイトの口から出てこないのだ。


　杏子は今、あきらかにナイトのことを疑うたがっている。ナイトが何か事じ件けんに巻き込まれたと――それは事実なのだから、下手へたに隠かくすと面めん倒どうなことになりそうだ。そんな彼女を説得して、この場をうまく切り上げる、という自信が今のナイトにはなかったのである。


「杏子、俺は……」


　陣矢を巻き込んでしまったことは、未いまだに悔くやんでも悔やみきれない重しとなってナイトにのしかかっている。だからこそ、これ以上杏子までナイトの事じ情じように巻き込むわけにはいかなかった。だからナイトと杏子は、これ以い降こう互たがいに距きよ離りを置かねばならないのだ。


　あっ、ナイトは気づいた、今いま更さらだが。


　それは、最初からヨルが言っていたことなのである。


　ヨルが最初にナイトと一いつ緒しよに戦うようになったとき、ナイトに日常を切り捨すてろと言ってきた。ナイトはその言葉に反発し、杏子たちとの関係を以前と同様に続けていた。


　それが全すべて間ま違ちがいだったというのか。


　ナイトが日常に固こ執しつするあまりに陣矢が瀕ひん死しの重体となり、杏子まで今巻き込もうとしている。それが全てナイトの身勝手な想いのせいだというのか？


　その通りだ、と心の中で肯こう定ていする自分がいることに、ナイトは気づいた。


　ナイトが最初から陣矢たちと別れていれば、こんなことにはならなかったのに。魔ま乖かい術じゆつ師しは所しよ詮せん、表の世界に存そん在ざいを赦ゆるされない。ナイトが魔乖術師として魔ま宴えんを戦うことを決意したとき、表の世界との関わりは全て切るべきだったのだ。


　でも、待って欲ほしい。それは確たしかにその通りだ。でも、ナイトはなんのために魔乖術師になったのだ？　大切なものを護るため、二度と失わない力が欲ほしかったから、魔乖術師になったのだ。なのにそのために大切な日常を手放さなければならないなんて、本末転てん倒とうもいいところだ！


「ナイト、どうなのよ、はっきりしなさいよ！」


　目の前にいる親友の少女に向かって、ナイトはゆっくりと、言葉を吐はき出した。


「俺は……どうすればいい？」


　あぁ、もはや自分でもどうすればいいのかわからない。だからナイトは、ここで杏子をきっぱり拒きよ絶ぜつすることも忘わすれ、そんな情なさけない疑ぎ問もんを投げかけるくらいのことしかできなかったのである。


「俺はもう、誰にも傷きずついて欲しくないから、誰にも助けを求めることはできない。でも、自分でもどうすればいいのかわからない……俺は、結局どうすれば……」


「な、ちょっ、何よ、ナイト。いきなりどーしたのよ？」


　急にこの世の終わりのような顔をして死にそうな声で嘆なげくナイトを前に、杏子の方が慌あわてた。


「俺は……俺は……」


「と、とにかく落ち着きなさいよ、ナイト。ほら、座すわって座って」


　慌てた様子の杏子が、ベンチへナイトを導みちびく。ナイトは言われるまま、腰こしを下ろした。


「えっと……何があったのかは知らないけど、悪かったわ。ちょっと、あたしも感情的になったみたい」


　と、座ったナイトの前で杏子が謝しや罪ざいする。


「そーよね、ゴメン。辛つらいのはあたしだけじゃなくて、あんただって同じなのに……」


　違う、杏子。確かに俺は辛いが、それは自じ業ごう自じ得とくだ。だからそんな気き遣づかいを見せないで欲しい、かえって自分が惨みじめになる。


「俺は、ただもう誰にも――杏子に、もう傷ついて欲しくない、それだけなんだ」


「え？　あたし」


　ナイトの本音に、杏子が面食らったような顔になる。


「杏子、頼たのむ。これ以上、この事じ件けんに首をつっこまないでくれ。君まで傷ついてしまったら、俺はもう、自分で自分が赦せなくなる」


「な!?　ちょ、大げさよ。なにも……そりゃぁ、犯はん人にん探さがすっていったけど、実じつ際さいそううまくいくとは自分でも思ってないから、まぁ、今のは言葉のアヤで……」


「なら、もういいだろう？　俺たちにはもっと、他にやるべきことがあるだろう？」


　ナイトが、杏子に告げる。


「犯人を憎にくむ気持ちはわかる。でも、犯人をどうこうしたって陣矢が戻ってくるわけじゃない。なら、俺たちにはやるべきことがあるだろう？」


「やるべきこと？」


「陣矢が気づいたとき、また以前みたいに三人一緒に過すごせるような、そんな場所を護っておくことが、大切なんじゃないか？」


「それは……そうだけど……」


　杏子が、とまどったように呟つぶやく。杏子は内心、かなりぐらついているのだ。ここを一押おしすればいい、とナイトは判はん断だんした。


「だから、杏子。俺たちは陣矢が気づくのを待とう。待ちながら、この日常を護っていこう、一緒に」


「え？」


　杏子が、硬こう直ちよくする。


「それってどういう……」


「ダメか？」


　杏子はそう尋たずねるナイトに対し、少し赤くなった顔を横に向けた。


「それは……あたしも、それができるならそうしたいけど……」


「ならいいな、それで」


　ナイトが、そこで断定する。


「陣矢のことは確かにショックだったけど、そのせいで俺たちが日常生活に異い常じようを来きたしたら、陣矢の本意じゃないと思う。だから俺たちはあいつの分も、精せい一いつ杯ぱい生きていかないといけないと思うんだ」


「……そう、ね」


　杏子もかすかにだが、頷うなずいた。


「確かに、あいつに今のあたし見られたら、なにしてんだって怒ど鳴なられそうね」


「だから杏子。また明日から、学校で、以前のように過ごそう」


　杏子は、今度ははっきり頷いた。


「そうね……そうなのよね、結局……そうするしかないのよね」


　そこで杏子はまた以前のような笑え顔がおを浮うかべた。


「今回はあんたの言うとおりだわ、ナイト。何があったかは知らないけど、あんたも色々大変なのよね。なのにあたしばっかり騒さわいで、カッコ悪かったわね」


　そう笑う杏子は、以前と同じ姿すがただ――と、ナイトには見えた。


「あぁ、杏子、今日はわざわざ家まで悪かったな。悪いけど、今日はちょっとやることがあるんで帰らせてくれ」


「え？　もう？」


「あぁ、いろいろ聞きたいことがあるだろうけど、それはまた明日まとめて聞くから」


「そう……ならいいわ。また明日ね」


　そう言って手を振り、ナイトと杏子は別れた。


　そして一人になったナイトはフゥとため息を吐つき、自じ己こ嫌けん悪おに顔を歪ゆがめた。


「また明日か……俺に明日なんかあるのかな？」


　それは自分でもわからない。今のナイトは、いつ魔宴で命を落としてもおかしくない身なのだ。


　結局杏子の問題は、明日へ先さき延のばしにしただけで根本的な解決にはなっていない。でも、今はこうするだけで精一杯だった。とりあえず杏子がこれ以上深入りしてこないよう、杏子の進む方向を修しゆう正せいしてやったのだった。


　いや、場合によっては、かえって杏子を苦しめる答えを突つきつける結果になるかもしれない……明日までに、ナイトは決めねばならない。杏子と自分と、それぞれの進むべき先のことを……


「はっ、道化だな、まるで」


　無意味にそんな戯ざれ言を吐いてみても、気分は晴れなかった。


　自己欺ぎ瞞まんだ、所しよ詮せんは、結局のところ。


　杏子をこれ以上傷つけないためには、こうするしかなかった。その結果、ナイトの罪ざい悪あく感が痛いたむというのは、しかたのない結果だ。甘あまんじて受け入れよう。


　だが、彼女を護まもるために、彼女の心を傷きずつけてしまうというのは、本末転倒だった。


「誰も傷つかないですむ……そんな夢ゆめみたいな選せん択たく肢し、あれば最初から苦労しないか」


　そんなものがあれば、魔ま宴えんなんて言う狂くるった戦いは最初から起こらなかったはずだ。


　イヤ、あるいは、答えは最初から見えていたのかもしれない。杏子とナイト、双そう方ほうを護る一番の答えは――だが、ナイトの甘さが、その答えを無む意い識しきに避さけていたのかもしれない。


　いざとなれば、覚かく悟ごを決めるしかない――そんなことを、ナイトは漠ばく然ぜんとだが、心の中で思い描えがいた。


　このままブラブラしていてもしかたがないので、あまり気乗りしないが家に帰るか、と思ったとき……！　ナイトはそこで、背せ筋すじが凍こおるような違い和わ感を覚えた。とっさに、背はい後ごを振ふり返る――背後には、なにもなかった。夕方間近の、変わらぬ町まち並なみが見えるだけ。ごく普ふ通つうの通行人が行きかうだけの、普通の光景だ。


　だが、ナイトは油ゆ断だんなくあたりを見回した。今、ナイトは確かに感じたのだ、異様な気配を。


　自分を貫つらぬくような、焼き尽つくすような気配――それは、最近になって知った感覚――殺気である。何者かの強きよう烈れつな殺気が、ナイトに向かってきたのだった。


　ナイトは舌した打うちしながら、駆かけだした。通り過ぎる人間がナイトを不思議そうに見てくるが、気にしてはいられない。こうもあからさまに殺気を振りまく相手が近くにいるのだ。のんびりしていれば、こちらがやられてしまう。


　相手の気配は、ナイトを誘さそうように町中を動いていた。殺気をふりまき、時には弱めながら、巧こう妙みようにナイトを誘ゆう導どうしている。どうも相手は町外れの、人気の少ない場所へ移い動どうしているようだった。


　好都合だ。人目が多いと逆ぎやくに困こまる。この町の中であれば、ヨルの仕し掛かけた探たん索さく用の魔ま乖かい咒じゆが常つねににらみをきかせている。異変を察知すれば、ヨルがすぐに来るはずだ。


　ナイトはそこではたと気づいた。一人で先走るよりも、ヨルに連れん絡らくすべきではないだろうか？　先日も一人でいるところをミハイルにおそわれ、不覚をとったのだ。万全を期すならば、ヨルと合流すべきだ。


　しかし、先ほどのヨルとのやりとりが脳のう裏りをよぎる――互たがいの主しゆ張ちようがぶつかり、相あい容いれない今の二人では、まともな連れん携けいなど期待できない。


　今は俺一人で充じゆう分ぶんだ――ナイトはそう判断し、町中を行く己おのれの足を速めた。





　一方のヨルは、ナイトが出て行った後、一人家に残っていた。ナイトの様子を見に行こうかとも思ったが、やめた。下手に自分が口出ししてもしかたがない。あれはナイト自身の力で解決すべき問題なのだから。


「問題はわたしの方か……」


　リビングのソファに体を投げ出すように座すわって、行ぎよう儀ぎ悪く体をのばす――ナイトがいたら出来ない行動だ。


　その体たい勢せいのまま、ヨルは隠かくし持っていた紙を取り出した。つい先日届とどけられたＦＡＸである。細かなアルファベットが並ぶ内容は、ドイツ語で書かれてある。最後にはシュトレンベルグの名――『闇ヤミ』を司つかさどる八や祖その本家から送られてきた指令だ。


『清夢騎人と協力して戦うことが、魔宴のルール違い反はんでないかと八祖間で協議されている。今はうまく言い逃のがれているが、今後もうまく言い逃れられるかはわからない。清夢騎人とは別れ、魔宴は一人で戦うように』――要約すると、そんな内容だった。


　魔宴に参加できる魔乖術師は、各八祖から一名ずつ――魔宴のルールの中でも、鉄てつ則そくとして定められた協定だ。


　しかしルールの穴あなを突こうとする者はいつだっている。参加できる魔乖術師が一人というなら、魔乖術師以外ならいいわけだ。


　そういうわけで、魔乖咒を使えない一いつ般ぱん人じんの協力者というものを、八祖は普ふ段だんから抱かかえている。魔宴ではそういった協力者をうまく使うのも戦術の一つなのだ。


　もっとも、魔宴に参加するクラスの魔乖術師というと、一人で万軍に匹ひつ敵てきするといってもいい戦せん闘とう能のう力りよくがある。八祖の魔道書で強化された魔乖術師は、冗じよう談だん抜ぬきでそれくらいの力があるのだ。


　ヨルにしたって、普段何もしていないときでも、防ぼう御ぎよ用の結界魔乖咒を常に自分のまわりに展てん開かいしている。あらゆる物理衝しよう撃げきを防ぐこの魔乖咒がある限かぎり、戦せん車しや砲ほうの直撃を受けてもほぼ無傷でいられる。


　魔乖術師を倒たおすことができるのは、同じ魔乖術師や、〈魔女猟人ヤクト・ヘクス〉だけだ。


　だから一般人の協力者がいくらいたところで、戦力としては期待できない、せいぜい、サポート役が限げん界かいだ。


　そう言った意味で、ナイトの存在は実に都合がいい。なにしろ、八や祖そクラスの魔乖咒才能がありながら、どの八祖にも所しよ属ぞくしていないのだから。


　魔宴に参加できる魔乖術師は八祖につき一名――つまり、どの八祖にも所属しないナイトが魔宴に参加しても協定違反ではない。


　しかし、無所属のはぐれ魔乖術師は、発見次し第だい抹まつ殺さつするというのが魔乖術師の不ふ文ぶん律りつだ。魔乖咒が秘ひ匿とくされた能力である以上、はぐれ魔乖術師の存在は許ゆるされない。


　つまり、今のナイトの立場は非ひ常じように微び妙みようであった。ナイトが魔乖術師として覚かく醒せいした以上、どの八祖の後ろ盾だてもない状じよう態たいではまずい。ナイトが別の魔乖術師に問答無用で殺されたとしても、ヨルはそれをかばうことができない。


　この場合、ヨルが本家に口をきいて、ナイトを『闇ヤミ』の所属にすることは不可能ではない。滅めつ多たにないが、過か去こに似にた事例はある。


　しかしそうした場合、ナイトはもう魔宴に参加できない。魔宴のルールに抵てい触しよくしてしまうからだ。いや、ナイトの身の安全を考えるなら、そうやって魔宴から切り離はなすべきだ。そのことは、ヨルだってわかっている。


「でも、わかったからって、実際にできるかどうかは話が別よね……」


　そしてさっきのナイトとのやり取りを思い出し、ヨルは頭を抱かかえた――本当は、あんなことを言うつもりではなかったのだ。ナイトが精せい神しん的に追い詰つめられていることは、ヨルだってよくわかっていた。親友が昏こん睡すい状じよう態たいにあって、その原げん因いんがナイトなのだ。ヨルがそんな立場に立たされたとしても、きっと平静ではいられないだろう。


　そんな状態のナイトをヨルは気き遣づかって、本来なら優やさしく、包み込む様に、彼を支ささえてやりたかった。


「いや、別にそこまでしなくても――でも、魔宴を戦うパートナーを気遣うのは当然の義ぎ務むだし……」


　誰も聞いていないのにそう言い訳をする。でも、その想おもいも結局空回りするだけだった。


　昨日の夜届とどいた本家からのＦＡＸ。この内ない容ようは、もちろんナイトに知らせることができない。ヨルは昨日からこっちのことで頭がいっぱいで、ナイトのことまで構かまっている余よ裕ゆうが全然なかったのだ。


　そのおかげで、さっきもナイトに対して言葉が少しきつくなって、それで結果的にこんな離はなれ離ばなれに……


「あぁ、もぅ……考えてみると、わたし、最悪の女じゃない」


　普ふ段だんはナイトに何かと偉えらぶった態度をとってるくせに、いざというときパートナーの支えになることもできないなんて……ヨルは自じ己こ嫌けん悪おでソファー上で姿し勢せいを崩くずした。


「全く、こんなものをいつまでも気にしてる場合じゃないわね」


　ヨルはファックス用紙を手に取り、反対の手の指を鳴らした。薄うすい紙は音もなく燃もえ上がり、灰はいも残さず燃もえ尽つきた。ナイトに見られると困こまるので、焼しよう却きやく処しよ分ぶんが一番いいだろう。


「本家の指令は、うまい具合に言い訳をしてごまかすしかないわね」


　上策とは言えないが、それくらいしか方法はないだろう。現状ではそれ以上うまいやり方は、ちょっと思いつかない。


「あとは、ナイトをどうしたものかしらね」


　先ほどはつい口論になりかけてしまったが、ヨルとしてはそんなことがしたかったわけではない。むしろ、本心は逆だ。パートナーとして、今後とも二人は密みつ接せつな関係を続けていきたいと思っている。


「密接って言っても、あくまで比ひ喩ゆ表現だけどね」


　などと、誰もいないのに言い訳がましく呟つぶやく。


「さしあたって、どうしようかしら？」


　ふと気づくと、だいぶ自分も空くう腹ふくになっていた。昨日から食事らしい食事をとっていないことを思い出した。


「……おなかがすくから、人間怒おこりっぽくなるのよね」


　ここは一つ気合いを入れて、料理でも作ってみるか。昔誰かも言っていた、男という生物は、温かい食事と寝ね床どこがある場所に戻ってくるものなのだ。


「って、寝床は関係ないけどね」


　やはり誰も聞いてないのに言い訳し、少し赤くなったヨルは腕うでまくりをして台所へと向かった。


　――彼女は、知らない。今ナイトが外でなにをしているかを。








　ナイトは町中を駆かけ抜ぬけ、目的の人物を発見した。相手は待ちかまえていたかのように、通りの中央に悠ゆう然ぜんとたたずんでいた。


　場所は、街の中央通りから少し奥おくに入った道。人通りもまばらなその通りのど真ん中に、そびえるように存在する長身の男――それが殺気の主だった。


　明らかに大きい、身長一九〇センチは下らない上うわ背ぜいがある。だが、体たい格かくは瘦やせているので針はり金がねのような印象を受ける男だった。瘦そう身しんを純じゆん白ぱくのスーツでスキなく包み、頭には同色の中折れ帽ぼうを載のせている。季節は真夏だというのに、見ているだけで暑苦しい格好だ。


　男はナイトの見ている中、互たがいの声が届くくらいの距きよ離りまで近づくと足を止め、気取ったしぐさで帽子のつばを押おし上げて瞳ひとみをのぞかせた。ようやく見えた男の顔は、格好と同じく気取った表情が浮うかんでいる。頰ほお骨ぼねが浮き出るほど瘦せており、見たところ、東洋系の顔だちをしている。が、日本人とは違う、大陸系の人種の印象をナイトは受けた。


「よぉ、ぼーや。初めまして、と言っておこうかね」


　男はそう言って、ニタリと笑った。ズボンのポケットに手を入れたまま、ナイトを無ぶ遠えん慮りよにじろじろと見下ろしている。先ほど感じた炎ほのおのような殺気は、今は感じられない。だが、目の前の男からはかすかな敵てき意いが感じられた。


「お前は、誰だ？」


　冷静に考えれば間抜けな質しつ問もんだが、聞かずにはいられなかった。ナイトとて魔ま宴えんに関かかわって以来、死線を何度かくぐってきたのだ。こういったことも何回か経けい験けんしてきた。目の前にいる見知らぬ外国人が、自分に対して敵意を持っているのだ。十中八九が敵の魔ま乖かい術じゆつ師し、と相場は決まっている。


　だが、ナイトはどうしてもその考えに確かく信しんが持てなかった。その理由は、目の前の男から魔力の気配が感じられないことだ。


　魔ま乖かい咒じゆを使う源みなもとである魔力を、魔乖術師たちは持っている。逆に一般人はほとんど持っていない。そして才能のある魔乖術師は、魔力の気配に敏びん感かんなのである。


　その点ナイトには天性の素質があった。一流の魔乖術師ともなると自分の魔力の気配を隠かくすことも可か能のうだが、ナイトの場合、たとえ隠していたとしても、目の前に相手がいればそれを見抜く自信があった。


　しかるに、相手の男からはそう言った気配が全く感じられないのだ。この男には、魔力がほとんどない。


「俺が、誰かって？　はっ、人に名を聞くなら、自分から名乗るのがＲＥＩＧＩってもんじゃないかい、ぼーや？」


　男はそう言って大おお仰ぎように肩かたをすくめて見せた。言っていることは正論だが、仕草が大げさで、なんとも腹はら立だたしかった。


「まぁいいさ。ぼーやが清夢騎人だってことは知っているから、自じ己こ紹しよう介かいはいいぜ」


　なら聞くなよ、と内心でつっこみつつも、ナイトは男への警けい戒かい心しんをいっそう強めた。


「俺はフェン、フェン・ロン・ファン。人呼んで、炎を呼ぶ男さ」


　気取った仕草で帽子のつばを押し上げ、ナイトを見下ろすフェン。長身のせいか、キザったらしいその行動も、割わり合あい似に合あっていた。


「で、炎を呼ぶのはいいが、俺はあんたを呼んだ覚えはないな、何のようだ？」


　冷たく返すと、フェンは首を振ふりながら手を広げた。


「つれない返事だ、熱くないねぇ、ぼーや。せっかくこうやって巡めぐり会ったんだ、もう少し、熱い挨あい拶さつを交かわそうとは思わねぇかな？」


「見知らぬ他人といきなりなれあう気はない」


　素っ気なくナイトは答える。相手はナイトへの殺気をあからさまに放つような男だ。油ゆ断だんしてはいけない。


「おっと、こいつは嫌きらわれちまったかな？　ははっ、でもまぁ、仕方ねぇか、なにせ俺たちゃ、敵同士、なわけだもんなぁ」


　ニタリと笑みを深くし――瞬しゆん間かん、フェンから炎のような殺気が巻まき上がった。ナイトは反はん射しや的に数歩後ずさりながら、身み構がまえた。


　とんでもない殺気だ。相対しているだけで冷や汗あせが出てくるほどの、猛もう烈れつな敵意。この男は、ヤバイ、と本能的にナイトは悟さとった。この気配は、まずい。確実にこいつは人を殺すのになれている。十人や二十人を殺した程てい度どでは、これだけの並なみ外はずれた気配を放てはしない。こいつは、とんでもない強敵だ。


　しかしフェンは、顔にやはり笑みを浮かべたまま言う。


「まぁ、そう身構えるなって、ぼーや。今日は別にぼーやと殺やりにきたわけじゃねぇんだ。まぁ、アイサツがてら、様子見ってやつかな？」


　と、のんきなことを言う。


「様子見？　よく言う、これだけあからさまな殺気を振りまいておいて」


「ＨＡＨＡＨＡ、ま、気を悪くしたなら謝あやまるぜ。俺も商売柄がら、どうしても物ぶつ騒そうになりがちでねぇ、殺気を身にまとうのは、習しゆう性せいみたいなもんなんだ。これでもぼーやに遠慮して、いつもよりは抑おさえてるんだぜ？」


　ニヤニヤと、楽しそうに笑いながら男が言う。どこまで本気かはわからないが、話しているうちに相手は殺気を一いつ旦たん納おさめた。が、ナイトの方は構えをとかないまま、相手を見み据すえる。


「おいおい、そう身構えるなって、ぼーや。別にとって食おうって訳じゃねえんだ」


「信じられるものか」


「ならやっぱ殺るか」


　あまりにフェンがあっさりというものだから、ナイトは最初その言葉の意味がわからなかった。


「別に俺はいいんだぜ、ボーヤがその気なら、今この場で殺りあったってな」


　フェンが右手を持ち上げた。その拳こぶしが、真っ赤な炎ほのおに包まれる。比ひ喩ゆではなく、文字通りフェンの手が燃えていた。


　魔乖咒かと一瞬思ったが、フェンからはやはり魔力の気配が感じられない。フェンの使う炎は、魔乖咒ではない、別種の力らしかった。


「でも、ここで殺りあったら、死ぬぜ、そこら中のやつら」


　フェンが、首を左右に振る。その言葉通り、周囲にはまばらながらも、無関係な一いつ般ぱん人じんが何人もいる。こんなところで魔乖術師が戦せん闘とうを行えば、犠ぎ牲せい者しやが数十人単位で出てしまう。


　普段はヨルが人ひと払ばらいの結界を張はっているのでいいが、実は魔乖術師として経験の浅いナイトは結界関係の魔乖咒がまだうまく使えない。今この場で戦うことは、避さけたかった。


「その気になりゃ、見み渡わたす限り周囲数キロ四方を草一本残さず燃やすことだってできるぜ、俺は。ＨＡＴＴＡＲＩと思うかい？　なら試ためすかい？」


　この男、軽い調子の口調ではあるが、本気だ。この男なら躊ちゆう躇ちよなく一般人を巻き込んで戦うだろうし、実際その戦闘能力は、下手な魔乖術師より上だろう、ナイトには、わかる。そうでなくては、こんな人じん外がいじみた殺気と威い圧あつ感はもてない。


　ナイトは歯がみしつつ、構かまえを解といた。それを見たフェンは、相そう好ごうを崩くずして同様に殺気を消す。


「そう、それでいいのさ、ぼーや。何せ俺たちゃまだ会ったばかりだ。熱く殺りあうにゃ、ちょいとお互たがい知らないことが多すぎる。まずはもっと友情を深めようじゃねぇか。熱い戦いはその後だぜ」


　こうやってみると、相手の真意が全くわからなかった。あれだけ殺気をふりまいていたのだ。問答無用でおそってくるかと思いきや、本人はナイトの前で飄ひよう々ひようとしている。全くもって不ふ可か解かいだ。


「お前の目的は何だ？」


「言ったはずだぜ、今日は様子見だってな」


「いったいお前は何なんだ、魔乖術師――じゃないみたいだが」


「ははっ、俺が魔乖術師に見えたか？　とんでもない、俺はもっと別口さ」


　ニヤリ、フェンが歯をむき出しにして笑う。


「その証しよう拠こに、俺がぼーやにＭＩＭＩＹＯＲＩな情じよう報ほうをくれてやるよ」


　耳より？　ナイトは怪け訝げんな顔をしたが、続くフェンの言葉を聞いて、驚きよう愕がくに顔を歪ゆがめた。


「隣となり町まちに、別の魔ま乖かい術じゆつ師しがきてるぜ」


「なん、だって？」


「ここの隣町に、ぼーやとは別の八や祖その魔乖術師がいるって言ったのさ。どうだい？　こいつはお得な情報だろう？」


　！　それはその通りだ。もともとこの日本に魔乖術師はほとんどいない。そしてヨルも、そんな魔乖術師のことはなにも言っていなかった。


　つまり、もし本当にそんな魔乖術師がいるなら――それはほぼ間違いなく、ナイトたちの敵てきだ。


「そんなことを教えて、どうするつもりだ？」


「別に、言ってるだろ、これはサービスだよ」


　フェンは、意地の悪そうな笑えみを浮うかべた。


「ぼーやと戦う気はないって示しめすために、親愛の情で貴き重ちような情報を、タダで教えてやったんだ。感かん謝しやこそあれ、非ひ難なんされるおぼえはないぜ」


「ウソかもしれない」


「確たしかめてみろよ。ぼーやなら、魔乖術師の気配を探さぐれるだろ？　もう少し東に行けば、感じられるはずだぜ」


　……このフェンの言葉がどこまで信用できるかはっきりしないが、かといって無む視しできない情報だ。


「じゃぁな、ぼーや。俺は一いつ旦たん宿に戻るぜ」


　と、フェンが頭上からナイトを見下ろしてくる。


「繰くり返すが、俺はぼーやと戦う気はない、今はだけどな。でも、ぼーやがもっと強くなって俺の相手にふさわしくなったら、そのときは俺の方から戦いを挑いどむぜ。その時は熱い戦いを、期待させてもらうからな」


　フェンは好き勝手に言い残し、片かた手てを振りながら立ち去っていった。ナイトはどうすべきかわからずその場に立ちつくしていたが、フェンは本当にそのまま離はなれていって見えなくなってしまったので、自分はどうすべきか、考えてみた。


　フェンの狙ねらいは不明だが、現げん状じようで近くにいる魔乖術師を無視することはできない。が、もしかしたらそれこそがフェンの狙いかもしれない。


　敵は隣町にいると言っていた。つまり、その相手を確かめるには、ナイトは隣町へ行かないといけない。この赤あか霧ぎり市の中ならば、ヨルと二人で仕し掛かけた魔ま方ほう陣じんが無数にあるため、少々の敵は警けい戒かいするまでもない。だがこの街から離れるとなると、その優ゆう位いを自分から捨すてることになる。それこそが敵の狙いだろうか？


　しばらく悩なやみ――ナイトは、自分から動いてみることにした。罠わななのかもしれないが、ならば逆に自分から罠に入って、内側から罠を食い破やぶるというのも一つの手だ。ナイトの実力ならば、どんな相手であれ、少々のことで負けることはない。もちろん、相手と戦うつもりはない。まずはこの情報が本当かどうか、確かめるだけだ。もし万が一ヤバい相手だったならば、さっさと逃にげて、赤霧市まで逃げ込こめばどうとでもなるはずだ。


　ナイトはそう決めると、隣町へ続く道を歩き始めた。歩きながら携けい帯たい電話に手を伸のばし、ヨルに連れん絡らくしようとして――さきほどの、ヨルとのやりとりが思い出される。


　――ヨルがいなくても、偵てい察さつくらい俺一人でできる。


　普ふ段だんならばもう少し冷静な判はん断だんができるのだが、最近の事件のせいでナイトの内心はだいぶ荒あれていた。ヨルへの反発、反はん抗こう心しん、嫉しつ妬と、負い目、様々な感情から、ナイトは歩きながら携帯の電でん源げんをＯＦＦにした。








　家に残ったヨルは、台所で料理をすることにした。ちなみにヨルは私し服ふく姿すがただが、今までのような黒い衣い装しようではない。


『闇ヤミ』の魔乖術師として黒は正せい装そうであり、ヨルとしても多少のこだわりがあったのだが、日本の夏はとにかく蒸むし暑い。とても黒っぽい服装などしていられなかった。


　さすがの彼女も多少のこだわりは棄すて、最近は薄うす手でで手足の露ろ出しゆつの多い服装になっていることが多かった。


　今日は買い物に行く気にはなれなかったので、冷蔵庫にあった材料だけで作ることにした。あり合わせの材料だが、その分手間をかけてみることにする。今夜は、ハンバーグステーキにしてみた。昨日和牛の切り落としを買ったので、それを包丁で叩たたいてミンチを作る。こうやって作ると挽ひき肉にくで作るより何倍もおいしい。


　最初は少しナイトとのやりとりで腹はらを立てていたヨルだが、調理を続けるうちにしだいに調子がのってきて、鼻歌交じりに材料を混まぜ合わせていく。付け合わせは夏野菜を軽くソテーにしようかな、なんて考えていたヨルは、ふと顔を上げた。


「？　街に、妙みような気配が混ざっているわね」


　街中に仕掛けた警けい戒かい用の魔乖咒に、妙な引っかかりを覚えたのだ。見み慣なれない気配がある。


　基き本ほん的にこの魔乖咒は魔力に反はん応のうする。外から入ってくる魔乖術師を即そく座ざに発見するためのものだ。しかしヨルにとっての敵というのは、魔乖術師だけではない。代表的なところで言えば、〈魔女猟人ヤクト・ヘクス〉などが注意すべき相手だ。


　さすがにこんな極東の島国までヨルを追ってくるような敵はあまりいないはずだが、一応の警戒はしている。ヨルに対してあからさまな敵意や害意を持った相手に反応する魔乖咒も設置してある。


「……わたしへの敵意、っていうよりは、もっと別の相手ね……町中のケンカかしら？　でも、一いつ般ぱん人じんにしては、この殺気は強すぎるわね」


　小首をかしげるヨル。注意すべき反応ではあるが、現げん状じようでそこまで警戒するほどのものでもなさそうだった。


「まぁいいわ。あら、そう言えばナイトの反応は……」


　町中の気配を探さぐって、首をひねった。外にいるはずのナイトの反応が、うまくつかめない。


「まぁ、最近はナイトも気配を隠かくすのがうまくなったから……」


　ナイトの魔乖咒の実力が上がること、それ自体はよろこばしいが、逆ぎやくにナイトがますます深みにはまりこんでいくような気がして、微び妙みような気持ちであった。


「……変ね、街中に反応がない？」


　ナイトの気配が感じられない。その事実にヨルは料理の手を止め、慌あわてて電話をとったが――携けい帯たいの電でん源げんが入っていないというアナウンスが返ってくるだけだった。








　一方のナイトは、隣となり町まちとの境さかいへ移い動どうし、精せい神しんを集中させて気配を探っていた。自分の体内に流れるのと同種の力、魔力の波動を。


　そしてこの位置まで来ると、確かに感じられた。隣町に、見慣れぬ魔力の主がいる。


「しかし、これはどういうことだ？」


　その相手の気配というのが、あまりにもはっきりと感じられるのだ。こうもあからさまに魔力の気配を感じるというのも妙だ。この相手は、自分の魔力を隠そうという気が全くない、駄だ々だ漏もれの状態である。まるで、ナイトを誘さそっているかのようだ。


　才さい能のうがある魔乖術師ならば、自分の魔力の気配を抑おさえることも可か能のうだ。だがこの相手は、まったく隠していない。魔乖咒の才能がないのか、あるいは罠わなか……十中八九罠だろう。そして普ふ段だんのナイトなら、ヨルに相談してから行動を起こした。


　しかし今は、先ほどのヨルとの一件けんがある。ヨルに頼たよらずとも、これくらい自分で対たい処しよしてみせる。それに相談するにしたって、もう少し相手の情報を集めてからでも遅おそくないはずだ――と、大人ぶろうとする子こ供どものような考えで、ナイトは気配の主を追って町の外へと進んでいった。


　――そのまま追つい跡せきを続けて小一時間ほど。ナイトは隣町までやってきた。そこは赤霧市よりは若じやつ干かん規き模ぼの劣おとるものの、大型の集合住じゆう宅たくが乱らん立りつし、それなりの規模を誇ほこる町ででもあった。


　その中央にある駅方面へ、魔力の気配は向かっていた。


「こんな町中に来てなにをする気だ？　いったい……」


　と、ナイトは足を止めた。いきなり相手の気配が消えたのである。


「どういうことだ？　追つい跡せきに気付かれた？」


　ナイト自身はかなり慎しん重ちように魔力の気配を消しながら尾び行こうしてきたつもりである。最近は体内の魔力を操あやつる特訓を続けていたので、魔力の気配を断たつことにもそれなりに自信はあった。だが、それでも気付かれてしまったというのか？


「……ここまで来たら、罠だろうが何だろうが最後まで行くしかないな」


　覚かく悟ごを決めると、落ち着きも出てきた。ナイトはとりあえず、相手の気配が消えた場所までいってみることにした。


　そこはちょうど、駅前の広場であった。時間はすでに夜。仕事帰りの社会人が多く行き交かう時間帯であった。


　あたりを見み渡わたしても、不ふ審しんな人間はいない。


「もしかして、ナナをお探さがしですか？」


　背はい後ごからあどけない声がかけられた。それを聞いた瞬しゆん間かん、ナイトは身をすくませた。


　なぜなら、今、声が聞こえた瞬間、ナイトのすぐ背後から魔力の気配が漏れてきたからだ。一瞬前までそこに気配など無かった。しかし、今確かに、数歩離はなれたナイトの背後に立つ人物から、先ほどまで感じていたのと同じ魔力の気配を感じるのだ。


　ナイトはゆっくりと首を動かした。


「どうしたですか？　ナナのことを探していたですよね？」


　そこに立っていたのは、まだ年とし端はもいかないような少女だった。


　小こ柄がらで、ナイトの胸むねにも届とどかない程てい度どの背せ丈たけ。抱だきしめれば折れてしまいそうなくらいに瘦やせた体つき。大きな双そう眸ぼうは輝かがやきながらこちらを見ている。小さな鼻に、貝かい殻がらのような唇くちびる。丸みの残る顔立ちは幼おさないという印象を与あたえてくれる。その顔には絶たえず笑えみが浮うかび、見る者を和なごませる効こう果かがあった。


　肩かたほどまである淡あわい色あいの髪かみを、少女は何か所かで束ねていた。頭の周りで髪の毛の房ふさが揺ゆれている。ほどくとかなりボリュームがありそうだ。


　少女が身につけているのは、丈の短い簡かん素そなワンピース。細い足は黒のソックスで腿ももの半ばまで覆おおわれていた。髪留め以外の装そう飾しよく品ひんは一いつ切さいない。地味と言えば地味な身なりだ。


　しかし少女が持つ髪や目、肌はだの薄い色が、彼女が日本人ではないと語っていた。その外見はこの日本の、さらに地方都市と言う場所で嫌いやでも目立っている。


　魔力の気配といい、この少女が海外からやってきた魔ま乖かい術じゆつ師しであるのは間違いなかった。


「黙だまってたらわからないですよ？　もしかして、ナナの日本語通じてないです？」


　首をかしげて尋たずねてくる少女。とりあえず、いきなり攻こう撃げきしてくる様子はなかった。この少女は今、ナイトの背後をとったのだ。攻撃するならそれがチャンスだった。それをしかけなかったということは、少なくとも相手に戦う意思がないと見ていいのだろうか？


　ナイトはできるだけ油断しないようにしながら、さりげなくいつでも動けるよう構えた。


「……君は、誰だれだ？」


「ナナはナナですよ」


　きょとんと、なんでわかりきったことを聞くのだろう、という態度で少女は答えた。
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「それより、お兄さん。ナナのこと探してたですよね？」


　……ここは変に隠してもしょうがない。相手の出方がわからない以上、下手なことはできない。


「あぁ、そうだ」


　そう答えると、少女はパッと、顔を明るくさせた。


「よかったですぅ。ここに来れば協力者の人がいるって聞いたですけど、相手の顔がわからなくて困こまってたですよ」


　？　なんだか、話の流れがおかしい。


「あぁ……君も、俺のことを探していた、ってことかな？」


「ですです～。ナナ出る時に慌あわててて、相手の顔と名前を聞いておくの、忘わすれたですよ」


　えへへ、と舌したを出して笑う少女――なんというか、本当に無む邪じや気きで、ウソをついているようには見えなかった。


「ついでにパスポートと財さい布ふも落としちゃって、どうしようかって困ってたです」


　それはさすがにマズイだろ――心の中でナイトはツッコミを入れた。えへへ、と、そんな状態でも笑っていられる少女はある意味大物かもしれない。


「お兄さんが、ナナの協力者さんですよね？　お兄さんと会えなかったら、ナナ、埠ふ頭とうに迷まよって身投げするしかなかったですよ」


　たぶん、迷うのは路頭が正しい。でも、身投げをするならそれで正解かもしれない。


「じゃぁ、お願いするです。ナナもう疲つかれたですよ」


　フゥ、と息を吐はいて肩かたを叩たたく少女。年とし寄よりくさい動きだった。


「日本は遠いって聞いてたけど、本当に遠かったです。ここにくるまで一週間もかかったですよ」


　――待て、それはかかりすぎだ。世界の主要国へ一日足らずで行ける世の中だ。どんな辺へん境きようから来たのかは知らないが、それにしたって片かた道みち一週間は異い常じようだ。


「君はどこから来たんだ？」


「あっちです」


　ナナは迷わず右を指さした。


「……そっちは北だぞ」


「です？」


「日本の北っていうと、北きた朝ちよう鮮せんや韓かん国こく、中国とか、ロシアくらいしか国はないんだが？」


　少し考え込むように首をひねり、少女は手を叩いた。


「ならあっちです」


　今度は南を指さした。


「そっちのほうだと、インドネシアとか、オーストラリアとかになるぞ？」


　少女はまたも首をかしげた。


「難むずかしいこと言わないでほしいです。ナナ、あまり頭がよくわからないですよ」


　こっちの方がよくわからなかった。たぶん「頭がよくないからわからない」が正解だ。とにかく、本人でさえわからないのに、ナイトが少女の頭の中身を理り解かいしようとするのは無理だ。


「とにかく疲れたですよ。日本までってタクシーに乗ったら追い出されるし、日本までってヒッチハイクしてもだれも止まってくれないし、日本までって荷札をつけて小包の中に隠れて、一週間かかってようやくここまでこれたですよ」


　もしかしてこの子、密みつ入にゆう国こく者しや？


　なんていうか、ここまでの会話だけで充じゆう分ぶん、これ以上関かかわりあいになったらヤバい匂においがぷんぷんしていた。しかし少女はそんなナイトの内心に気付いていないのか、無邪気に言った。


「じゃぁ、お兄さん、ナナの寝ね床どこを教えてほしいです」


「寝床？」


　まぁ、旅先で滞たい在ざい先さきを確かく保ほするのは当然なのだが、いきなりそんなことを言われても用意できるはずがない。


「協力者の人が衣食住の世話をしてくれるって聞いてたです。お願いするですよ」


　いや、かといってこの少女をナイトの家に連れていくわけにもいかないだろう――というか、それはいろんな意味で論外だ。


「ナナは寝るところに贅ぜい沢たくは言わないですよ。段だんボールがあればどこでも寝られるです」


「……本気か？」


「ですです～。エリザベート様に怒おこられて、真冬に裸はだかで雪原に放ほうり出されたこともあるです。雪を掘ほって地面の中に埋うまって春まで寝ていたですよ？　それに比くらべたら、野宿なんて簡単です」


　それってまさか、冬とう眠みんしたってことか？


　いや、たぶん冗じよう談だんなんだろうけど、無邪気にそう語る少女の様子を見ていると、本心からそう言っているようにも見えた――まぁ、深くは追つい及きゆうすまい。


「ナナ、あの犬小屋くらいのところでもいいですよ、寝られるなら」


　少女が、駅の隣となりの建物を指さしてそう言った。ナイトは慌あわてて少女の口を押おさえた。


「バカ！　あれは交番だ！」


　少女の言葉が聞こえたか、入り口に立つ警けい察さつ官かんがこちらを睨にらんで咳せき払ばらいをしてきた。


「コウバンって、なんですか？」


　そう言えば、交番って日本以外の国ではほとんどないんだっけ、とナイトは思い出した。


「ジャパニーズポリスボックスだ。警察官の、前線基き地ちみたいなもんだな」


「……警察の人の自動販はん売ばい機きみたいなものですか？」


「うん、まぁ、そう考えてもらっていいだろう」


「どっちにしろ、小さな建物ですね。エリザベート様の犬小屋の、半分くらいしかないですよ」


　ジロリ、年配の警察官がますますこちらを睨んできた。ナイトは慌てて頭を下げた。


「いやぁ、すいません。外国人の、子こ供どもなもので」


　なんで俺がこの子をかばわないといけないんだ？　成り行きとは言え、色んな意味でナイトは泣きたくなってきた。


「もういい。ホテルに案内するから、君は黙っていてくれ」


「じゃ、お願いするです」


　あっさりそう言って、何の疑うたがうそぶりも見せないままナイトの後をヒョコヒョコついてくる少女を見て、ナイトは、なんだか厄やつ介かいなことに巻き込まれたなぁ、とため息を吐ついた。






　第二章　愚おろか者の小夜曲セレナーデ







　道を歩きながら、ナイトは少女から情報を引き出そうと会話をつづけた。その結果わかったことは――少女は見た目以上に、頭の回転が鈍にぶいということだった（婉えん曲きよく的表現）。あるいは、見た目以上に頭が回転していると言ってもいいのかもしれない。


　根本的にこの少女には一いつ般ぱん常じよう識しきというものが欠落していた。ヨルも結けつ構こう常識知らずなところがあったが、この少女はそれに輪をかけてヒドイ。正直、ナイトと出会わなかったら野の垂たれ死んでいたんじゃないかと心配になるほどだった。魔ま乖かい術じゆつ師しっていうのは、非ひ常識な人間の集まりなのかもしれない。


　さらに状じよう況きよう認にん識しき能のう力りよくもあまり長たけているわけではなさそうだった（歯に衣を着せた表現）。なにしろ、魔乖術師であるナイトが目の前にいるのに、ナイトの正体について疑うたがおうともしないのだ。こんな場所で出会う魔乖術師は敵てきに決まっているのに、そこまで考えついていない様子だった。


「なぁ、一ついいか？」


「です？」


「君は、魔力の気配とかで魔乖術師の位置はわからないのか？」


「ん～……ナナは、魔ま乖かい咒じゆの才能があまりないですよ。そーゆーのって、苦手です」


　と、答える少女。しかし、奇き妙みような話だ。この少女はてっきり魔ま宴えんに参加するために来たと思っていたのだが、魔宴に参加するレベルの魔乖術師に才能がない、というのも奇妙な話だった。どういうことだろうか？


　ナイトが考え込んでいると、その様子に気付いた少女が明るい調子で答えた。


「大だい丈じよう夫ぶですよ。ナナたちの敵は、隣となりの町にいるってことはもうわかってるですよ。そこまでわかれば、気配とかわかんなくてもなんとかなるです」


　どうやら、ヨルのことを言っているらしい。ヨルが赤あか霧ぎり市に来てだいぶ時間がたつ。居い場ば所しよが敵に知れていても、まぁ不思議ではない。


「戦うのはナナです。お兄さんは、ちょっとナナを手伝うだけでいいですから、心配いらないです」


　と、ナナは気楽に言ってくれる。いい気なものだ。


「大船に乗った気でいるですよ、戦せん艦かん大和やまとくらい」


「それは確かに不ふ沈ちん戦艦とも呼よばれた艦だが、九州沖おきで沈しずめられたぞ」


「なら信しな濃のでいいです」


「最悪だな」


　ちなみに信濃というのは旧きゆう日本軍が建造した当時世界最大の空母のことである。竣しゆん工こう後ごわずか十日で撃げき沈ちんされたために幻まぼろしの空母とも呼ばれている。


　閑話Nice休題Boat.


　でも、一つ気になることがある。


　少女はナイトのことを、現地の協力者と思い込んでいるようだ。無む論ろんその勘かん違ちがいを訂てい正せいするつもりはないが、本物の、つまり、本来ここにいるべき協力者はどうしたのだろうか？


「お兄さんにも悪いことしたですね。ナナ、ここに来るまで一週間もかかると思わなかったです。お兄さん、六日も待ちぼうけだったですね」


　――あぁ、きっともう諦あきらめて帰ったんだろう。


「六日も待つなんて、お兄さんガマン強いですね――もしかしてヒマヒマです？」


　――本物の協力者に、今少しだけ同どう情じようした。が、本物が本来味わうはずだったこのいらだちを、今自分が代わりに味わっているのかと思うと、同情する気が失うせた、というか、誰か自分に同情してほしい、と半ば本気でナイトは思った。


　どうもこの少女、ナチュラルに他人の神しん経けいを逆さかなでするのが得意なようである。


　まぁ、一事が万事この調子である。もう少し相手の事情とか、情報を詳くわしく聞き出そうと思ったのだが、結局ほとんど聞きたいことは聞けなかった。でも、せめてこれだけは聞いておこうと、最後にナイトは尋たずねた。


「それで、名前はなんていうんだ？」


「ナナはナナって名前ですよ」


　……うん、まぁ、それは知っている。


「できればフルネームを知りたいな」


「フルネームですか？　えっとですね……ナナの名前、長いから自分でも覚えてないです。ナナって呼んでくれればいいですよ」


　自分で覚えきれない名前って、意味があるのか？　まぁ、自分で自分の名前をつけるわけではないからそれは仕方ないのかもしれないけど……なんていうか、色んな意味で型破りな少女だった。


「じゃ、お兄さんの名前はなんていうですか？」


「清すが夢む騎人ないと」


　口にしてから、迂う闊かつだったと気づいた。ナナに対する警けい戒かい心しんが弱まっていたため、あっさり本名を語ってしまった。だが、ナナがもしも、『闇ヤミ』の協力者であるナイトの名を知っていたら、問題だった。


　が、取り越し苦労だったようだ。ナナはあまり興きよう味みがない様子で頷うなずいただけだった。


「スガムナイト……初めて聞いたです。知らない名前ですね」


　初めて聞いたのに知っている名前だったら怖こわいな、とナイトは思ったが、ナナにいちいちツッコミを入れていたら体がもたないので黙だまっておくことにした。


　と、そんなことを話していたら目的の場所についた。というか、駅から一番近くにあるビジネスホテルである。


　この辺りは観光地でもビジネス街でもないので、旅行者とかは基き本ほん的に来ない場所である。ナイトの記き憶おくが確かなら、この付近にホテルはほとんどないはずだ。そして――ここ以外は全すべて連れ込みホテルなので、ナナを連れて入ったら逮たい捕ほされる。


「なんですか、ここは？」


「君の寝ね床どこだよ」


　そう答えると、ナナは驚おどろいたように、五階建ての建物を見上げた。


「ナナ、こんな大きな部屋で寝るの初めてですよ！」


「……いや、このビル全部が寝床じゃないぞ。君が借りるのは一部屋だけだから」


　中に入ってすぐのフロントには、きっちりした身なりのホテルマンがいた。入ってきたナイトとナナの姿すがたを見て一瞬驚いた様子だったが、すぐに営えい業ぎようスマイルを浮うかべてきた。


「いらっしゃいませ。ご予約は？」


「ないけど、大だい丈じよう夫ぶですか？」


　相手はしきりにナイトとナナの姿を交こう互ごに眺ながめた――明らかに未成年っぽい二人連れが来たから、家出とでも思われているのだろうか？　面めん倒どうだな、と思って、ナイトは口を開いた。


「いや、外国の親しん戚せきの子が遊びに来たんですけど、うっかりうちが建て増まし工事していて客間が使えないんですよ。明日にはこの子の親もくるんで、なんとか泊とまれませんか？」


　下手へたな言い訳わけだな、と自分でも思ったが、ほかにうまい言い方が思いつかなかったのだから仕方ない。相手はその話を聞き、少し考え込んだ後、にこやかに答えた。


「えぇ、大丈夫ですよ。代金は先に頂いただくことになりますが、よろしいですか？」


「はい」


「連れん絡らく先などのわかる身分証しようはございますか？」


　ナナはパスポートがないので、ナイトが出すしかない。ナイトは学生証を出した。


「これでいいですか？」


「はい、けっこうですよ」


　と、相手は学生証のコピーをとり、それであっさりＯＫとなる。


「ではツインを一部屋、一いつ泊ぱくでよろしいですか？」


　――あれ？　俺おれまで泊とまることになっている？


　しかし冷静に考えれば、明らかに子供なナナ一人でホテルに泊まれるはずがない。となると、ここまで案内して後はおさらば、なんてことはできないわけだ。


「ちょっと待ってください」


　ナイトは慌あわてて背せ中なかを向けて、財さい布ふの中身を確かく認にんした――ナナは金がないらしいから、期待できない。ここまできたら、ナナ一人分のホテル代くらい払はらってやるつもりだったが、二人分となると、持ち合わせがあったかどうか自信がない。


「それでいいですよ」


　と、カウンターに手をのばし、顔を持ち上げたナナが答えた。ホテルマンはちょっと驚いた顔でうなずいた。


「はい、かしこまりました。朝食はいかがいたしましょう？」


「べつにいらないです」


「では、一泊八千円となります」


　ギリギリ手持ちはあった。払おうとしたら、それをナナが手で制せいした。


「大丈夫ですよ、お兄さん。お金はナナ払うです」


「え？　君、財布落としたんだろ？」


　確かそう言っていたはずだ。だが、ナナは得意そうに胸むねを張はった。


「ナナ、おバカさんだから、きっと財布を落とすって思ったです。だから落としても大丈夫なように、財布の中身は服の内ポケットに移うつしておいたですよ」


　――それは財布を持つ意味がないんじゃないか？　そう思ったが、結果として助かったので深く突つっ込こむまい。


　見ていると、ナナは着ているワンピースのボタンをはずし始め――って、待ってほしい。ナイトは慌ててナナを抑おさえた。


「いきなりなにしてるんだ、君は？」


「お金を出すですよ」


「だからって、こんなところで服を脱ぬぐな」


「……お兄さん、ナナに欲よく情じようしたら犯はん罪ざいですよ」


　誰がするか！　と叫さけびたかったが、叫んだら泥どろ沼ぬまになりそうだったので押おし黙った。


　ナナはそのままブラウスの隙すき間まに手を入れると、数枚まいのお札を取り出してカウンターに置いた。




[image: ]


「じゃぁ、これでお願いするです」


「はい……お客様、これはちょっと？」


　困こまり顔のホテルマンを見て、ナイトは慌ててカウンターを見た――置かれてあるのは、見慣れない緑色のお札だった。


「これは……ユーロか？　君は、日本円を持っていないのか？」


　そう聞くと、ナナがなぜかますます得意そうにふんぞり返った。


「お兄さん知らないですか？　ナナ、ちゃんと勉強したですよ」


「なにを？」


「このお金は、外国に行ってもそのまま使えるお金ですよ」


「ユーロが使えるのはＥＵ加か盟めい国こくだけだ。日本はＥＵに加盟していない。だから日本では使えない」


　三段論法で簡かん潔けつに答えてやったら、とたんにナナは眉まゆをひそめた。


「使えない、ですか？」


「あぁ。まぁユーロならその辺の銀行で換かん金きんできるだろうけど、この時間にあいている銀行はないな」


「……一つ聞いていいですか？」


　少し考え込んだナナが尋ねてくる。


「なんだ？」


「ＥＵってなんですか？」


「知らないのか！　さっき自信たっぷりに勉強したって、なにを勉強してたんだ！」


　思わず声に出して突っ込んでしまった――本当に、ナナといると疲つかれる。さらに一つ気づいたが――日本の北にも南にも、ユーロが使える国はない――まぁ、今さらつっこんでも無む駄だだろうが。


　なお、ＥＵ加盟国でもユーロが使えない国はあるので、ナイトの説明は正確ではない。


「あの、お客様？」


　困り顔のホテルマンからユーロを受け取り、ナイトは財布の中の福ふく沢ざわ諭ゆ吉きちをさし出した。


「部屋は三〇一号室になります」


　これ以上無駄な会話で時間を潰つぶすつもりはなかった。カギを受け取って、ナイトはナナの手を引いて部屋へ直行。中に入ってベッドの上に座すわり込み、ようやくふぅ、と息を吐はいた。


「わー、すごいです。部屋にテレビがあるです。トイレやお風ふ呂ろもあるです。ナナ、本当にここで寝ていいですか？」


　無む邪じや気きに喜び、はしゃぐ姿すがたは本当に、見た目通り子供だった。


「あったかいです、板の上でも石の上でもない、絨じゆ毯たんの上で寝られるです」


　ナナが嬉うれしそうに、床ゆかの上を転がっていた。ナイトは呆あきれながら注意する。


「ナナ、寝るならベッドの上で寝な。さすがにそこは汚きたない」


「そんな！」


　ナナが驚きよう愕がくの表情を浮うかべる。


「この上ベッドまで使っていいなんて……お兄さん、ナナをどこまで幸せにしてくれるですか!?　お兄さんは天使か神様です！」


　これはまた、ずいぶん持ち上げられたものだ。というか、この子は普ふ段だん、どんな生活をしているのだろうか？


「ナナ、幸せすぎてもう死んでもいいです」


　いや、それは言いすぎだろう。


「それはそうと……お兄さん、ナナお腹なかすいたです」


　ポツリと、お腹を押さえてナナが言う。ナイトは、はぁ、と息を吐いた。


「言っておくが、ホテル代で使ったから手持ちの金はあまりないぞ」


「気にしないですよ。ナナ、その辺で雑ざつ草そう取ってくるです。草も煮にれば食べられるですよ」


　この子はどうしてこんな町中でサバイバルをしようとするのだろうか？　ナイトは、なんでここまで面めん倒どうみなきゃいけないんだ、と思いつつ、ベッドから立ち上がった。


「……ルームサービスなんてシャレたものを頼たのむほど金は残ってないからな。その辺のコンビニで何か買ってきてやる。食べたいものはあるか？」


「ナナはこう見えても、グルメなんですよ。大たい抵ていのものは食べられるです」


「グルメ？」


「ですです～。好き嫌きらいないですよ」


「……グルメって言葉の意味、知ってるか？」


「どんなものでも美味おいしく食べられる人です」


　間ま違ちがっている。けど考えてみれば、どんなものでも美味しく食べられるなら、それは美食家と言うことになるのかもしれない。


「ナナはグルメだから、雑草でも木の葉っぱでも、カエルでもミミズでもなんでも食べられるですよ」


「それはただの悪あく食じきだ」


　まぁ、ぜいたくを言わないでくれるならそれにこしたことはないが。


「で、なにが食べたい？　リクエストがあればある程てい度ど聞いてやるぞ」


　これでカエルの唐から揚あげが好きです、とか言われたらどうしようと思ったが、ナナが口にしたのは意外な言葉だった。


「じゃぁ、ナナの大好物をお願いしてもいいですか？」


「あぁ、コンビニで売ってるものなら買ってきてやる」


「ナナの大好物はですねぇ――」


　続く言葉を聞いて、ナイトは首をひねった。


「そんなものが大好物？」


「そうです、すっごく美味しいですよ。お兄さん、食べたことないですか？」


　いや、食べたことはあるけど、そんな自信たっぷりにおいしいと言い切るようなものでも……まぁいい。


「じゃぁ、ちょっと出るけど、ナナはこの部屋から出たらダメだぞ。俺が戻もどるまで待っていろよ」


「ですです～」


　ナイトは一いつ旦たんナナと別れてホテルから外に出て、はぁ、とため息を吐ついた。なんだか、ようやく解かい放ほうされた気分だ。


　気分的にはこのまま逃にげ出したいくらいだが、どうもそういうわけにはいかない流れだ、というか、ナイト自身、このままナナと別れてしまうことに納なつ得とくできなかった。


　だからナイトは、言葉通り近くのコンビニへと向かった――と、ふと思い出し、懐ふところの携けい帯たいをとりだして、家に電話をかけてみた。


『ナイト、あなた街から外へ出たわね？　なにがあったの！　無事なの！』


　携帯からは、聞き慣なれた同居人ヨルの声が響ひびいてきた。さすがに連れん絡らくなしのままでは問題だろうから、少し報ほう告こくも兼かねて電話をしたのだった。


「あぁ、悪い、ヨル。野や暮ぼ用でな、ちょっと隣となり町まちにいる」


『隣町？　なんだってそんなところに？』


「ちょっと、気になることがあって」


『なにがあったかは知らないけど、とにかくいったん帰ってきなさい。いつ敵がくるかわからないんだから』


　残念だが、敵はもうすぐそばまで来ているのだ、こちらの状じよう況きように関係なく。


「ヨル、落ち着いて聞いてくれ」


『なに、あらたまって？』


　ナイトの真しん剣けんな声に、ヨルもただならぬものを感じたのだろうか、電話の向こうから張りつめた声が返ってきた。


「魔ま乖かい術じゆつ師しを発見した。今、近くにいる」


『な!?……そう。『偽ニセ』といい、どうも、ほかの連中はわたしたちを真っ先につぶそうとしているようね』


　電話の向こうで、ヨルが考え込む沈ちん黙もくが伝わってきた。


『相手はあなたの近くにいるの？　そんなに接せつ近きんして、相手に気付かれてないの？』


「あぁ、どういうわけか、気付いてない。というか、眼めと鼻の先にいっても全く気付いてないぞ」


『どういうことよ？　そんな素しろ人うとの魔乖術師が隣町に？　そいつ本当に魔ま宴えんの参加者？』


「確かく認にんはしてないけど、こんなところに他の目的で魔乖術師が来るものか？」


『それはそうだけど……そいつの情報は、なにかないの？』


「小さな女の子。名前はナナ。性せい格かくは無む邪じや気きで、天真爛らん漫まん、常じよう識しき知らずで無計画、かなり天然が入っている」


　ひどい言い草だが、ナイトなりにこれでも自じ制せいした表現だった。案の定、ヨルの声にも呆あきれが混まじっていた。


『なにそれ？　本当に魔宴に参加するような実力なの？』


「実力は知らないが、魔ま乖かい咒じゆの才さい能のうはあまりないと本人も言っていた」


『え？　あなた、相手と会話までしたの？』


　うっかりしゃべりすぎたか。この段だん階かいでナイトがナナと直接接せつ触しよくしたということまで説明しなくてもいいだろう、と判はん断だんし、適てき当とうにごまかすことにした。


「あぁ、相手の会話を盗ぬすみ聴ぎきしたのさ」


『そうなの？　まぁ、それにしたって、あなたの話を聞く限かぎり、あまり脅きよう威いと思える存そん在ざいじゃないけど――で、相手の苗みよう字じは？　どの系けい統とうの魔乖術師なの？』


「あいにくそこまではまだわかっていない――あぁ、そう言えば、エリザベートっていう奴やつの関係者らしいぞ」


　ナイトとしてはたまたま思い出したから付け加えただけの情報にすぎないのだが、それを耳にしたヨルが電話の向こうで息を呑のむのがわかった。


『エリザベートですって!?　そう、あいつが絡からんでるの……』


「どうした？　そのエリザベートがどうかしたのか？」


『エリザベート・ゾフィー・ジノ・クライン。『歪ワイ』の魔乖咒を司つかさどるクライン家の当主の名よ』


　つまり、ナナも『歪ワイ』の魔乖術師と言うことか。


『できればあまり関かかわりあいたくない相手だったけど、向こうの方が見み逃のがしてくれなかったわけね』


「そんなにやばい相手なのか？」


『史上最悪最低最さい狂きようの魔乖術師と呼ばれ、『狂キヨウ濫ランの螺刃ネジ』の二つ名をもつ悪名高い魔乖術師よ。魔乖術師っていうのは基本的に目的のためなら手段を選ばない連中なんだけど、エリザベートはその極きわめつけね。とにかく、他人を傷きずつけたり、殺すことに一いつ切さいの躊ちゆう躇ちよがなくて、自分以外の存在全すべてを小石ほどの価か値ちがあるとも思ってないやつよ』


「なんだか、聞いただけでイヤな奴だな」


　ナイトの知っている魔乖術師というとそんなに多くはない。ただ、その中で最も嫌いな魔乖術師と言うと、それは断然先日出会った『偽ニセ』のミハイルになるわけだ。目的のためならばどんな汚きたない手も使う、典型的な魔乖術師ともいうべき男。エリザベートもそれと同類だというのか？


『エリザベートに比べれば、ミハイルなんてかわいいものよ――そもそも『歪ワイ』の魔乖術師っていうのは精せい神しん的に吹ふっ飛んだ連中が多い系統なんだけど、エリザベートはその中でも異い端たん児じと呼ばれるほどの逸いつ材ざいよ。狂くるえる家系であるクライン家の血を最も濃こく受け継ついだ女、エリザベート――十年前、当時当主であった実の父親を、自分の手で殺して自みずから当主の座ざに就ついたわ。彼女が十三歳さいのときの話よ』


　いったいいつの戦国時代の話だ、という感じだが、エリザベートは無論現代の人間だ。


『当主の座に就いた彼女が真っ先にとった行動が、『歪』に所しよ属ぞくする魔乖術師のうち、自分以外の有力な使い手を皆みな殺ごろしにすることだったわ』


「なんでそんなことを？」


『言ったでしょ、エリザベートは最狂とも呼ばれる魔乖術師よ。あいつの行動に、まともな論理を求めても無む駄だよ。完全に狂ってるんだから――おおかた、寝首をかかれるのが怖こわかったんでしょうけどね』


　典型的な独どく裁さい者しやのパターンだな、とナイトは感じた。


『そういうわけで、今の『歪』にエリザベート以外に注意すべき実力の魔乖術師はいないのよ。まさかエリザベート本人が魔ま宴えんに出るはずはないだろうと思ってたけど、案の定ね。ロクな手ごまが残っていなくて、中ちゆう途と半はん端ぱな力の魔乖術師を送ってきたんでしょう』


　なるほど、そういうことなら、ナナが来た理由もわかる。


　だが、待て。その場合、ナナは何を考えてこの魔宴に参加しているというのだ？


『ともかくそういうわけだから、『歪』の代表はそんなに大した相手じゃなさそうね。うまくこっちの罠わなが仕し掛かけてある場所にでもおびき寄せれば、簡かん単たんに決着がつきそうだわ』


　ナナのあの性格を見る限り、罠があるところへ真正面からスキップしながら突つっ込んでいってもおかしくはない。


『とは言っても、敵には変わりないわ。『歪ワイ』の魔ま乖かい術じゆつ師しはその名の通り、万ばん物ぶつをねじ曲げる魔ま乖かい咒じゆを使ってくるわ。その魔乖咒の前では、どんな防ぼう御ぎよ壁へきも役に立たないとされているの。油ゆ断だんできないわ。ともかく、今はこっちに合流しなさい。それで対たい策さくを……』


「悪い。戻もどるのは少し待ってくれ」


　一方的に告げた後、ナイトは電話を切った。とりあえず、目的の情じよう報ほうは聞けた。電でん源げんも切っておく。


　やはりナナはウソをついていたわけではないのだ――というか、あの子はきっと、ウソとかを平気でつくことなどできない人間だ。常じよう識しき知らずで、愚おろかな言動が多いのも、きっと本当に、裏うら表おもてのない性せい格かくだからなのだろう。


　そのことを知ってしまうと、ナイトはもう駄目である。こうして自分のすぐそばに恵めぐまれない、不ふ遇ぐうな境きよう遇ぐうの人間がいると、理由もなく助けたくなるのだ。


　まぁ、そんなわけでナイトは入ったコンビニでカゴを片かた手てに、食しよく糧りようとかを片かたっ端ぱしから突っ込んでいくのであった。





「ただいま、帰ったぞ」


「…………」


「あれ？　ナナ、どうしたんだ？」


　ホテルの部屋に戻ると、なぜか部屋の電気が消えていた。しかし人の気配は確かに感じる。ナイトは買ってきたコンビニの袋ふくろを傍かたわらのテーブルに置き、部屋の電気をつけた。


「…………」


　ナナが、中央のベッドにうつ伏ぶせで倒たおれていた。


「って、どうした、ナナ！　しっかりしろ！」


「……ネムネムです～」


　ボヤっとした声でつぶやくその様子――寝ねてるだけだった。


「おい、メシを持って来たぞ。眠ねむくても、何か食べてから寝た方がいいぞ」


「う～……りょーかいですぅ」


　眠そうにショボショボした眼めを両手でこすりつつ、あくびをするナナ。ベッドの上にちょこんと座すわると、また首が船をこぎ出した――呆あきれながら肩かたをゆする。


「ほら、いろいろ買ってきてやったぞ。好きなの食べていいぞ」


　袋の中から、コンビニで温めてもらった総そう菜ざいの食しよく欲よくをそそる匂においが漂ただよってきた。その匂いに、ナナの目がぱっちり開いた。


「ご飯ですか！」


「あぁ、そうだ。目が覚めたか？」


「ですです～、お腹なかぺこぺこで、自分で自分の手を食べちゃう夢ゆめを見ていたですよ」


「……たぶん夢じゃないと思うぞ。掌てのひらに歯の跡あとがついている」


「あ、ホントです！」


　自分の手を見て驚おどろいているナナ――なんていうか、歯形が残るほど嚙かんでまったく気づかないというのもある意味すごい。


「ナナ、どうも最近変ですよ」


　ベッドのふちに腰こし掛かけ、床ゆかに届とどかない足をブラブラさせながらナナは呟つぶやいた。


「調子が悪いです。ナナ病気かもしれないです」


「大だい丈じよう夫ぶか？　慣なれない外国まで来たんだから、体調を崩くずしたんだろう。風邪かぜ薬ぐすりくらい買ってくるか？」


「ナナ、日本に来てから、まだ明るいのにすっごく眠くなったり、真夜中なのに目が覚めたりで、体が変なんですよ」


　あぁ、そういうことか。その原げん因いんは、なんとなくわかった。


「遠くに来たから病気になったかもしれないです」


「たぶん病気じゃないぞ、ナナ。君は、時差というものを知ってるかな？」


　ナナは不思議そうに首をかしげた。予想通り、知らないようだ。と、思ったら、ナナはポンと手をたたいた。


「あぁ、男のお年寄りですね」


「そりゃジイさんだ。発音は似にてるけどな」


「マグネットコーティングしたグレーの機体です」


「それはＧ３……なんでそんなの知ってるんだ？」


　まぁそれはいい。そこでナイトは一つ気になっていたことを尋たずねてみた。


「最初から気になってたけど――君はずいぶん日本語がうまいな」


「ですですぅ。子こ供どものころ日本にあこがれて、将しよう来らい日本人になろうと思ってたですから」


　それは無理じゃないか？　いや、まぁ、日本に帰化すれば不ふ可か能のうではないけど――


「なぁんて冗じよう談だんですよ。お兄さん、つっこんでくれないと困るです。こんな辺へん境きようの島国に誰が好き好んでくるですか」


　……あれ？　不思議だな。今、さりげなくこの娘むすめをはり倒たおしたくなってきた。


「日本語なんてナナ、勉強したことないですよ」


「？　でも喋しやべってるじゃないか」


「外国語を簡かん単たんにしゃべれる魔乖咒があるですよ」


　なんだ、そんなものがあったのか？　ナイトは初耳だった。ヨルとか妙みように日本語が達者で、自分は頭がいい、って感じで威い張ばっていたけど、実はそういうカラクリだったのか。


「それは知らなかったな。それを使えばどんな外国語でも喋れるのか？」


「違ちがうですよ。英語をしゃべれるやつとか、日本語をしゃべれるやつとか、ルルイエ語を話せるやつとか、いろいろあるです。全部別の魔乖咒だから、しゃべりたいやつを覚えないといけないですよ」


　そうなのか――って、今さりげなく変な言語が一つ混まじってなかったか？


「まぁ、言語の魔乖咒ってけっこー難むずかしいですよ。一つ覚えるだけで数年かかるです」


「……普ふ通つうに勉強するのと変わらんな」


　母国語と全く違う言語を習得しようとすれば、数年以上かかると言われているのだから、それと比べれば早いかな？　日本人など、英語を六年以上勉強してもろくに喋れない人間がごまんといるのだし。


「でも、ナナは数年かけて覚えたんだろ？　がんばったな」


「ですです～、ナナ、けっこうがんばったですよ？」


　ナナは胸を張って答える。


「五年くらいがんばって、結局覚えられなかったから、ここに来る前に本家の魔乖術師さんに頼たのんでかけてもらったですよ」


「…………」


　誉ほめて損そんした。というか、その魔乖咒は他人ひとに使ってもＯＫだったのか？　ならわざわざ覚える必要性ないんじゃないか？


　まぁ、なにはともあれ、やはりナナはナナ。見た目通り、もの覚えは悪いようだ（これでも遠回しな表現）。


「あぅ～、おなかへったです」


　思い出したように空くう腹ふくを訴うつたえる少女。ナイトはため息を吐つき、買ってきたコンビニの袋をさし出した。


「一いち応おう、弁べん当とうとかサンドイッチとかパスタとか、色々買ったから好きなのを食え」


「ナナのお願いしたやつはどこです？」


　ナイトは、別に分けておいた袋をさし出した。


「一応こっちにあるけど……」


　それを見たナナが、顔を輝かがやかせる。


「やったです！　ナナの大好物、パイナップルの缶かん詰づめです!!」


　両手で高らかに缶詰を差し上げ、満面の笑えみで今にも踊おどり出しそうな様子のナナ。


「君も変わっているな。そんなものが大好きなんて」


「なにを言ってるですか、お兄さん！」


　ナナが珍めずらしく、興こう奮ふんしたように叫さけぶ。


「パイナップルの缶詰は、人類が生み出したサイコーの発明品ですよ！　これが生み出されたおかげで世界の餓が死し者しやが減へったですよ」


　……そうだっけ？


「パイナップルを一番おいしく食べる方法は、缶詰にすることです！　人類は未いまだにこれ以上の調理法を確かく立りつしていないです」


「謝あやまれ、君は美味おいしいパイナップルを作っている農家の人に謝れ！」


　ナナはナイトの言葉など聞こえてない様子で、缶詰を嬉うれしそうに撫なでまわし――顔をあげた。


「お兄さん、缶切りがいるですよ？」


「え？」


　見ると、今どき珍しい、缶切りが必要なタイプの缶詰であった。プルトップ式のやつに慣れているので、すっかり忘れてしまっていた。


「参ったな……コンビニで買ってくるか」


　確か、缶切りも置いてあったはずだ。二度手間だが仕方ない。


「あ、ないならいいですよ。自分で開けるです」


　ナナは言い、左の掌てのひらに缶詰を載のせ、右手の人差し指を立てて缶詰へと向けた。


　ナナの右手が素早く真横へ動いた――瞬しゆん間かん、缶詰のフタが吹っ飛んだ。


「な!?」


　みると、缶詰の上部分、数ミリほどが切せつ断だんされたのであった。ナナの掌には、開かい封ふうされた缶詰が残っているという寸法だった。


　ナイトはまじまじと、切断されたフタを見た。切り口が鋭するどくて、触さわったら切れてしまいそうなくらいだ。おそらく、今のは魔ま乖かい咒じゆ。魔乖咒としては、そんなに難しいものではない。指先に魔力を集中させ、刃は物もののような切れ味を得ただけの話だ。


　しかし、ナナはそれを無む詠えい唱しよう、無動作であっさりやってのけたのだ。簡単な魔乖咒でも、魔ま方ほう陣じんもなしに展てん開かいするのはそれなりに技ぎ術じゆつがいる。


　ナナは魔乖咒の才能はないと言っていたけど、言葉通りの意味と言うわけでもなさそうだな、とナイトは缶詰を前に舌したなめずりをする少女を見ながら思った。


「えへへへ、いただきますです」


　当の本人はナイトの内心になどまったく気づいた様子はなく、そう言って、シロップに浮うかぶ黄色のドーナツ状の果肉を指でつまんで、大きく口をあけてむしゃぶりつくように食べ出した。


「って、ハシとかあるからそっちを使え。素す手でで食べるなんて、行ぎよう儀ぎが悪いぞ」


「ウマウマです～」


　一口食べただけで、この世の幸福をすべて詰め込んだような顔でうっとりするナナ――なんだか、そこまで喜んでいると、怒おこる気にもなれなかった。


「あぁ、久ひさ々びさのパイン缶はサイコーです。ナナ、一年に二、三回しか食べられないですよ」


「少ないな」


　そんなに大好物なら、もっと食べればいいのに。ナナの住んでいたところがどんな場所かは知らないが、パイン缶くらい手に入るだろう。


「ナナのご飯はいっつも、エリザベート様のご飯の残飯でしたから」


「マジか？」


「虫ケラは残飯でも食べてれば充じゆう分ぶんでしょ、って言われたです」


　なんていうか――聞けば聞くほどそのエリザベートという人物はひどいように思える。


「黒毛和牛のサーロインステーキの残飯とか食べてたです」


「豪ごう勢せいな残飯だな」


「でも脂あぶら身みしかなかったです」


　それは――人によっては嬉しい事態だろうけど、若わかい女の子にはあまりありがたくないだろうな。


「……一応、パイン以外の缶詰も買ってみたけどどうする？」


　モモとかミカンとかも買ってきたのだ。それを見て、ナナは目を輝かせた。


「あぁ、夢ゆめみたいです。ナナの好物がこんなに――お兄さん、あなたは仏様か神様ですよ！」


「オーバーだな」


「オーバーじゃないです。ナナ、これから毎日お兄さんのことを拝おがんでもいいです」


「やられたら迷めい惑わくだ」


「そんでナナがお兄さん教の開かい祖そになるです」


「は？」


「信者を増ふやしてお布ふ施せでがっぽりお金かね儲もうけするです！」


　変な宗しゆう教きよう団だん体たい作ろうとしてる！


「知ってるですか？　儲けるって、信じる者って書くですよ」


「よく知ってるな」


「ナナは日本のオタク文化における信者が趣しゆ味みにお金を使うあたりに、その語ご源げんがあると思ってるです」


「それは関係ない。ついでに敵てきを増ふやす発言はやめておけ。さらに、よくそんな細かい日本文化まで知っているな」


　ひとしきりツッコミをいれ、ナイトは疲つかれたように首を振ふって、話題を変えることにした。


「まぁいいや。それよりもナナ、果くだ物ものばかり食っても体に悪いぞ。弁べん当とうも食べろ」


「後で食べるです」


　ナナはそう言って、缶かん詰づめの果物を本当においしそうにほおばっている――なんていうか、いや、缶詰自体はナイトだって嫌きらいではないし、充分美味うまいとは思うが、そんな至し福ふくの表情で喜んでいるのを見ると、逆ぎやくにナナのことが哀あわれに思えてくる……


　で、結局ナナはナイトが買ってきた三種類の缶詰をシロップも残さず平らげ、満足したようにお腹なかを撫なでた。


「おなか一いつ杯ぱいです～」


　小こ柄がらな外見通り、小食なようだった。それだけでもう充じゆう分ぶんな様子だ。


「まったく、ちゃんとした食事をしないと大きくなれないぞ」


「ナナは無理して大きくなりたくはないです。だからかまわないです」


　そういうと、少女は大きく伸のびをしてベッドの上に倒たおれた。


「あ～、お腹一杯で、眠ねむくなったです」


　食べたら寝る――動物的と言うか、本能丸出しの行動だった。


「オイ、もう寝る気か？」


「今日は疲れたから、続きは明日です～」


　続き……ん？　よく考えたら、この子の目的をナイトは聞いてない。まぁ、魔ま宴えんに参加しに来たのは間ま違ちがいないだろうが、はっきりと確かく認にんしたわけではないのだ。


「なぁ、ナナ。ちょっといいか？」


「です～」


「続きって、明日は具体的に何をする気だ？」


「敵てきをプッ殺しにいくですよ。それがナナの目的です」


　プッ殺す――いや、意味はなんとなくわかるけど、なんか変だ。まぁ、気にしてもしかたないけど。


「敵って、誰だれだ？」


「……明日探さがすです」


「どこにいる？」


「……明日見つけるです」


「どうやって戦うんだ？」


「……ネムネムですぅ」


　これはダメだ。もはやナナは、まともに会話もできない。まぁ、長旅で疲れているようだし、しかたあるまい――そして、予想通りみごとなまでの無計画ぶりだ。初対面の時から思っていたが、ナナは頭を使うことが苦手なのだろう（かなり控ひかえめな表現）。


　さて、本当はもう少し彼女から詳くわしい話を聞きたかったのだが、眠ってしまったのではしかたがない。話は明日ということにしよう。


　無む防ぼう備びにベッドに横たわるナナを見て、ナイトはため息を吐つきながらベッドに腰こしをおろした。髪かみを束ねたままで、痛いたくないのだろうか？


「無防備に寝て……まったく、本当に魔宴に参加する気があるのか？」


　しかも、着ているワンピースのすそがめくれて、ソックスの上の白い太ももがあらわになっていた――いや、別にこんな小さな子供相手に欲よく情じようしたりすることはないけれど、少しは慎つつしみってものがあってもいいんじゃないかとナイトは思う。


「服も着たままで、シワになるぞ」


　と言ったところで気づいた。そう言えば、ナナは手荷物らしきものを持ってない。財さい布ふとかは落としたって言ってたけど、荷物も全部まとめてなくしたのか？　ナナならあり得る話だった。となると、この子はずっと着の身着のまま？


　……明日明るくなったら、着き替がえくらい用意してやった方がいいだろうか？　せめて替えの下着くらいは必要だろう――どっちにしろ、男の自分一人で買うのはぞっとしない。ナナに買わせるしかないか。


　そんなことをいつの間にか考えている自分に気付いたナイトは、すっかりナナの世話を焼く気満々だな、と自分自身に呆あきれかえった。


　でも、しかたないのだ。ナナは見ての通り天真爛らん漫まん、純じゆん粋すい無む垢くと言った風ふ情ぜいの少女だ。お互たがいの立場を考えれば敵てき同士なのだが、そんなことを忘わすれてしまうくらい、ナナのことは見ていて放ほうっておけなかった。自分の悪いクセだな、とは自覚しつつも、こうなった以上、ナイトはこのままナナを見み捨すてて立ち去るという行動ができなかった。


　ヨルにはなんて説明したものか――考えてみても、あまりいい考えは浮うかんでこなかった。


　少し頭を冷やそうか、と立ち上がろうとして、浮かした腰が途と中ちゆうで止まる。


　背はい後ごを見ると、寝いったナナが小さな手で、ナイトの服の裾すそをしっかりと握にぎっているのだった。


「おいおい、さすがに勘かん弁べんしてくれよな」


　手を放そうとしたが、思いのほか強く握っていて離はなれない――いや、それ以上に、気になることがあった。


「エリザベート様……」


　小声でそう呟つぶやいたナナは、さっきまでとはうって変わって、寂さびしそうな、切なそうな、儚はかなそうな、そんな表情を浮かべて目を閉とじているのであった。小さな体をベッドの上で丸めて、まるでなにかをこらえるように――


　――仕方ないな、とナイトは腰を回転させ、ナナの顔を見た。


「安心しろ。落ち着くまでいるよ」


　夏とは言え、このままでは風邪かぜをひいてしまう――ナイトはナナの小さな体に掛かけ布ぶ団とんをかけてやり、自分の腰をつかむ手を握り返しながら反対の手でナナの小さな額ひたいを撫なでてやった。


　すると次し第だいにナナの表情が和やわらぎ、穏おだやかな寝息をたてはじめるのだった。


　子供って単純だな、こんなことで安心するのだから――ナイトはそう思った。


　そしてそれと同様に、ナナのこんな顔を見たくらいで自分まで安心してしまうのだから、自分も同類だな、とも思った。





　前日がろくに眠ねむれなかったので、さすがのナイトも疲つかれていたのだろう、次に気づいたときには、すでに翌よく朝あさとなっていた。


「ん！　もうこんな時間か!?」


　時計を見ると、午前七時――寝ね坊ぼうである。いや、学校に行くならまだ十分間に合う時間なのだが、普ふ段だんのナイトと比くらべれば充分遅おそい時間だった。


　疲れがたまっていたせいか、いつのまにかナイトもベッドに横たわって眠っていた。迂う闊かつだった。仮かりにもそばには敵か味方かも定かでない魔ま乖かい術じゆつ師しがいるのに、あまりに無防備すぎる。慌あわてて起き上がろうと、手をついて起き上がった。


「むぎゅっ」


　……変な声が聞こえた。いや、なんていうか、なんとなく予想がつくけど……見れば、ナイトのすぐ横に無防備な寝姿をさらけ出すナナの小さな体があった。そして起き上がろうとしたナイトの手は、ナナの体の上に置かれてあった。さらに細かく言うなら、ナナの小さな体の、これまた小さな発育途上の胸の上あたりに。


「おぉ!!」


　慌てて叫さけび、パッと手を離すナイト。無論本人は無自覚の行動だったのだが、いくらなんでも今のはまずい。人に見られたら手が後ろに回っても文もん句くが言えない――幸い誰も目もく撃げき者しやはいないからよかったが。


「う～ん。朝ですかぁ」


　ナイトの大声に反はん応のうしたか、ナナが目をこすりながら起き上がった。


「ネムネムです～」


「八時間以上寝てただろう。早く起きろ。やることがあるんだろう？」


「……なにをやるです？」


「敵を探さがすんじゃないのか？」


「あぁ、そうですね」


　本当に大だい丈じよう夫ぶか、この子？　いや、まぁ初対面の時から大丈夫じゃないっていうことはわかっていたけど。


「う～」


「どうかしたか？」


「なんか……胸が痛いたいです」


　と、たった今ナイトが強く押おさえた個か所しよを触さわっている。ナイトは、自分の心しん臓ぞうがバクバク動いているのを自覚した。


「そ、そうか、気のせいじゃないか？」


「う～……なにか重いものが載のってたような」


「うっ！」


「なんか、乱らん暴ぼうに揉もみしだかれたような」


「ぐっ！」


「鷲わし摑づかみにされてしゃぶりつくされたような」


「そんなことはやってない！」


「です？」


　無む邪じや気きに首を傾かしげるナナ――なんか、この子、わざとやってないか？


　とにかく、ナイトはごまかすように声を張りあげた。


「えぇい、ボーっとしてないで、顔くらい洗あらったらどう……ん？」


　ナイトはふと気づいた。未いまだ寝ぼけ眼まなこのナナに顔を近づけてみる――異い臭しゆうがした。


「少し臭におわないか？」


「です？」


「……ナナ。昨日はもちろん風ふ呂ろに入ってないよな？　その前は入ったか？」


「最近入ってないです」


　ナイトは、はぁ、とため息を吐ついた。なんていうか……いや、言うまい、言ってもムダだろうから。今はそれよりも、行動あるのみだ。


「入ってこい、今すぐ。変な臭においがするぞ。女の子なんだから、毎日体くらい洗え」


「う～、ナナ、お風呂嫌きらいです」


　風呂嫌いって、女の子にしては珍めずらしいなと思いつつ、ナイトは部屋に備そなえ付けのユニットバスを指さした。


「嫌いやでもなんでも、入ってこい」


「う～、お兄さん、エリザベート様みたいです」


　ナナは、少し頰ほおを膨ふくらませた。


「エリザベート様も、ナナがしばらくお風呂に入ってなかったら怒おこるです」


「当たり前だ。ほら、入っている間に飯を用意してやるから、さっさと入ってこい」


「ですぅ～」


　ナナはなおも嫌がるそぶりを見せていたが、最終的にはうなずいた。


「そんなに言うなら入ってもいいですけど……代わりにお兄さん、ナナのお願い聞いてくれるですか？」


「あぁ、なんだ？　とんでもないことじゃないならいいぞ」


　何を要求する気かは知らないが、この少女のことだ。そこまでぶっ飛んだことを要求はしないだろう。


「ナナと一いつ緒しよにお風呂に入って体を洗ってほしいです」


「あぁ、それくらいなら別にかまわない……え!?」


　ぶっ飛んだ要求であった。いや、だって、今、この子、さらっととんでもないこと言わなかったか？


「お兄さん、ナナにお風呂に入ってほしいなら、お兄さんも一緒に入るです」


「なんでそうなる！　風呂くらい一人で入れ！　ガキじゃないんだから！」


「ナナ、自分で体が洗えないです」


　あっさりと、事もなげにナナは告げる。


「ナナ、昔溺おぼれて死にかけたことがあるです。それ以来水が嫌いです。コップの水とかならいいけど、大量の水は大っ嫌いです。だから、お風呂に入ってもナナはずっと目をつぶってるです。それで自分の体が洗えないから、お兄さんも一緒に入るです」


　と、事情を説明された。なるほど、そういう事情だったのか。事情は納なつ得とくできた。しかし、だからといってナイトの感情まで納得できるかはまた別問題である、というか、納得できない。


「ナナ……俺が一緒に入って、恥はずかしいだろ？」


「そんなことないですよ。お兄さんなら別にいいです」


　あっさり、それこそ、パパと一緒にお風呂に入るという子こ供どものように無邪気に言う。


「ナナはずっと目をつぶっているから、お兄さんの裸はだかは見ないですよ。ナナの裸は、別に見られても気にしないです――お兄さん、ナナに欲よく情じようしたら犯はん罪ざいですよ？」


「誰がするか」


「ならいいですね」


「うっ！」


　おかしい。ナナを相手にいつの間にか言い負かされてしまった、ナナが相手なのに、あのナナが相手なのに！


　しかし、確かにナナの言葉も間ま違ちがってはいない。相手は子供ではないか。親しん戚せきの子供と一緒にお風呂に入るのと同じ、まったくやましくない。汚よごれた相手の体を洗うというのも、至し極ごくまっとうな、そう、健全な行こう為いのはずだ。


「お兄さん、早く入るですよ」


　ナナはそう言って、さっさと服を脱ぬぎ出した。ワンピースをたくしあげて、頭から豪ごう快かいに引き抜ぬいて下着姿すがたになっていく――えぇい、もうこうなれば、ナイトだって覚かく悟ごを決めてやる。


「あぁ、わかった。すぐにいく」


　こうして――二人はユニットバスに向かうことになったのである。





「おい、髪かみ留どめをはずせ。つけたままシャワーを浴びる気か？」


「う～、これ、外すと戻もどすのが大変だから外したくないです」


「ワガママを言うな。それじゃ髪が洗えないだろう。手伝ってやるから、全部はずせ」


「わかったです。なら、戻すのも手伝うですよ？」


「わかったわかった」


　相手は子供、相手は子供、と念仏のように唱えながらナナと一緒にシャワーを浴びることにしたナイト。とはいえ、相手は小さいといってもれっきとしたレディ。紳しん士しなナイトは極力相手の裸を見ないように努める。


　とはいっても、まったく見ないわけにはいかない。少しでも下を見れば、ナナの小こ柄がらでみずみずしく、真っ白な肌はだが広がっていて……そこで、ナイトは気づいた。ナナの背せ中なかに奇き妙みようなものがあることに。


　それは、傷きず跡あとだった。ナナの小さな体はよく見れば、傷だらけだったのだ。何かの切り傷や、擦すり傷、火やけ傷どの跡あとのようなものまで、様々な種類の傷。ただ、それらすべては完全にふさがっているので、痛みはないだろう。しかし、小さな子供に、この傷の量は異い常じようだった。


　ナイトが黙だまっていると、その気配を察したか、ナナが振ふり返った。


「どうしたです？……あぁ、この傷ですか？　気にしないでいいですよ。もう痛くないですから」


「……どうして？」


　聞いていいものかどうかかなり迷まよったが、好こう奇き心しんを抑おさえきれずに尋たずねた。ナナは、隠かくさず答える。


「ナナ、昔からもの覚えが悪かったですから、魔ま乖かい咒じゆとか、戦せん闘とう技ぎ術じゆつとか、勉強するたびにケガしてたです――あと、エリザベート様につけられた傷も多いです」


「エリザベートってのは、君の上司じゃないのか？」


「違うですよ、エリザベート様は、ナナの恩おん人じんで、ナナのご主人さまですよ」


「なら、おかしいんじゃないか？　そんな、君を傷つけるなんて、そのエリザベートは」


「そんなことないです」


　くるりと完全に背はい後ごに向きなおって、予想外に強い口調でナナが言う。


「エリザベート様のやることに間違いはないです。ナナがすごくおバカさんだから、エリザベート様は少し怒おこってナナにお仕置きするだけです。エリザベート様は正しいのです。悪いのは、おバカさんなナナの方です」


「わかった、わかったから、こっちを向くな……前が見えてる」


　ナナがナイトの方を向くものだから、ナナの膨ふくらんだ白い胸むねが丸見えだ。さらにその先の蕾つぼみのような部分まで……


「ナナ、別に見られてもいいですよ？」


「俺おれが気にするから、あまりこっちに向くな！」


「です～」


　再ふたたびナイトに背を向けるナナ。まったく、こっちは気が気ではない。それに、ナナは確かに小さな子供だけど、ナイトが思ってた以上に体は成長しているようだった。大きくはないけれど、小さくもない。成長途と上じようのナナの胸には、確かにお椀わん形がたに盛もり上がった二つの山が……って、なにを自分は冷静に分ぶん析せきしてるんだぁぁぁ!!


　ナイトは自じ己こ嫌けん悪おで浴室の壁かべに額ひたいを打ち付け、強きよう制せい的に雑ざつ念ねんを振り払はらった。


「お兄さん、どうしたです？」


「なんでもない……さぁ、シャワーを出すぞ。目をつぶっていろ」


「です～」


　適温のお湯を出したシャワーを、ナナの頭からかけて全身を濡ぬらしていく。ナナは宣せん言げん通り、固く目をつぶって、シャワーを浴びている。少し不安そうに眉まゆ根ねを寄せた姿は、確かに水をかぶるのが怖こわいようだった。ナイトはそんな彼女を気き遣づかって、髪をぬらすときにもできるだけ顔にはお湯が流れないように注意してやった。


　予想通り、髪留めをすべて外したナナの髪の毛はかなりのボリュームであった。少しシャワーを向けた程てい度どでは、全体まで濡れない。そのまましばらくお湯をかけ続ける。


「髪が長いな」


「です？　お兄さんは長いほうが好きですか？」


「ん？　別に髪の長さで人を好きになったりはしないけどな」


「そうですか～」


　なんだか、少し残念そうにナナが言う。なんでだろう？


「そう言えば、一人で風呂に入れなくて、今までどうしてたんだ？」


「機械で洗ってたですよ」


　機械？


「お湯と石けんを入れて中に入ると、丸洗いから脱だつ水すい、乾かん燥そうまで全部自動でやってくれるですよ」


　それ、全自動洗濯機じゃないか？


「しかも服も着たまま入れば一緒にきれいになるです」


　……いや、きっと冗じよう談だんなんだろう。深くは聞くまい。


　全身をお湯で濡らし、温めたところでいったんシャワーを壁にかけておく。部屋に備そなえ付けてあったタオルをハンドソープで泡あわ立だてて、ナナの小さな体を洗ってやる。極力ナナの体に手が触ふれないように、タオルだけがナナの体に当たるように、意い識しきして洗ってやった。しばらく風呂に入ってないらしいので、少し力を入れてこすってみる。


「痛いです」


「我が慢まんしろ、きれいにならないぞ」


「です～」


　洗いながら、黙だまったままでいるのもなんだか気分が落ち着かないので、何気ない会話をしてみる。


「髪形にこだわりがあるのか？　あまり見ない髪形だったけど」


「日本に来たからですよ」


　？　意味がわからない。


「日本には、チョンマゲっていう髪形があるですよね？　ナナもそれに負けないように、チョンマゲっぽくまとめてみたですよ」


　……間ま違ちがっている。激はげしく間違っている。どこを修しゆう正せいすればいいのかわからないくらい間違った知識をナナは信じ込んでいた。


「でも、チョンマゲの人ってあまりいないですね？」


「ナナ……チョンマゲは昔の風習で、現げん代だいじゃ誰もしていない」


「がーん、です」


　ショックを受けたように額を押おさえるナナ――教えないほうが良かっただろうか？


「ま、いいです」


　あっさり立ち直った。


「誰もしてないってことは、つまりナナが唯ゆい一いつのチョンマゲ。日本語でいうところのナンバーワンよりオンリーワンです！」


　……今さらつっこむ気にもならない。せっかく前向きに立ち直ったのだから、そのままにしておいてやろう。まぁ、月さか代やきにしなかっただけマシか。


「よし、洗い終わったぞ。後は泡を流すだけだ」


「ですです～」


　再びシャワーのお湯をかけて、全身の石せつ鹼けんを洗い流していく――これできれいになった。白い肌はだは元通りの輝かがやきを取り戻もどし、全身から石鹼の香かおりが漂ただよう。


「これで終わり。あと体を拭ふけばおしまいだ。それくらいは自分でできるだろ？」


「お兄さんにお願いです～」


「しかたないな」


　まぁ、ここまで来たら今さら恥はずかしがったり、変な気持ちで悩なやんだりすることもない。努めて事じ務む的に、やはり部屋に備え付けてあったバスタオルでナナの全身を拭いてやる。


　拭きながらふと気づいたが――ナナの体を洗うだけならナイトまで全ぜん裸らになる必要はなかった……ま、いいか、うん、気にしないことにしよう、それがいい。


「服はさすがに替かえはないけど、下着はコンビニでさっき買ったやつがあるからそれをつけろよ」


「ありがとうです」


　風呂に入る前に買い出しに行っておいたのである。それでナイトのなけなしの金もすっからかんになったので、今後どうするか考えねばならないだろう。


　まぁなにはともかく、朝のシャワーイベントは終しゆう了りようだ。終わってしまえばなにもない、平へい凡ぼんな出来事だった――いや、別に、何かあるのを期待したわけではないが。


「ほら、動くな。髪を乾かわかすぞ」


「です～」


　濡れて重くなった髪を乾いたタオルでしっかり拭いた後、備え付けのドライヤーで乾かしてやる。長いナナの髪を全すべて乾かすのはさすがに時間がかかったが、ナナは大人しくベッドに座すわっていた。


「お兄さん、けっこう上手ですね」


「そうか？」


「ですです～。ナナ、人に髪を乾かしてもらうの初めてです～」


　ご機き嫌げんな様子のナナだが、その程てい度どのことで喜ばれるというのは、なんとも面おもはゆい思いだった。というより、こんなことの経けい験けんもないとは、ナナがこれまでどんな人生を歩いてきたのか、想そう像ぞうするとあまりゾッとしない。


　ナイトは気を取り直し、声を張はり上げた。


「ほら、朝飯も用意してやったぞ」


「わーい、またナナの大好物です」


　昨日の夕食ではナナはサンドイッチや弁べん当とうなどの主食は食べなかった。栄養の面から言えば何か主食を食べさせた方がいいのだろうが、ただの缶かん詰づめの果くだ物ものをたべたくらいで本気で喜ぶ少女を目まの当たりにして、ナイトはもう余よ計けいなことを言うのはやめた。


　というわけで、今朝もコンビニで買ってきた缶詰の果物だ。ただし今回は少し栄養面を考え、同じくコンビニで買ったプレーンヨーグルトであえてみた。相あい性しようは悪くないはずだ――食器がなくて、部屋に備え付けだったマグカップに入っているのが御ご愛あい嬌きようだが。


　ナナは大喜びで、プラスチックのスプーンでカップの中身をむさぼるように食べている。


「おいしいですよ！　二日連続で御ご馳ち走そうが食べられるなんて、ナナは阿あ呆ほう者ものです！」


　……たぶん、果か報ほう者ものと言いたいんだろう。でも、ナナの場合はそれでも正解だ。


「おいおい、嬉うれしいのはわかるけど、慌あわてて食うな。こぼしてるぞ」


「あう～、ベトベトするです」


「まったく、動くな。ふいてやるから」


　タオルでぬぐおうとして、ナイトは一いつ瞬しゆん動きを止めた。困こまり顔のナナの口から胸むな元もとにかけて、白いドロリとした液えき体たいが点々と汚よごしていて、その様がなんていうか……いや、自分は何を妄もう想そうしているのだ？


「違う、俺はそんな、決してやましいことなんて……」


「お兄さん？　どうしたですか？　早くふいてほしいですよ」


　言いながら、ナナは頰ほおについた白い液体を指でぬぐい取って、小さな舌した先さきでそれをペロリと舐なめとった。


「甘あまいです」


　……ナイトは雑ざつ念ねんを振ふり払はらうように頭を振った後、ナナの顔を必要以上に強くふいた――手の中でナナが暴あばれるけど、気にしない――気にしてはいけない。





　朝食ではそんな事じ件けんもあったものの、その後はつつがなく二人は身み支じ度たくを整えることができた。ナナがしつこく催さい促そくするので、髪も前と同じ形にナイトがまとめてやった。


　そのままホテルをチェックアウト、二人で街へと繰くり出すことになった。


「……で、ナナ。街に出るのはいいが、アテはあるのか？」


　ホテルの前に立ち止まって、先を行こうとする少女に尋たずねると、ナナは立ち止まって首をかしげた。


「ですです～。隣となり町まちに、敵てきの魔ま乖かい術じゆつ師しがいるです。それをプッ殺せばいいだけです」


　それはヨルのことだろう。問題は、ナナはどこまでヨルのことを知っているのかということだ。慎しん重ちように、相手から情じよう報ほうを引き出す必要があった。
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「その敵ってのはどんな奴やつなんだ？　今はどこにいるんだ？」


「です？　お兄さんがそれを調べておいてくれるじゃなかったですか？」


　……そういう手はずだったのか？　正直に言えば、ヨルの居い場ば所しよはナイトの家だ。でも、まさかこの場でそれを口にできるはずもなく、ナイトはお茶を濁にごすことにした。


「いや、それがまだはっきりわからなくてな」


　その答えを聞いても、ナナは特に感かん慨がいなしにうなずいただけだった。


「そうですか。それなら、ナナの考えた作戦を使うしかないですね」


「作戦？」


　ナナが考えた、という時点でものすごく不安だったが、一いち応おう先を促うながす。


「敵は隣の町にいるです。これは間違いないですよ」


「それで？」


「だから、隣町にいる人間を全員プッ殺せば、どれか正解です。名づけて、ガンガン皆みな殺ごろし作戦です！」


　最悪だった。この子は、ちっちゃいなりしてなんて恐おそろしい作戦を考えているのだろか。


「あぁ……とりあえずそれは却きやつ下かな」


「な！　なんでですか？　ナナ、この一週間必死に考えたですよ？」


　一週間かけてその穴あなだらけの作戦か……いや、きっとこの子はこの子なりに必死に考えたんだろうけど。


「ナナ。魔乖術師は基き本ほん的に、一いつ般ぱん人じんに手を出したらいけないって決まりがあるだろ？」


「です？　いけないですか？」


　……その程てい度どのことも知らないのか。


「いけないんだ。人はそう簡かん単たんに他人を傷きずつけたり、まして殺したりしてはいけないんだぞ？」


「エリザベート様が言っていたです。世の中には、二種類の人間がいるって」


　ナナが二本の指を立てた。


「ひとつは、プッ殺さないといけない敵です。もう一つは、プッ殺さなくても勝手にくたばるアホな敵です」


　……なんていうか、たぶんエリザベートの周囲には敵しかいないんだろうな、とナイトは思った。


「ナナはエリザベート様のために、プッ殺さないといけない敵をプッ殺しに来たですよ」


「ナナ。ならば俺からも君に教えよう。世の中には、ふた通りの人間がいるんだ」


　ナイトもナナと同様、二本の指を立てた。


「一つは、殺されてもしかたない悪人。もう一つは殺したらいけない人間だ――そしてな、世の中の大半、九九％くらいは後者なんだ。だからそう簡単に人を殺そうとしたらダメなんだ」


　そう教えてやると、ナナは不思議そうに首をかしげた。


「殺したら、ダメですか？」


「そうだ。殺してもいい人間なんて、本当は誰もいないんだ。世の中には確かに悪人だっているし、殺されても文もん句くを言えないひどいことをする奴やつもいる。でもな、それでも、殺していい人間ってのはいないんだ。俺や君が同じ人間である限かぎり、絶ぜつ対たいな」


　ナイトは真しん剣けんな面おも持もちで、自分の気持ちを語る。その気持ちは、果たしてナナに伝わったのだろうか……ナナは少し難むずかしそうな顔で首をひねっていたが、やがてうなずいた。


「難しいこと、ナナはよくわからないですけど……でも、この国にいる間、お兄さんの言うことをよく聞くように言われているです。だから言われたとおりにするです」


　あぁ、今はそれでいい。ナイトの思った通りだ。昨日初対面の時から感じたとおり、ナナは決して話の通じない相手ではない。純じゆん粋すい無む垢くで、ただ育った環かん境きようが異い質しつだっただけの話なのだ。


　だからこうやって話をすれば、きっとナイトの気持ちもわかってくれるとナイトは思っていた。だから今、真剣に自分の気持ちを語った。そしてナナは、ナイトの言葉に従したがうと言ってくれた。


　大だい丈じよう夫ぶだ、この子は、決して手て遅おくれではない。今ならまだ、こんな狂くるった魔ま宴えんなんかに足を踏ふみ入れず、元の世界にだって戻もどることができるはずだ。


　さしあたってどう行動するか――今日の方ほう針しんをナナと話しながら、ナイトは内心全く別のことを思い悩なやんでいた。





　一方――ナイトの自じ宅たく。そこには一ひと晩ばん待ちぼうけを食ったヨルの姿すがたがあった。


「なんなのよ、ナイトったら、もう。あれから電話してもつながらないし、結局一晩戻ってこないし……」


　いらだたしげに親指の爪つめを嚙かむ。彼女にしては珍めずらしく、眼めに見えて不ふ機き嫌げんそうであった。しかしまぁ、怒おこりだしたい気持ちもわからないでもない。


　一いつ緒しよに魔宴を戦うパートナーがいて、その相手と別れろと本家からは言われた。いったいどうしようか、なんとかごまかせないか、と誰にも相談できずに一人で思い悩んでいたら、その相手はヘソを曲げて家出。一晩連れん絡らくなし。


　ままならぬ世の中とは言え、誰かに八つ当たりでもしたい状じよう況きようである。


「ナイトのことだから、万が一はないと思うけど……近くにいるっていう『歪ワイ』の魔ま乖かい術じゆつ師しは心配だし、ほかの連中もそこらに迫せまっているかもしれないのに、こんな中無む防ぼう備びに外を出歩くなんて……」


　おかげでヨルの考えた計画が台無しである。この街の中に籠ろう城じようしている限り、不意打ちなどの手段はほとんど警けい戒かいしないでいいのに、ナイトは自らその利点を棄すて、街から出て行ってしまったのだ。これでは今まで何のために準じゆん備びを進めてきたのかわからない！


「本当にもう、世話の焼ける！」


　腹はら立だたしくなって、ヨルは朝食に用意したインスタントのパスタを行ぎよう儀ぎ悪く飲みこむ――朝食は作るのが面めん倒どうで、結局手軽なものになってしまった。昨日の夜も結局ハンバーグを一人で全部食べてしまったのに、朝になったらいつものように空くう腹ふくになっていたのだ。


　どう考えても体にはよくないのに、不機嫌のせいでついいつもより食べすぎてしまう。これは、しばらく体重を計るのが怖こわい。


　しかし――まぁ、よかったことも一つだけあった。ナイトがいなくなって心配事は増ふえたが、その分一人きりで冷静に自分を見つめなおし、いろいろと考えをまとめ直すことはできたのだ。


　とりあえず一晩いろいろと悩んで方ほう針しんは決まった。


　すでにこの街は様々な魔乖咒をいたるところに仕込み、籠城の構かまえは万全。ならば今後もこの街を拠きよ点てんに待ちの戦法で魔宴を戦う。幸い、すでにヨルのもとには三冊さつの魔道書がそろっており、ほかの魔乖術師より有利であるのは間ま違ちがいない。ならばその優ゆう位いを自分から崩くずしたりはせず、ここに腰こしを据すえておいた方がいい。


　ナイトの問題も、現状では本家の意向は無む視しだ。


　なにしろナイトの戦せん闘とう能のう力りよくは正直、反はん則そく気味なレベルである。八や祖そ最強の破は壊かい力りよくを誇ほこる『滅メツ』を操あやつるその力は、一対一ならほぼ無敵だ。際きわどいとはいえ、ナイトの存そん在ざいが魔宴のルールに明確に違い反はんしているわけではない。ならば今そのナイトを手放すのは、どう考えても得とく策さくとは思えなかった――たてまえとして、ヨルはその理由で納なつ得とくしていた。


　もちろん無む所しよ属ぞくの魔乖術師を見み逃のがすというのは魔乖術師として問題なのだが――それくらいは口先でどうとでも言い逃のがれができる、とヨルは判はん断だんしたのだ。


　それに、ヨルにはこの街に来た目的がある。魔宴を勝ち進んでいくためにも、ここを他の敵に明け渡わたすわけにはいかないのだ。


　落ち着いて考えれば、今のような結けつ論ろんに行き着いた。まぁ、いろいろなことがあって変に深く悩んでしまったようだ。あとはナイトが、彼自身の問題に決着をつければ万事うまくいくはずであった。


　まぁいい。ナイトが戻もどってこないのは少し問題だが、赦ゆるそうではないか。そう、ヨルは冷静な魔乖術師なのだ。そんなことにいつまでも目くじらを立てていてもしかたがない。ナイトだって、いろいろと精せい神しん的に追い詰つめられていたのだ。行動が不安定になるのも、しかたがない。戻ってきたらヨルは、おおらかな心でナイトを迎むかえてやろうではないか。


　でも、けじめはつけねばならないだろう。まぁ、ナイトが戻ってきたら少しは怒おこっているふりをした方がいい。もちろんヨルはちっとも怒ってないのだけれど、なにごともシツケってものが必要だ。


　そう、戻ってきても、三日くらいは口をきいてやらないでやる。なにを言われても冷たくあいづちを打つだけにするのだ。きっと、ナイトは慌あわてるだろう。必死になって悩んで、きっと謝あやまってくるだろう。でもそう簡かん単たんに許ゆるしてはダメだ。そもそもナイトが少し甘あまいから、こんな事じ態たいになってしまったのだ。ここは厳きびしいけど、毅き然ぜんとした態度をとらねばならないだろう。


　きっとナイトは居い心ごこ地ちが悪そうに、何でヨルがそんなに怒っているのか悩むだろう。さんざん悩んで悩みまくって、最終的に、謝り倒たおすしかないと結論を出して、ヨルに頭を下げてくるのだ。


　そこでヨルは毅然とした態度で言ってやるのだ。そんなに謝って、どうしたの、別にわたしは怒ってないけど？


　ナイトが慌てて首を振ふる――いや、俺が悪かった、だからすまない。


　怒ってないのになんで謝るのかしら？


　いや、俺は今まで自分の都合ばかりで君のことを考えてなかった、だからすまない。


　あら、そう？　で、あなたは頭を下げてまで、わたしにどうして欲ほしいわけ？


　俺が悪かった、謝るから、また以前のような関係に戻ろう。


　あら、そう。それって、わたしが魔ま乖かい術じゆつ師しの先せん輩ぱいとして、あなたを指し導どうする関係？


　そうだ。俺はまだまだ未み熟じゆくだ。未熟な俺をこれからも導みちびいてほしい。


　そう。まぁいいわ。別にわたしは怒ってないけど、そこまでいうならまたあなたのことを指導してあげてもよくってよ、別に怒ってないけど、そんなに頭を下げられたら、あなたの言うことを聞くのもやぶさかでないしね、しかたないわねぇ、ナイトは全く、わたしがいないと何もできないんだから……


「……完かん璧ぺきだわ！」


　ヨルは自分の脳のう内ないで組み立てた妄もう想そうシミュレーションの結果に満足して握にぎりこぶしを作り、身を震ふるわせた。


　そうやって考えていると不思議なもので、ナイトが戻ってくるのが待ち遠しくなってきた。変な魔乖術師を見つけたとか言っていたけど、まさか一人で無む謀ぼうに突つっ込こんでいったりはしないだろう。何か行動を起こすにせよ、一いつ旦たんヨルに連れん絡らくをしてくるはずだ。連絡が来たら、とにかく一回帰ってこいと言ってやるのだ。そして帰ってきたら、さっき考えたように毅然とした態度でナイトに自分の立場と言うものを思い知らせてやらねばなるまい。そう、これはナイト自身のためなのだ。だから自分は不ふ承しよう不ぶ承しよう、厳しく臨のぞまねばならない。決して好き好んでやるわけではないのだ、本当に。


　――そんなことを考えているうちに昼になった。ナイトはもちろん帰ってこないし、連絡もない。


　し、しかたないわね。まったく、どうせ帰ってくるならさっさと帰ってほしいものだわ。あんまり遅おそいと、もう赦ゆるしてあげないわよ――


　イライラしながら昼食にパスタを二人前食べて待ち続けた。が、夕方近くになっても戻ってこないし、電話一本ない。


　この段になると、ヨルも少々不安になってきた。まさか、ナイトは帰りたくても帰れない状態にあるのではないだろうか？


　さすがにまずいのではないだろうかとヨルも本気で心配しかけたとき、ハッと顔を上げた。
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　今、かすかな魔力の気配をヨルは感じ取ったのだった。


　距きよ離りは――少し遠い。ヨルの張はった結界の外、隣となり町まちの辺りだろうか？


　ナイトの言葉が思い出される――隣町に『歪ワイ』の魔乖術師がいると。


　ナイトの気配は、やはり感じられない。どういうことだ？　急に魔力の反はん応のうが高まったと言うことは、相手が魔ま乖かい咒じゆを使ったと言うことか。だが、なんのために？　ナイトはどうなった？　情じよう報ほうが断だん片ぺん的すぎてなにもわからない。


「……ここは、わたしが動くしかないようね」


　不承不承、ヨルはうなずき、慌ただしく身み支じ度たくを整えて飛び出した――そしてそれは彼女が昨日から待ち望んでいたナイトを捜さがしに出るキッカケだったのだが、その事実を彼女は内心認みとめようとは思わなかった。








　場面変わって、佐さ藤とう杏あん子ずは悩なやんでいた。それは怒いかりと当とう惑わくの混まざった感情であった。


　昨日あれだけの台詞せりふを吐はいて杏子の内心を思うがままにかき乱みだしてくれた彼女の親友は、今日も学校を欠席してくれた。今日に至いたっては欠席の連絡もなかったらしい。


　いったいなぜ？　また明日とか言っていたのに、あの言葉はなんだったんだ？


　まず最初に感じたのは、無む責せき任にんな男への怒りだった。全く、本当に、相手がなにを考えているのかわからない。


　そんなわけで午前の授じゆ業ぎようをイライラしながらほとんど上の空で過すごし、何度か教師にも注意されてしまった。


　そして時間がたつと、今度は少し心配になってきた。


　やはり昨日のナイトの様子は変だった。妙みように弱気になったりして、あんなのはナイトらしくない。やはりナイトは、なにか面めん倒どうな事じ件けんにでも巻き込まれていたのではないだろうか、いや、間ま違ちがいなく巻き込まれていた。それはほぼ確かく実じつだ。


　では、今ももしかして？


　休きゆう憩けい時間に電話してみたが、ナイトは出ない。携けい帯たいの電でん源げんが切れていた。


　いったいどうしたのか。家の電話にかけても出ない。ナイトの家には田中花子もいるはずなのに、二人そろっていないというのは変じゃないか？　もしかして今いま頃ごろ二人で……


　悩み出したら、どんどん思考が加速して止まらなくなった。最終的に、謎なぞの組そ織しきに追い回されるナイトが田中（ヨル）の手をとって逃にげ回る光景が思い浮うかんだりしてきた。


「待ちなさい、あんたは、そーやって！」


「何を待てと言うのだ、佐藤？」


　いきなり立ち上がって叫さけんだ杏子のことを、教きよう壇だんに立つ教師が怪け訝げんそうに睨にらんでいた――授業中だったのだ。


「……すいません、勘かん違ちがいです」


「お前が動転するのは仕方ないが、もう少し授業に集中しろ」


　陣じん矢やと杏子の関係を知っているのか、教師はあまり厳しくは注意してこなかった。


　隣の席の女友達が、大だい丈じよう夫ぶ、と目で尋たずねてくるので、平気、と肩かたをすくめて返す……が、やはり気分は落ち着かなかった。


　で、昼休憩に入るや杏子は体調不良、と友人に言い残して早そう退たいすることにした。後で教師に怒られるかもしれないが、知ったことか、こんな気分で午後の授業など聞いてられない。


　もちろんそのまま帰ったりはしない。まっすぐナイトの家に向かってみたが――やはり留る守すだった。人の気配がないので、居留守というわけでもないだろう。


　さてさて、昨日の今日でいったいあのバカはどこへ行ったのか……杏子は頭をひねりながら、街へ繰くり出していった。






　第三章　行き交かう愚ぐ者しやども







　町中にもさまざまな人間があふれて活気の出てきた昼下がり、ナイトとナナの二人組は降ふり注ぐ夏の日差しを浴びながら、ペットボトルの飲み物を片かた手てに、連れ立って歩いていた。日差しはさきほどからますます強くなり、かなり暑い。


　ナイトはお茶でのどを潤うるおし、周囲の様子をうかがった。


「……しかし、昼になってだいぶ暑くなってきたな、今日も真夏日だ……」


「お兄さん、おなか減へらないですか？」


「ん？　そう言えばもうそんな時間か」


　というわけで二人は軽く腹はらごしらえ。と言っても、近くのハンバーガー屋に入ってテイクアウトしただけだ。どうやら、外国人を見るとハンバーガーショップに連れ込むクセがナイトにはあるらしい、本人は無自覚だが。


　持ち帰りにしたハンバーガーを歩きながら食べる二人。行ぎよう儀ぎが悪いが、ナナがこうしたいとダダをこねたのでしかたがない。


「……けっこーしょっぱいですね」


「そうか？　こんなもんだろ？」


「です～、日本人、塩分とりすぎですよ～。お兄さんも、塩ばっかりたべてると全身から塩がふき出てくるですよ」


「それは別に普ふ通つうじゃないか？」


　これだけ暑いのだ。ナイトの全身にはすでに汗あせが浮うき上がっている。汗は塩分を含ふくんでいるので、塩がふき出ていると言っても間違いではないだろう。


「まぁいいです。ちゃっちゃと食べて、敵てきをプッ殺しにいくですよ～」


　ナナが勢いきおい込んで言う。そういえば、それが当初の目的であったと、ナイトも半分忘わすれかけていた目的を思い出した。


「ナナ、一つ聞いていいか？」


「です？」


「いや、ナナは敵を倒たおしに日本まで来たんだよな？　その敵ってどんな奴やつなのか、俺はまだ詳くわしく聞いてないな、と思って」


「知らないですか？　しかたないですね、ナナが説明するです」


　ナナは無む性しように嬉うれしそうに胸むねを張はる。


「敵はですねぇ。『闇ヤミ』の……えっと、なんて言ったですかね？　たしか、ヤ……ヤミエルミ・シュトレンベルグとかそんな名前です」


　……微び妙みように混まざっている。


「なんでそいつを倒さないといけないんだ？」


「…………」


　ナナは少し考えてから答えた。


「……難むずかしいこと言わないで欲ほしいです」


　え？　今の難しかったか？　ってことは、もしかしてこの子、理由も特になく人を殺す気なのか？　ま、まぁ、今はおいておこう。


「まぁいい。それで、ナナもその参加者なんだよな？」


「もちろんです、ナナは『歪ワイ』の代表なんですよ」


　小さな胸を張って、ますます得意そうな様子のナナ。この子が代表というのは未いまだに信じられないのだが……


「なんか、代表の証あかしっていうか、そういうものってないのか？」


「ないです」


　あっさり言った。言い切った。まったくためらいのない言葉だった。


「……あれ？　俺の聞いた感じだと、なんか魔ま道どう書しよっていうか、本みたいなのが……」


「あぁ、そう言えば、なんかエリザベート様が古い本のことを言っていたです」


　ポン、と手を叩たたくナナ。それだ。それこそがおそらくは『歪ワイ』の魔道書。


　そしてナイトやヨルの目的は、ナナからその魔道書を奪うばうことなのである。奪うには戦って勝つのが一番だが、それ以外の方法がないわけではない。そして、ナナ相手にできるだけ戦いたくはないと、ナイトは考えていた。


　要は、うまくナナから魔道書を譲ゆずり受けてしまえばいいわけである。そしてその後のことは――実はよく考えていないけど、ナナはそのエリザベートのところには戻もどらない方がいいだろう、とナイトは考えていた。本人がどう思っているかは知らないが、はたから聞いている限かぎり、ナナはそのエリザベートから虐ぎやく待たいを受けているようである。当然ナイトとしては、ナナをそんな理り不ふ尽じんな相手に戻すわけにはいかない。


　だからまずはナナとの戦せん闘とうを回かい避ひすべく説得しようと考えていた。そしてその後はヨルも説得する。ナナと戦わなくていいと納なつ得とくさせ、そして今後のことを三人で話し合うのだ。なんなら、ナナもナイトたちと一いつ緒しよに暮くらせばいい。今さら居い候そうろうがもう一人増ふえたって変わりはしないのだから。


　なにはともかく、『歪』の魔道書を確かく認にんしよう、とナイトは思った。


「それで、その本は？」


「あぁ。財さい布ふとかと一緒に落としちゃったです」


　あぁ、そうなのか……え!?


「落としたって、本当に!?」


「マジマジです～。ナナ本読むと眠ねむくなるし、どうせ読まないからいらなかったですよ」


　……この子、ここから先どうやって戦っていくつもりなんだろう？


「ま、まぁいい。それで、その『闇ヤミ』とどう戦う気だ？」


「見つけたら、ナナがプッ殺すですよ」


「だから、具体的には？」


「…………輪りん廻ね転生で戦うです」


「……一瞬君が変身するのかと思ったが、それは臨りん機き応おう変へんと言いたいのか？」


　つまり考えなしというわけだ。


「そんないきあたりばったりで勝てるのか？」


「無理だと思うですよ」


　ナナは、尋ねたナイトの方が驚おどろくほどあっさり答えた。


「『闇ヤミ』は強いですよ。たぶん、ナナの百倍くらい強いです。相手は『魔マ王オウの娘ムスメ』とか呼ばれてるらしいですから」


「ずいぶんあっさり言うな」


「当たり前です。ナナはおバカさんな魔ま乖かい術じゆつ師しですから、『闇』の八や祖そなんかと比くらべ物にならないです」


　驚いた。ナナはどうやら、その辺りの実力差を正しく認にん識しきしているようだった。


「そんな人が相手じゃ、たぶんナナは勝てないですね」


　あっさり、それこそ今日の天気でも話すような口ぶりで答える。


「ナナ、たぶん負けて殺されるですね。まぁ、しかたのないことです」


「……ナナ、君は何を考えているんだ？」


　予想と全く違う答えを聞かされ、ナイトは混こん乱らんしていた。なんだか、今の話をまとめると、ナナは殺される覚かく悟ごでこの魔ま宴えんに挑いどんできたということか？　いや、無論魔宴に参加する以上覚悟は必要だが、ナナの場合は、真っ先に殺されてもしかたがない、とでも言っているような……


「エリザベート様は、ナナに言ったです。日本の魔宴に乗り込んで、暴あばれて来いって――ナナはエリザベート様の命令は聞くし、エリザベート様の敵はもちろんプッ殺すです。だから今回は、『闇』を相手に暴れるです」


「でも、そうしたら……」


「たぶん殺されるですね、でもしかたないです。ナナの力だとど～しよ～もないですよ」


　やはりナナは淡たん々たんと、事実を語る。


「お兄さんは気にしないでいいですよ。戦うのはナナの役目で、お兄さんは道案内ですから。敵のそばまで案内してくれたら、お兄さんは逃にげていいです。ナナも、お兄さんが逃げる間くらいは相手を足止めするですから」


「なんで君は戦うんだ？」


　それがどうしてもわからず、ナイトは尋ねた。目の前で屈くつ託たくない様子の少女の内心が、ナイトにはまったく理解できなかった。


「なんで自分が死ぬってわかっているのに、戦おうとするんだ？」


「エリザベート様の命令だからですよ」


　それこそナナは、当然とばかりに答える。


「エリザベート様は、ナナのことを助けてくれた人です。だからナナはお礼に、エリザベート様のためなら命もあげるって決めたですよ。だからナナはエリザベート様の命令なら、死んでもいいです」


「それは、おかしいよ、ナナ、なんで自分でもっと考えて、自分で行動しない！」


　ナイトは傍かたわらに立つナナに近づき、そっとその小さな肩かたを抱だき寄よせた――たぶん、そうすることが必要だと思ったから。


「……暑いですよ、お兄さん」


「ナナ、もういいんだ、もういいんだよ、我が慢まんしたりしなくても」


　ナイトは、ナナの膨ふくらんだ髪かみをやさしく撫なでつけた。


「君は、バカだと自分を言う。でも俺はそうは思わない」


　確たしかにナナの言動は常じよう識しきはずれだし、奇き妙みような行動だって目立つ。でも、それがナナの全すべてだとは、ナイトには思えなかった。


　実じつ際さいのところ、ナナの奇行はそこまで致ち命めい的には見えなかった。


　例えばナナは小包に紛まぎれて日本に来たと言っていた。しかし常識で考えれば、そんなことできるはずがない。そしてナイトはナナが実際どうやってここまで来たのか確認することはできないので、ナナが本当のことを言っているかはわからないのだ。


　例えば、ナナは財布を落としたと言っていた。それは普ふ通つうなら困るだろう。だが実際のところナナは現金を直ちよく接せつ持っていたので、別に困こまりはしない。


　つまり実際のナナは、彼女が自分で言うほど頭が悪いとは、思えないのである。


「君はそれなりに頭の回転は速いし、物覚えだって、悪いわけじゃないだろう？　たまに日本語を間違えているけれど、あれだって日本語の知識がかなりないと、あぁは間違えられない」


「お兄さん、勘かん違ちがいですよ」


　ナナは微ほほ笑えみと共に手を振ふった。


「ナナがおバカさんなのは、みんな知っていることですよ？　なのになんでそんな、ナナを誉ほめようとするですか？」


「……エリザベートは、典型的な独どく裁さい者しやタイプの人間だ」


　ほとんどヨルから聞いた話の受け売りだが、ナイトは確信を込めて切り出す。


「エリザベートは、自分の父親を殺して今の地位に就ついたって話だ。そういう人間が恐おそれるのは、自分の今いる地位も誰だれかに簒さん奪だつされるかもしれない、ということだ。実際、そんなやり方をすれば周囲の人間から反発を買うのだからな、自分がやったことを他人がやらないという保ほ証しようはない。だからエリザベートは真っ先に、自分以外の力ある魔乖術師を粛しゆく清せいした」


「……そうらしいですね。ナナはその頃ころのことはあまり知らないです」


「エリザベートみたいな人間は、周りの人間を信用しない、いや、できないんだ。周りに少しでも頭のいい人間がいれば、いつ寝ね首くびをかかれるかわからない。だから、生き残るには頭がいいと思われてはいけない。いや、殺されないためには、自分がバカのふりをしないといけなかった……違うか？」


「…………」


　ナナは、しばらく答えなかった。無言のまま、ただまっすぐナイトの顔を見上げている。


「……お兄さんは、たぶん少し勘違いしてるですね」


　十分な間を開けたあと、ナナは答えた。


「ナナはおバカなおチビさんですよ、それは誰が何と言おうと変わらない事実です」


　と、少女は言う、笑みを浮かべて。だがそれは薄うすっぺらな笑顔だった。あたかも、道化者の仮か面めんのように。


「お兄さんはナナより頭がいいから、たぶん少し難むずかしく考えすぎてると思うですよ」


「違う、俺は……」


　さらにしゃべろうとするナイトの唇くちびるに背せ伸のびしたナナの指先がそっと触ふれ、ナイトを黙だまらせる。


「なら、もしもですよ？」


　ナナが、言う、微笑みながら、薄い笑みを浮かべて。


「もしもナナが、お兄さんの言うとおりおバカさんなふりをしているだけだったとして――それがどうしたですか？」


　笑いながら、少女は尋たずねる、あくまで無む邪じや気きに、あくまで無む垢くに。


「ナナがおバカさんなふりをしたせいで、周りの人が不ふ愉ゆ快かいになったですか？　それはごめんなさいと謝あやまるです。でも、ナナはもうずっと、昔からおバカさんなんですよ？　なのに今さらおバカさんをやめろと、お兄さんは言うですか？　無理ですよ、今さら」


「無理じゃない」


　ナイトは言った、自分で思っていた以上に力強く、はっきりと断だん言げんする。


「まだ君は手て遅おくれじゃない、引き返せるんだ、もう、魔ま宴えんなんかに関かかわるのはやめろ」


「それはできない商談ですよ。エリザベート様には逆さからえないです」


　それは商談じゃなくて相談だけど、意味は似にたようなものだ。


「君は今までそのエリザベートにさんざん仕えてきたんだろう？　今まで懸けん命めいに従したがってきたんだろう？」


　ナナのその小さな体にある多くの傷きず痕あと。あれを見ただけでも、この子がどれほど多くの苦く難なんを背せ負おってきたのか、容よう易いに想そう像ぞうできる。


「ならもう、充じゆう分ぶんじゃないか。なにも本気で命まで捨てなくたって充分だ。だから魔宴なんかもうやめて――このままここに住めばいい。なんなら俺の家に来たっていいさ」


　ナイトは勢いきおいでそう言ってしまったが、実じつ際さいそれは悪くない考えだと自分でも思っていた案だ。居い候そうろうのヨルがいるけど、今さらもう一人増ふえたって大して変わらない。ヨルを説得するのに苦労するだろうけど、事じ情じようを話せばきっと理り解かいしてくれる。


「この日本にはほとんど魔ま乖かい術じゆつ師しがいない。エリザベートってやつだって、ここまではそうそう追ってきたりしないだろう？　それにもう、君はこれ以上戦ったりしなくていいんだ。俺が戦うから。君を護まもるためなら、俺は、戦うことができる。だからもう、これ以上君が戦う必要はないんだよ」


　そうだ、それこそが、ナイトの偽いつわらざる思いである。ここ数日胸むねの中でモヤモヤとわだかまっていたこと、その解答が、これだった。


　ナイトは力が欲ほしかった。大切なものを護るための力が。


　だが、それと同時にナイトの胸の奥おくには消えない火種がくすぶっていた――自分がいるべき場所はどこなのかと。


　思えば子こ供どもの頃ころからそうだった。どんなときも、ナイトの胸には常つねにポッカリと、大切なものが抜ぬけ落ちたような空くう虚きよが存そん在ざいしていた。


　今まで過すごしてきた日常、陣矢や杏子といった親友、それらはもちろん大切だ。だが、それが本当に、自分が本当に求めていた世界、欲していたものなのか、それがどうしてもわからなかった。どうしても彼らでは、ナイトの空白を埋うめることができなかった。


　その答えをついに見つけた。


　先月、十年ぶりに再さい会かいした『先生マイステリン』――かつて自分が踏ふみ込んだ裏うらの世界、魔ま乖かい咒じゆという禁きん断だんの秘ひ技ぎ。そう、それこそがこの十年間、ナイトの胸に燻くすぶっていた炎ほのおの大元なのだ！


　世界には、理り不ふ尽じんがある。


　それは力なきものを飲み込む暴ぼう力りよくであり、弱者を虐しいたげる不ふ条じよう理りである。


　その最たるものが魔乖咒だ。それと出会ったナイトは、それに立ち向かうことこそが、自分の使命なのだと本能的に悟さとった。


　だからナイトは、ヨルとともに戦うことを決意した。


　魔乖咒という強大な力の奔ほん流りゆうの中、存そん在ざいする〈絢けん爛らんなる魔宴〉という饗きよう宴えん。それに飲み込まれ、翻ほん弄ろうされていたヨルという少女――彼女と出会ったとき、ナイトは、自分の全力をもって、彼女の助けになろうと、彼女の味方になろうと決意した。


　そして今、目の前にナナという少女がいる。彼女もまた、魔乖咒という呪のろわれた宿命に縛しばられ、自由を奪うばわれた存在だ。そんな彼女を見て、ナイトは何をすればいい？


　答えは、たぶん最初から出ていた。それに気づかなかったのは――ナイトが、バカだったからだ。


　でも、今なら、はっきりその答えを口にすることができる。


　ナイトは、ナナを救ってやりたいのだ。


「だからナナ、俺に、君のことを護らせてくれ」


　ナナはそれを聞いて、少し驚おどろいたように口元に手をあてた。そのまま黙だまりこみ、再ふたたび二人の間に沈ちん黙もくが宿る。今度の沈黙は先ほどよりもだいぶ長かったが、やがてナナが口を開いた。


「……お兄さんは、誰か大切な人がいるですか？」


「大切な人？」


「そうです、お兄さんにとって、自分と同じくらい、あるいは自分以上に、自分の命よりも大切に思える人は、いるですか？」


　その問いかけに、ナイトは――『先生マイステリン』の顔を思い浮うかべた。


　幼おさないころ出会い、当時心を閉とざし、半分屍しかばねのような生き方をしていたナイトを助け、魔乖咒を教えてくれ、生きていく上で大切なことをいろいろと教えてくれた『先生』。ナイトにとって、本当に大切な人……


「……あぁ、いたな」


「どんな人ですか？」


「その人は、俺の『先生』だった人だよ」


　ナイトは、静かに自分の思い出を語った。


「俺が今こうやって生きているのは、その『先生』のおかげなんだ。『先生』がいなかったら、今ここにいる俺はこの世のどこにも存在しなかった――俺にとっての恩おん人じんで、憧あこがれで、とても大切な人だよ」


「……でも、その人は今いないですね」


　そう、『先生』はもういない。先月、十年ぶりに再さい会かいした『先生』を、ナイトはそうと知らずに戦い、殺した――


「あぁ。でも、俺は今でも『先生』のために戦って……」


「……もしかして、お兄さんはその先生さんを生き返らせたい、と思うですか？」


　ナイトは一いつ瞬しゆんドキッとした。ナナの言葉はまさにナイトの本心をついていたからだ。回かい復ふく蘇そ生せいを得意とする『闇ヤミ』。その第五咒法ならば死者をも復活させると聞き、それにすがってナイトは今まで生きてきたようなものだ。だが。


「でも、ムリですよ」


　ナナが否ひ定ていする。


「死んだ人は生き返らないです。そんなのおバカさんなナナでも知っていることですよ」


「でも、『闇ヤミ』なら……」


「お兄さんが誰からそんな話を聞いたかは知らないですけど、ムリですよ」


　ナナが言う。はっきりとした口調で、否定する。


「『闇ヤミ』の魔ま乖かい咒じゆが生き返らせるのは、死んだ直後の人間だけです。それに寿じゆ命みようで死んだ人はムリだったはずですよ。ナナもあまり詳くわしくないですけど、先生さんはもう死んじゃったですよね？　なら、今さら生き返らないですよ」


　ナイトの、全身に衝しよう撃げきが走った。


「でも……可か能のう性せいは？」


「んっと……死者蘇生って、昔からえらい人が研究してるですけど、ほとんど成功してないですよ。ただエリザベート様も言っていたですけど、『闇ヤミ』の『魔王』は確かに死人をも生き返らせた、らしいです」


　それは、もしかして、ヨルの父親のことだろうか？　やはり、それならば望みはあるのか？　ヨルが父親と同等の力を身につければ、あるいは……


「でも、その人ももう死んじゃって、それ以来誰も死者蘇生はできないらしいです」


「そう、か……」


　今は誰もできない、それはナイトに少なからぬショックを与あたえていた。


　当然だ。ナイトは何としてでも、『先生』を生き返らせたいと考えていたのだから。でも、その希望がいま、かなり減へったのは間ま違ちがいないことであった。


　だが、まだ可能性はゼロではない。過か去こにできた人間がいたのだ、同じ『闇ヤミ』系けい統とうであるヨルならば、不可能ではないはずだ。


　ナイトがそうやって少し考え込んでいると、その様子を見たナナが言った。


「お兄さんは、その先生さんのことが本当に大切だったですね」


「それは、もちろんな」


「ナナにも、大切な人がいるですよ。それがエリザベート様です」


　ナナが静かに言う。


「お兄さんも、その先生さんがいるならわかるですよね？　世の中、自分の命よりも大切な、護まもりたい人って、実じつ際さいいるですよ。その人のためなら死んでもいいって思える人が、ナナは実際そういう人と出会ってしまったですよ。お兄さんと一いつ緒しよに暮くらすのってすっごく楽しそうですけど、でも、ナナにはできないですよ。だって、ナナはお兄さんよりも先にエリザベート様に出会ってしまったですから」


　それは、拒きよ絶ぜつの言葉だった。


「もしお兄さんにもっと早く会えていたら、お兄さんにナナの命、あげていたかもしれないです」


「……そんなこと、俺おれはさせないよ」


　そうだ、自分は、そのエリザベートとは違う。


「俺はナナに死ねなんて、命を捨すてるように命令することはないし、そんな状じよう況きようを作ったりはしないよ」


「それでもですよ」


　ナナは変わらぬ笑えみを浮うかべたまま、続ける。


「もしも死ねって言われたら、ナナは死んでもいいです、そう思ってるです。でも、人間ってどうせいつかは死んじゃうですよ。どうせ死ぬなら、自分の命を大切な人のために使って死ねたら、それはとっても嬉うれしいことですよ」


「そんなの、悲しすぎるだろう」


　反はん射しや的にナイトは答えていた。


「そんなことをして、相手が喜ぶと思うのか？　残された者が、本当にそれで嬉しいと思うか？」


「……ちょっと難むずかしい話しすぎたですよ、ナナ、疲つかれたです」


　ナナは話をそらすように言い、ナイトに背せを向けて歩き出した。


「ナナはおバカさんだから、これ以上難しい話してもよくわからないです。先に行くですよ、お兄さん」


「待ってくれ」


　ナナを呼よびとめようと肩かたに手をのばしたら、ナナが静かな動きでナイトの手をそらした。


　その場でナナはナイトの方へ向き直ると――ずっと浮かんでいたナナの微び笑しようが消えた。その顔には何の感情も浮かんでおらず、ひたすら能のう面めんのごとく無表情だった。


「ナナは、その先生さんとは別人ですよ」


　それだけ言うと、ナナは再び振ふり返り、小走りでナイトから遠ざかっていった。


「待て、ナナ！」


　ナイトは、しまったと後こう悔かいした。傷きずつけてしまったのだ、ナナのことを！　ナイトは慌あわててナナの後を追った。


　迂う闊かつだった、つい『先生』のことまで話してしまったが、ナナには言うべきことではなかったのだ。ナナはナイトの見立てでは、決して愚おろかな少女ではない。ナイトの内心を鋭するどく察したとしても、不思議ではない。


　かつて、ナイトは自分の信じる正せい義ぎを貫つらぬくために力がほしかった。その力を、『先生』から教えてもらった。でも十年たって再さい会かいした『先生』は、昔とは立場が違って、敵てき対たいするしかなかった。


　その結果、ナイトは『先生』を倒たおすしかなかった。今でもそのことは悔くやまれるが、ほかに選せん択たく肢しがなかったというのも間違いようのない事実だ。


　さらに先日は、陣矢をも傷つけてしまった。ナイトが未み熟じゆくだったゆえに、陣矢を魔ま宴えんに巻き込んでしまった。それもまたナイトの心を責せめ立てる原げん因いんだった。


　そんな中、ナイトはナナと出会った。立場は互たがいに敵同士だ。しかしナナは、純じゆん粋すいだった。ナナは、魔宴を戦うにはあまりにも無む垢くだった。自分の意い志しでなく、命令され、自分を取り巻まく運命に翻ほん弄ろうされるまま、ここまで流れついただけである。


　だからナイトは、ナナを助けたいと思った。ナナを取り巻くすべての環かん境きようから、ナイトは彼女のことを護りたいと願った――『先生』を救えなかったからこそ、なおさらそう思ったのかもしれない。


　しかしそのことをナナに悟さとられてしまった。自分は『先生』ではないとナイトを拒きよ絶ぜつして――違ちがう、そうではないのだ。


　確かにナイトはナナに『先生』の面おも影かげを重ねた。しかし、ナナを『先生』の代だい替たい品ひんと思ってはいない。ただ純粋に、眼めの前に困こまっている少女がいたから、ナイトは彼女を助けたかっただけなのだ。
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　たった今護りたいと思った少女が、遠ざかっていく――ナイトは必死に手を伸のばした。


「待ってくれ、ナナ！　俺の話を聞いてくれ！」


　小さなナナの背中は、かなり離はなれた場所を走っていた。街の通りを、人の隙すき間まを縫ぬうようにして走っていく。体が小さいだけあって、細かな動きでかなり速かった。


　しかしナイトとナナとでは体たい格かくがかなり違う。ナイトは元々体力がある方だし、一歩の歩ほ幅はばだってナナとは段だん違ちがいだ。そんなわけで、ナイトが本気で追いかければナナに追いつくのは、それほど難しいことではなかった。


「はぁ、ようやく、捕つかまえたぞ！」


　追いついて、ナナの手を摑つかんでようやく立ち止まる。ナナは観念したか、抵てい抗こうせずに大人しくしている。


「ナナ、聞いてほしい。俺は何も、君に誰かの面影を重ねているとか、そういうことをしてるわけじゃないんだ――あまり説得力はないかもしれないが、信じてほしい」


「……本当ですか？」


　小首を傾かしげるナナ。ナイトはほとんど間を空けず、しっかりと首を縦たてに振った。


「もちろんだ。ナナ、君が望むなら俺は君のためになんだってできる。だから君は、もう戦わなくていい」


「…………」


「ナナ、俺の本心を伝える。俺は君を護りたいんだ。君はもう、そんな、理り不ふ尽じんな命令に従したがわなくていい。ごく普ふ通つうの、一いつ般ぱん的な女の子と同じように過すごしていいんだ。君にはそうする権けん利りがある。君がそうしたいと思うなら、俺が絶ぜつ対たい、何があっても君に好きなことをさせてやる。エリザベートだか言う奴やつにも文もん句くは言わせない。だから、君はもう戦わなくていいんだ、人を殺すなんて、言っちゃダメだ」


「…………」


「確かに俺には、大切な人がいた。けど、今の俺にとっては君だって大切な人間だ、世界で一番、大切にしたいと思える人間なんだ」


　ナナは、静かに下からナイトの顔を見上げていた。


「……ナナ、そんな難しいこと、よくわからないですよ」


　平へい坦たんな口調で、そう告げてくる。


「ナナは、エリザベート様の命令を聞かないといけないです」


「君は今まで充分尽つくしてきた。これ以上やらなくてもいい」


「でも、そうしたらナナは、エリザベート様に必要とされなくなるです」


「俺は必要だ」


　ナイトは、はっきりとした口調で告げる。


「俺には、君のことが必要だ。だからお願いだ、俺に君のことを護らせてくれないか？」


「護る、ですか？」


「あぁ、きっと、必ず、何があっても俺が護ってみせる。だから、君はこのまま俺のそばにいていいんだよ」


「お兄さんの、そばに？」


　ナイトは頷うなずいた。


「あぁ、ここが、君の居い場ば所しよだ」


　その言葉を聞き、ナナは少し考え込むように沈ちん黙もくした。


「……ナナ、そんなこと言われたの初めてです。だからナナ、なんて言ったらいいかよくわからないです……でも……たぶん、すごく、嬉うれしいと思うです」


　ナナは、少しはにかんだような表情を浮かべた。


「ありがとうです、お兄さん。でも、大だい丈じよう夫ぶですよ。ナナは別に、今のままで充分です。だからお兄さんまでナナに付き合おうとはしないでいいですよ」


「俺が君を助けたいんだ。そのためなら、なんだってする――後は、君次し第だいだ。君が、自分が本当にやりたいことはなんだ？　それを、言ってみな」


　ナイトが率そつ直ちよくな思いを口にすると、ナナが困ったような顔になった。


「う～……お兄さん、ずるいですよ。そんなこと言われても、ナナどうしたらいいかわからないですよ」


「いいんだよ、君はたぶん、今まで人に優やさしくされたことがないからそう思うんだ――これからは、辛つらいことや悲しいことがあったら、俺を頼たよってくれればいいんだからな」


「う～……なんだかわからないけど、でも嬉しいです」


　ナナが、ナイトの体に手を回して抱だきついてきた。そのまま照れたような顔で、ナイトの体に頰ほおを寄せる。ナイトは少し驚いたものの、少女のやりたいようにさせておいた。


「なんだか、こうしてるとすごく安心できるです」


「……あぁ、こんなことでいいなら、好きにするがいいさ」


　と言ってみたものの、町中で周囲の視線があるので少し恥はずかしい。でも、嬉しそうなナナの顔を見ていると、恥ずかしくてもいいのかな、なんて思えてきた。


「……ならお兄さん、一つだけ言いたいことがあるですけど、いいですか？」


「なんだ？」


「耳を貸かしてほしいです」


　言われるまま、腰こしを曲げてナナの口元へ耳を寄よせる。ナナは両手をナイトの頰に当てると、ナイトの正面に回ってキスをしてきた。


「…………………………………は!?」


　数秒の間、自分が何をされているかわからなかった。すぐ眼めの前にナナの意外にホリの深い顔立ちが迫せまっていて、唇くちびるには何だか柔やわらかくて温かいものが押おし付けられていて……気づいた時反はん射しや的に立ち上がろうとしたけど、ナナの小さな手がナイトの予想以上にがっちり顔を固定していて逃にげられなかった。


　たっぷり十秒くらいはそのままでいて――ようやくナナは、ナイトを解かい放ほうしてくれた。


「お礼ですよ、お兄さん」


　大それたことをした少女は、こともなげに言った。


「すごく嬉しかったから、そのお礼です」


　ナナは今までと変わらぬ屈くつ託たくのない笑みを浮かべていて、顔を赤くしてどぎまぎしているナイトとは対照的だった――っていうか、落ち着け、落ち着け自分、とナイトはうわごとのように繰くり返す。


　そうだ、相手は子供じゃないか。なのになんでこんなに興こう奮ふんしているのだろうか。キスするのだって初めてではない、正確に言うならキスされるのは生まれてから二回目だけど（一回目は『先生』）、相手は子供。欧おう米べいではキスなんてアイサツ代わりなんだから、変なことを考えるな、いや、アイサツ代わりって言ってもさすがに唇にやるのは少し意味が違うんじゃ……


「お兄さん、変な顔してないで、先にいくですよ？」


　ナナは平然としたまま先へ進もうとする。ナイトは自分でも説明できない自分の気持ちを無む視しすると決め、歩きだした――そこでナイトは、異い様ような気配を感じ取った。


「これは……魔ま乖かい咒じゆ？」


　誰だれかが、近くで魔乖咒を使っている？　ヨルではない、この気配は別のものだ。無む論ろん、ナイトやナナでもない。


「お兄さん、どうしたですか？」


　魔力の気配を感じられないナナは、キョトンとしている。ナイトは舌した打うちしながら、駆かけだした。距きよ離りは近い、無視することはできなかった。


「あ、お兄さん！」


「すぐ戻もどる、ちょっと待ってろ！」


　そう言って、ナイトは人の少ない通りを駆け抜ぬけていった。








　話は前後する。


　学校を早そう退たいした杏子は、ダメ元でナイトの家に行って留る守すだと知り、町中をさまよっていた。


　と言っても、アテもなく探さがしたところで待ち人が来るわけではない。彼女なりに考えてみた。


　最近のナイトの不ふ審しんな様子を見る限かぎり、今日の失しつ踪そうも、それに関連したものと見ていいだろう。では彼はどこへ行ったのか？


　行き先は見当もつかない。遠出したのだとしたら、杏子にそれを探す手はない。


　でも、それはないだろうと杏子は判はん断だんした。


　ナイトがなにに関かかわっているか、詳くわしくはわからない。だがそれは、先日の陣矢の事じ件けんにも関連したことだろう。陣矢はこの街で襲おそわれた――それを調べているのだとしたら、ナイトはこの近くにいるはずだ。


　半分以上カンではあるが、実際そう考えるしか、杏子に選せん択たく肢しはなかったのである。


　と、言うわけでナイトの行きそうな場所に適てき当とうな当たりをつけて回ってみたのだが、見つからない。


　真夏の昼の強い日差しは容よう赦しやなく照りつけ、杏子から体力を削けずっていく。昼食も食べていないので、けっこうキツイかもしれない。


　そんな杏子に朗ろう報ほうがもたらされた。友人から、隣となり町まちでナイトらしき人物を見た、と電話があったのだ。


　その友人は中学時代の知り合いで、今は隣町でバイトをしている。その仕事中にナイトを見かけたと言うのだ。あらかじめ知り合い全員にメールを送っておいてよかった。


　と、いうわけで杏子は確たしかな情報を元に、ナイトを追い――発見した。


　発見したナイトは、歩きながらハンバーガーを食べていた。こっちが空腹でいらだっているのに、あいつはなんで……理り不ふ尽じんな怒いかりがこみ上げてきた。


　しかも、その隣にいるのは誰だ？　田中花子かと思ったら、全く別の子だ。しかも外国人らしいロリ娘むすめ！　あいつ、ついに幼よう児じ趣しゆ味みに目覚めた？


　さて、どうしたものか、物もの陰かげに隠かくれてナイトの様子をうかがいながら、杏子は考えを巡めぐらせた。いったいなにをやっているのか、危き険けんなことに巻まき込まれてないか、散々心配してたのに、本人は真っ昼間からロリ娘とデートと来た。これはもう、死し刑けい確定の罪ざい状じようだろう。


　怒りと共に飛び出そうかと思った瞬間、ギリギリの理性が、杏子を引き留めた――？


　なんだろう、これは。今、何か、奇き妙みような違い和わ感というか、そういうものを感じた。肌はだがヒリつくような、そんな変な感覚。


　いったい何だ、これは？　キョロキョロと、周囲を見み渡わたす。そして――おかしなことに気づいた。


「誰、あれ？」


　自分以外にも、ナイトに視し線せんを向ける人物がいることに気づいたのだ。


　相手も杏子と同様、少し離はなれた場所の物陰に立っている。一見何気ない風に立っているだけだが、帽ぼう子しの奥おくから時折ナイトに向かって鋭するどい視線を投げている。ナイトの方は、それに気づいている様子はない。


　なんだ、あの男は？　あからさまに怪あやしい。


　とにかく、大きな男だ。周囲から頭一つ以上飛び抜けた長身。だが、体つきは身長に反比例するように瘦やせている。真夏の真っ昼間だというのに純じゆん白ぱくのスーツでスキなく全身を包み、頭には帽子までかぶっている。


　遠目ではあるが、見たところ、日本人ではないようだった。東洋人ではあるが、どこか顔つきが日本人ではない、韓かん国こく人か、中国人のような印象を杏子は感じ取った。


　さらにもう一つ変なことがあった。それだけ目立つ風ふう貌ぼうをしている男だが、カゲが薄うすいのだ。


　見た目は派は手でなはずなのに、周囲の人間は誰もその男に対して注意を払はらっていない。事実、杏子も意い識しきして見ていないと、男のことをすぐに見失ってしまいそうだった。


　いったいなにもの？


　むろん彼女は、その男がナイトにフェンと名乗った男であることを知らない。


　外国人――まさか、陣矢を襲おそった!?


　陣矢を襲った犯はん人にんのことを、杏子は何故なぜか憶おぼえていない。だが、おぼろげではあるが、相手は外国人であったような気がするのだ。


　どっちにしろ、あからさまに怪しいわね。


　これは、ナイトを探しに来たらとんでもない大物が釣つれたかもしれない。半分忘わすれかけていた復ふく讐しゆう心しんが、ムクムクと鎌かま首くびをもたげてきた。


　――少し、様子を見よう


　そう決心し、杏子はフェンを尾び行こうすることにした。


　フェンはナイトたちから一定の距きよ離りを保たもちながら、何気ない足取りで道の端はしの方をゆっくり歩いている。すれ違ちがう人間も、フェンのことを特に気にしたそぶりがない。やはり変だった。


　と、フェンが背はい後ごを振ふり返ってきた。杏子は何気ない仕草で視線をそらしつつ、歩き続ける。変に動どう揺ようすれば、相手にバレる。ここは周囲の光景にとけ込むことを意識しなくては。


　フェンは数回周囲を見回した後、何事もなかったように歩き出した。取りあえずは、気づかれなかったらしい。安あん堵どしながら、杏子は尾行を続けた。


　そこでフェンはやおらコンビニに入った。ナイトたちはそのまま行ってしまうが、フェンはお構かまいなしにそのままなにか買い物をしている。


　どうするかと一瞬迷まよったが、杏子はそのままフェンを追うことにした。


　フェンは結局コンビニでスポーツ新聞を一紙買い求めたようだった。そのままフェンは外に出ると、コンビニの壁かべにもたれかかって新聞を開き、読み始めた。いったいなにをやっているのだ？　この暑い中、わざわざ外で新聞を読むなんて……


　そのままフェンは熱心な様子で新聞を読みふけり、隅すみ々ずみまで読んだようだ。杏子の忍にん耐たいの限げん界かいが近づく頃ころになって、ようやくフェンは新聞をたたみ、片かた手てに持ってまた移い動どうを開始しだした。無論、ナイトの姿はすでにない。


　と、やおらフェンは道を曲がり、細い路地へと入り込んだ。建物に挟はさまれて昼でも薄暗く、地元民もあまり使わない裏うら路ろ地じだった。


　何故急に？　尾行に気づかれた？　だが、逃にげるとは怪しい。それに、こっちは地元住民。この辺りの地理は詳くわしい。


　杏子は、フェンが入ったのとは別の路地に入り込んだ。この辺りは子こ供どもの頃よく遊び回った。このままフェンが進むであろう場所へ先回りするつもりだった。その時、


　パン、パン


　なにか破は裂れつ音おんらしき音が周囲に響ひびき渡った。


「な、なに？」


　音は、フェンが向かった先から聞こえてきた気がする。いったい何だ、まさか、考えたくはないが……銃じゆう声せい？


「ま、まずくないかしら？」


　さすがの杏子も、二の足を踏ふむ。あまり考えもせずに尾行してたが、フェンを追って自分は具体的に何をしたいのか、わかっていなかった。


「でも、せっかくの手がかりを……」


　見み逃のがすのは惜おしい。杏子は、これまで以上に用心しながらゆっくりと、路地を進んでいった。


　やがて、少し開けた場所に出た。裏路地の間にある空き地。四方をビルに囲まれ、饐すえた臭においのこもった、あまり長なが居いしたい場所ではない。その中央にフェンが仁に王おう立だちとなって立っていた。杏子がいるのは、フェンの背後に繫つながる路地。そこに置かれてあった段ボール箱の陰かげに、杏子は隠かくれながら様子をうかがった。


「……さぁて、ＯＮＩごっこは終わりにしようじゃねぇか」


　腕うでを組んで立つフェンが、静かに言う。


「さっきから俺の後をつけ回して、いったいどこのストーカーだよ？」


　物陰で、杏子は息を呑のんだ。やはり気づかれていたのか！


「いつまで隠れてるんだ？　早く出てこいよ。でなきゃ、この街ごと焼き尽つくすぜ」


　右手を持ち上げるフェン。その右手の先に突とつ如じよ、炎ほのおが宿る。真っ赤な紅ぐ蓮れんの炎がフェンの手を包んでいる。だが、フェンは別段熱がる様子もなく、平然としている。なんだ、あれは？　なんの手品？


「さぁ、さっさとしな、俺はけっこうＴＡＮＫＩだぜ？」


　手の炎が大きく燃え上がる。なんだかわからないが、この状じよう況きようはマズイ。今出て行ったら、確実に殺される！　冗じよう談だんでもなんでもなく、杏子は本ほん能のう的に悟さとっていた。あの男の殺気は、本物だ。人を殺すのに、あいつはなんのためらいもない！


　物陰で奥おく歯ばがなろうとするのを必死に食いしばってこらえる杏子。が、そこに新たな声が響いた。


「気づかれたか」


　と、杏子がいるのとは正反対の路地から、一人の男が現あらわれた。くたびれた背せ広びろを着た男で、一見すると普ふ通つうのサラリーマンのようにしか見えない。だが、男は、フェンの炎を目にしてもピクリとも動じない。


「一いち応おう聞く、誰だい、あんた？」


　フェンが尋たずねるが、相手に答える気はないようだった。


「……子供だましでおびき出されたか」


　男はフェンの足あし下もとに転がるものに目を向けていた。それは、三角形に折られた新聞紙だった。


「ははは、子供だましだが、効こう果かはＴＥＫＩＭＥＮだったってわけだ」


　楽しそうに笑い、フェンは新聞紙を拾って、振り下ろす。パン、と乾かわいた音が鳴る――銃声は銃声でも、紙かみ鉄でつ砲ぽうだ。なるほど、確たしかに子供だましである。


「……で、子供だましに引っかかったぼーや？　もう一度聞くぜ。お前、誰だ？　俺になんの用だ？」


　フェンの再さい度どの問いかけにも答えず、男は手を挙げた。


「答える気はない」


　その手から、炎の玉が吐はき出された。杏子の驚きよう愕がくの中、炎は一直線にフェンに命中。が、フェンは平然とたたずんだままだ。


「はははは、バカめ、この《灼しやく熱ねつの炎えん竜りゆう帝てい》に炎で勝負する気かよ！」


「ちっ」


　相手の男は続けざま手を振ふり、光こう弾だんを生み出して次々とフェンに放つ。だがフェンはその攻こう撃げきを、かわそうともしない。そして実じつ際さい、フェンにダメージは全くといっていいほどなかった。


「おいおい、ＣＨＡＢＡＮはよせよ。わかるだろ？　俺にその程てい度どの攻撃、効きくかよ、なぁ、魔ま乖かい術じゆつ師し？」


　対たい峙じする男は、フェンの態たい度どに気け圧おされたように後あと退ずさった。


「……あぁ、たしかにわたしではお前には勝てん。だが、ここで逃げ帰ればわたしはどのみちあのお方に殺される。同じことだ」


「ふふん、なるほど、あのお方ってのは、もしかしてエリザベートって女か？」


「答える気はない」


　男は自分を奮ふるい起こすような叫さけびを上げ、フェンめがけて飛びかかっていった。


　フェンは、やはりかわさない。その長い手をまっすぐ伸のばし、相手の顔面をわしづかみにすると、そのまま片手で相手を宙ちゆうづりにした。恐おそるべき腕わん力りよくだ。


「ＹＡＢＡＮだが、そういう熱いの、俺は嫌きらいじゃないぜ？　だからＫＥＩＩを払って、俺も熱く答えてやるよ」


　次の瞬しゆん間かん、フェンの手の中の男の全身が炎に包まれた。


「ぐあぁぁぁぁぁぁぁぁ!!」


　絶ぜつ叫きよう。すぐそばで燃えているにもかかわらず、フェンは熱さを感じていないようだった。燃える男をつかんだまま、フェンが笑う。


「はははは、熱いねぇ。せめてものＮＡＳＡＫＥだ。苦しまないよう、一瞬で終わらせてやるよ」


　次の瞬間、フラッシュでもたいたように、辺りに強きよう烈れつな閃せん光こうがあふれた。杏子は反はん射しや的に目を閉とじたが、それでもしばらくは目が開けられなかった。そしてもう一度目を開けたとき、そこには男も、フェンの姿すがたもどこにもなかった。地面に何かが焼けこげたような跡あとが残っているだけである。


「今のは、いったい……」


「ＫＡＫＵＲＥＮＢＯは終わりかな、お嬢ぜうちゃん？」


　息を呑のむ。上を見ると、杏子の隠かくれていた段だんボールのそばに、フェンが立っていた。


「それで隠れていたつもりかな、おぜうちゃん？　かわいいＯＳＨＩＲＩが見えてるぜ」


「くっ！」


　杏子は、反射的に逃げ出した。このままでは、自分が殺されると思ったからだ。


　だが、駆かけだしてすぐに壁かべにぶつかった。否いな、それはフェンの胴どう体たいだった。恐ろしいことに、この男は一瞬で杏子の正面まで回り込んだのだ。


　逃げられない――杏子は、絶望と共に相手を見上げた。


「はは、ま、そんなに怖こわがるなって。運がいいぜ、おぜうちゃん。俺みたいに、女子供は殺さねぇＳＨＵＧＩの男が相手でよぉ。これが《剣ケン》とか《天テン》あたりだったら速攻で殺されてたぜ」


　フェンは杏子の頭上で、にやりと笑った。思っていたよりも、柔やわらかな笑えみだった。


「普ふ通つうは見られたら一般人は殺さなきゃいけねぇんだけどよ、今回は特別だ。見逃してやる。よかったな、生かしておいてやるよ」


　フェンは、ふっと肩かたをすくめた。


「その代わり、今見たことは忘わすれるんだな。ま、人に言っても信じてもらえねぇだろうけどよ」


　フェンはそう言うと、帽ぼう子しのつばを引っ張りながらきびすを返した。


「じゃぁな、おぜうちゃん。もう二度と会わないだろうけど、ま、今日のことはさっさと忘れな」


「ま、まって！」


　杏子は、反射的に相手を呼よび止めた。そう、これは、この相手は、このまま逃のがしてはいけない。この相手はきっと、杏子の疑ぎ問もんを解とく、手がかりを持っているはずだから……


「あぁん？」


　フェンが、怪け訝げんな顔で振り返る。杏子は、この相手から知りたいことを聞き出すつもりだった。


「あなたって、誰なの？　なにもの？」


「知ってどうする」


　フェンは、にやりと笑った。


「いいか、おぜうちゃん。世の中にゃ、知ってはいけないこと、知らない方がいいことってのが山ほどあるんだよ。おぜうちゃんが今後もＨＥＩＷＡに生きたいってなら、これ以上深入りしない方が身のためさ」


「あの、その……」


　杏子は少し口ごもりながら、何とか自分の言いたいことをまとめる。


「あたしは、人を探さがしているの！」


「人？」


　そうだ、それが杏子の目的だ。


「あたしは確かにその相手と会ったはずなのに、どうしても思い出せないの。ほんの数日前のことなのに、どうしても思い出せないの」


「ふん、おぜうちゃん、記き憶おく操そう作さを受けたな」


　フェンは、あっさり答える。


「もともと素質があるのか？　記憶をいじられた――事じ件けんの処しよ理りに記憶操作を多用するのは、魔乖術師だな。おぜうちゃん、以前もどっかで事件に巻まき込まれたな」


「そ、そうなの！　それで、あたしの友達が、ケガして、意識も戻もどらなくて……」


　断だん片ぺん的な言葉しか口にすることができないが、杏子の意図は伝わったようだ。


「ふん？　つまり、俺がおぜうちゃんの友達を襲ったんじゃないか、ってか？」


「…………」


「だとしたら、どうする？」


　ニヤリ、フェンが笑みを深める。杏子は、すぐ近くにいる相手の足あし下もとをねらって、蹴けりを放った。が、その杏子の足を、少ししゃがんだフェンが手の平で押おさえた。


「思ったより思い切りがいいな、ついでにＩＫＩもいいねぇ、おぜうちゃん」


「離はなしなさいよ！」


　フェンはあっさりと、杏子の足を解かい放ほうする。杏子は、目つきを鋭するどくして相手を睨にらんだ。が、フェンはますます楽しそうに笑んでいる。


「ＨＡＨＡＨＡ、いやぁ、こいつは驚おどろいた。おぜうちゃん、なかなかＫＩＭＯがすわってるじゃねぇか。俺を前にそれだけすごめりゃ上等さ」


「あ、あたしは……」


「でも、それじゃ早死にするぜ」


　気づけば、フェンは目の前にいた。いや、視し界かいが、埋うめ尽つくされていた、フェンの指で。


「あ、あ、あ…………」


　フェンの右手の人差し指と中指、それが、杏子の目に突つきつけられていたのだ。フェンの手て袋ぶくろの毛先がかすかに眼がん球きゆうに当たっているかのような、そんな絶ぜつ妙みような、ギリギリの位置に、フェンの指は存そん在ざいしていた。


「わかるかい、おぜうちゃん？　俺がちょいと力を入れれば、いや、俺の指先が燃もえていたら、それだけでおぜうちゃんは一生日の光が見えねぇ。さらにもっと強く押しこみゃ、俺の指先はおぜうちゃんの脳のうまで届とどくぜ、な、わかるだろ？」


　カチカチと、妙な音が響ひびいた。杏子は、それが自分の歯が鳴らす音だと気づいた。震ふるえているのだ。杏子は、後ろへ下がることも忘れて、目の前に指が迫った、その姿し勢せいのまま、ガクガク恐きよう怖ふに身を震わせた。


「わかったろ？　おぜうちゃんが知りたがってることは、つまりはこーゆーことなのさ」


　フェンが、素っ気ない口調で答える。


「おぜうちゃんの目の前いっぱいに、なんだかよくわからないものがある。だからおぜうちゃんはその正体が知りたい。でも、おぜうちゃんが一歩踏ふみ出せば確かく実じつに目がつぶれちまう。変に勢いきおいがつけば、死んだっておかしくねぇ。なにもしなけりゃ普通に生きてけるのに、おぜうちゃんは自分から死のうとしてるぜ――悪いこたぁ言わねぇから、さっさと帰って寝ねな。言っておくが、こいつは親切心だぜ」


　フェンが、杏子に突きつけた手を引いた。それで杏子は、金かな縛しばりが解とけたようにその場に膝ひざをついた、腰こしが抜ぬけたのだ。今のは、本当に、自分が死んだと、殺されたかと思った。死の恐きよう怖ふは、普通の女子高生に過すぎない杏子には強すぎる刺し激げきだ。


「杏子！」


　と、その場に新たな乱らん入にゆう者しや、ナイトだ。ナイトは地面に座すわり込こむ杏子と、その前に立つフェン、二人の姿を確かく認にんするや、キッとフェンをにらみつけた。
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「貴き様さま!!　杏子になにをしたっ！」


　ナイトの拳こぶしが、まっすぐフェンのあご先に伸のばされる。フェンは、スウェーでそれをかわした。


「熱いね、ぼーや。でも、落ち着きな。ここで戦って、そのおぜうちゃんを巻き込んでいいのかよ」


「くっ」


　そう言われては、ナイトもそれ以上攻こう撃げきできなかった。


「ぼーやの知り合いだったか、なるほどね、こいつは、ＳＵＵＫＩなめぐりあわせ、ってやつだな」


「黙だまれ！　貴様の目的は何なんだ！」


「ふふん、俺おれか、俺の正体を知ったら、どうなっても知らねぇぜ？」


　そううそぶくフェンに、答える声があった。


「《五ご聖せい竜りゆう》、《灼しやく熱ねつの炎えん竜りゆう帝てい》フェン・ロン・ファン！」


　同時に、頭上からフェンめがけて光の奔ほん流りゆうが降ふり注いだ。フェンは、その攻撃をギリギリで回かい避ひ。爆ばく発はつ。ナイトはとっさに杏子をかばい、爆風を背せ中なかで受け止めた。


　見上げれば、傍かたわらのビルの上に立つ人ひと影かげ。ヨルだ。ヨルはいつになく険けわしい顔つきで、眼がん下かのフェンを睨んでいた。


「まさかあなたまでこの国に来ていたなんてね」


「ははは、俺を知っているみたいだな、『闇ヤミ』」


「えぇ、知っているわ、薄うす汚ぎたない猟人かりゆうどが」


　冷たく言い放ち、ヨルが屋上から飛び降おりた。五階建てのビルだったのだが、そのままヨルは音もなく静かに地面へ着地する。


「ヨル、あいつはいったい……」


「〈魔女猟人ヤクト・ヘクス〉最高の実力者、《炎エン》《剣ケン》《鉄テツ》《天テン》《神シン》の異い名みようを持つ五人の猟人、《五聖竜》。あの男はその一人、強きよう敵てきよ」


〈魔女猟人〉。かつて戦った敵だ。魔ま乖かい術じゆつ師したちの天敵とも言うべき存在。フェンが、そうだというのか？


「いやぁ、参ったねぇ、こいつは、どーも」


　フェンは、現れたヨルを前にして首を振ふった。


「ザコの魔乖術師を一匹ぴき始末するつもりが、大ボスまで出てきちまったか。あぁ、こいつはマズイね。こっちは《神》のやつに、手出しするなって言われてるのによ」


　言い、フェンはその場できびすを返した。


「じゃ、そゆわけで俺は行くぜ」


「逃がすと思ったの？」


　構かまえるヨル。が、フェンはひらひらと片手を振った。


「よせよ、あまりＹＵＵＷＡＫＵされると、おぜうちゃんと熱い戦いがしたくなるじゃねぇか」


「信じられないわね、そんな言葉。猟人がわたしたちを見逃すなんて」


「見逃すんじゃねぇ。楽しみをとっておくのさ」


　言い、フェンが、パチリと指を鳴らした。瞬間、フェンの全身が真っ赤な炎ほのおに包まれた。


「な!?」


　驚おどろくナイトの目の前で炎は一いつ瞬しゆんで燃もえ上がり、消えた。同時にフェンの姿もどこにも残っていなかった。


「逃にげた、か……食えない相手だわ。魔ま宴えんに《五聖竜》まで絡からむなんて……」


　そこでフゥ、と息を吐はき、ヨルがナイトたちを振り返った。


「で、ナイト。わたしに何か言うことがあるんじゃない？」


「……助けてくれてありがとう」


「他には？」


「…………」


「他には？」


「……昨日は悪かった。ごめん。勝手なことをした」


　他に言いようがないので、そう頭を下げるしかなかった。そこでヨルは、ハァ、と息を吐いて表情を和やわらげた。


「本当に、しっかりしなさいよ？　こっちは本気で心配したんだからね？　そもそもあなたは……」


「な、なんなのよ、あんたたちは！」


　と、そこで杏子が立ち上がり、ナイトとヨルを、おびえたようなまなざしで見つめた。


「なんなの、いったい……ナイト。あんたたち、いったい何なの？　さっきの変な外人と同じなの？」


「猟人と同列にされるのは心外ね」


　ヨルは、面めん倒どうなことになったな、と言わんばかりのため息を吐いた。


「あなたがなんでここにいるのか、理由は知らないけど、また余よ計けいなことを知ってしまったわね……」


「待て、ヨル。俺が話す」


　と、ナイトがヨルの前に出て言う。ヨルは、そう、とだけ言い、一歩下がってナイトの成り行きを見守ることにしたようだ。


「杏子、ケガはないか？」


「ナイト……いったい、なんなの、あんたは、なにをしてるのよ!?」


　杏子が、半分悲鳴のような声で叫さけんだ。ムリもない。魔ま乖かい咒じゆを目まの当たりにしたのだ。一いつ般ぱん的な常じよう識しきから遠く外れた現象を目もく撃げきすれば、平静ではいられない。


　そして目撃された以上、潮しお時どきだな、とナイトは思った。いや、むしろちょうどよかったのかもしれない。もともと彼女には近いうちに話すつもりだったのだ。


「……どこから話したものかな。まぁいい。杏子、察しの通り、俺は今、厄やつ介かいな事じ件けんに関かかわっている。それは今見ての通りだ。そして俺にはやることができた。それで当分の間、学校には戻もどれそうもない……だから、お別れだ、杏子」


「え、え？」


　杏子は、ナイトの言葉が理り解かいできていない様子だった。


「お別れなんだ、杏子。大だい丈じよう夫ぶ、君はもう、こんな変な事件に関わることはない――そんなことには、俺がさせない。だから、君はこのまま、俺のこともなにもかも忘れて、また日常に戻るといい」


「ま、待ちなさいよ、ナイト、いきなりなんなのよ！」


　杏子が言う。


「あんたが何言いたいのかはわからないけど……お別れって何よ！　何で急に、だって……」


「ゴメン、昨日の約束は守れそうにない。でも、俺はずっと君のことを遠くから見ている。だから安心して日々を過すごせばいい」


　突とつ然ぜんそんなことを言われた杏子は、混こん乱らんしていた。詳くわしくはまだよくわからないが、ナイトが遠くへ行こうとしているのだと言うことは、かろうじて理解した。そして、行けば杏子とはもう二度と会えないであろうことも……


「待ちなさいよ！　ジンジャー、陣矢はどうするのよ！　あいつには！」


「……ゴメン、って言っておいてくれ。陣矢まで巻まき込んで、どうやって謝あやまればいいかわからないけど、もうそんなことがないように、俺は姿すがたを消すから」


　そう答えるナイトの声は硬かたくて、もはやなにを言おうとその決心を覆くつがえすのは不ふ可か能のうなのだと、杏子は悟さとった。彼女がなにを言おうと、叫ぼうと、きっともう、ナイトが戻ってくることはないのだと、知った。


　だから彼女は……最後に尋たずねた。


「ナイト……いつか、戻ってくるの？」


「戻れたらいいな」


　暗に、ムリだと言っていた。


　勝手なナイトの言いぐさに、腹はらが立つというのが一番だった。でも、杏子にもわかっていた。もはや自分ではどうすることもできない、ナイトが行こうとしているのはそう言う世界なのだった。


　そんな時、自分はどうすればいいのか。笑え顔がおで見送ってやればいいのか、がんばれと励はげませばいいのか。いや、違ちがう。自分は……


「赦ゆるさないからね、ナイト」


「…………」


「あたしは、絶ぜつ対たい、あんたのしたことを忘わすれない、一生恨うらんでやる。散々あたしたちのことを引っかき回して、勝手に消えるあんたなんか……」


「すまない」


　バカみたいに頭を下げるナイトを見ていたら、さらに腹が立ってきた。


「でもな、杏子。みんなのために俺が傷きずつくのは、別にかまわない。でも、俺のためにみんなが傷つくのは、俺はもう、耐たえられないんだ。だから、こうするしかないんだよ」


「バカ、そんなのあんたの勝手じゃない」


「あぁ、全くもってその通りだ。だからもう、赦してくれなんて言わない。タダ、迷めい惑わくかけて悪かったな」


　ナイトはそこで、背はい後ごのヨルを振り返った。ヨルは、いいの、と視し線せんで問う。ナイトは無言のまま頷うなずいた。


　静かにヨルが杏子に歩み寄り、顔の前に手をかざした。


「あたしをどうする気？」


「心配しないで。わたしたちに関する記き憶おくだけ、消させてもらうだけよ。目が覚めればまたあなたは普ふ段だん通りの日常に戻れるわ」


　何か恨み言を言ってやろうかとも思ったが、やめておいた。目の前のヨルが、少し悲しそうな顔でこちらを見ていたからだ。


「何よ。もう少し悪役っぽい顔でもしてなさいよ」


「それはごめんなさい。生まれつきこういう顔なのよ」


　それが、最後の会話だった。そこで杏子は意識を失い――全すべては闇やみの中。





　ただ、最後に一瞬だけ、ナイトがこちらを振り返ったような気がした。それだけで――取りあえず、杏子は満足だった、そんな気がする。






　第四章　舞まい散る愚ぐ者しや







　裏うら路ろ地じからナイトとヨル、二人は連れだって表へと出てきた。


「じゃ、これでいいわね、ナイト？　あなたに関する記憶を、周囲の人間から全て消し去っておくわ」


「あぁ、そうしてくれ」


「賢けん明めいね」


　ヨルは短く言った。


「まぁ、最初からわたしたちに、それ以外の選せん択たく肢しはなかったんだけどね」


「そうだな」


　ただ、気づくのに時間がかかった。それが問題だったのだ。


　ナイトは周りにいる大切なものを護まもりたかった。そのための力も手に入れた。それで全てがうまくいくと、ナイトは思った。


　だが違った。ナイトが護れるのは、彼の手が届とどく範はん囲いにいるものだけだ。そしてナイトは、自分で思っていたほど自分の手が長くないのを自覚している。


　ナイトが身を引くことで杏あん子ずたちの安全が保ほ障しようされるなら、それに越こしたことはないのだ。


「まぁ、後はうまく処しよ理りをしておくから、任まかせなさい」


「すまないな」


「いいえ、別にこれくらい……」


「あ、お兄さん、よーやく見つけたですよ！」


　突とつ如じよ、場の雰ふん囲い気きを無む視しした明るい声が飛び込んできた。


「急に走り出すから、探さがすの大変だったですよ」


　現あらわれた小こ柄がらな少女は無む論ろん、ナナである。ヨルが張はったのだろう、人ひと払ばらいの結界のおかげで周囲に人気はない。そんな中、結界の効こう果かを無視する魔ま乖かい術じゆつ師しが目の前に現れればヨルは……


「バカ、逃にげろ、ナナ！」


「です？」


　ナイトが叫さけぶのと、ヨルが動くのはほぼ同時だった。ヨルは素す早ばやく身み構がまえつつ、指を鳴らす。とたん、周囲の壁かべに魔ま法ほう陣じんが浮うかび上がる。あらかじめ町中に仕し掛かけてあった、罠わな用の魔ま乖かい咒じゆである。


　周囲に浮かんだ魔法陣から、真っ黒い、闇色の鎖くさりがナナめがけて伸のびる。


「ですっ!?」


　ナナは、自分を拘こう束そくせんと伸びる鎖に反はん応のうし、はじかれるような勢いで真横へ飛んだ。ギリギリ鎖を回かい避ひ。ナイトやヨルと距きよ離りをとりながら、身構える。


「そう、あなたがナイトの言っていた『歪ワイ』の魔乖術師」


　ヨルが鋭するどいまなざしででナナを睨にらむ。ナナは、キョトンと首をかしげた。


「お姉さん、誰ですか？」


「自じ己こ紹しよう介かい、必要かしら？」


　ヨルは片手で長い髪かみをかき上げながら微ほほ笑えんだ、冷たい笑みだった。


「わたしはヨルミルミ・シュトレンベルグ。あなたのお探しの、『闇』の魔乖術師よ」


「え？　ならあなたがエリザベート様の敵てきですね……あれ、でも、なんでお兄さんと知り合いなんですか？」


「なにを言っているの？　ナイトはわたしの味方よ、最初からね」


　マズイ、この状じよう況きようは、とてもマズイ。


「え？　お兄さん、どーゆーことです？」


　小首をかしげるナナ。ナイトは、慌あわてて首を振ふった。


「違ちがう、ナナ。俺は……」


　ナイトの言葉を、ヨルが遮さえぎった。


「不用意に近づかないで、ナイト、彼女は敵よ！」


「違うんだ、ヨル、聞いてくれ！」


　ナイトは、ナナとヨルの間に立った。そのまま、ナナをかばうように、背せ中なかに隠かくすように立つ。そんなパートナーの姿を前にして、ヨルは険けわしい表ひよう情じようで睨にらむ。


「どういうことかしら、ナイト？　この期ごに及およんで血ち迷まよった？」


「違う、俺はいたって冷静だ。ヨル、俺の話を聞いてくれ」


　ナイトの必死な様子を見て、ヨルが視線で先を促うながす。とりあえず話は聞いてくれるようである。


「ここにいるナナは、魔ま宴えんに参加したくて参加しているわけじゃないんだ。ただエリザベートってやつに命令されたから、それだけの理由で参加しただけなんだ。だから、ナナと戦う必要なんてないんだ」


「甘あまいわよ、ナイト」


　冷れい徹てつな声でヨルが言う。


「この〈絢けん爛らんなる魔宴〉は、命をかけた魔乖術師のバトルロイヤルよ。命令だろうと何だろうと、そこに参加した段階でもう死ぬ覚かく悟ごはできているとみなされるのよ。本人にやる気があろうと無かろうと、魔宴は待ってくれないのよ」


「でも、必ずしも殺さなくてもいいだろう！」


　そう、確か聞いたことがある。魔宴の目的は、互たがいが持っている魔道書を奪うばい合い、最終的に全すべての魔道書を手に入れるのが目的だと。便べん宜ぎ上、相手を殺して奪うというのが最も合理的ゆえに殺し合っているだけの話である。


「ナナの魔道書を手に入れれば、ヨルは戦わなくてもいいはずだろう！」


「……確かに、その子がそれでいいというならそうなるわね」


　不ふ承しよう不ぶ承しよう、ヨルはうなずいた。よし、予想通りだ。ヨルだって何も喜んで殺し合いをやっているわけではないのだ。これならうまく、戦いを回かい避ひできそうである。


「ナナ、そういうわけだから、君はこのまま魔宴を棄き権けんすればいい。君がこんなバカげた殺し合いを続けることなんてないんだ。行く場所がないなら、さっき言ったようにうちに来たって……」


「お兄さんと一いつ緒しよに暮くらせるならとても嬉うれしいですね」


　ナナの言葉にうなずきながらナイトは続ける。


「あぁ、もちろんだ。だから……」


「でも、それはできないですよ、お兄さん」


　きっぱりとナナは首を振った。ナイトは、少女のその言葉が信じられなかった。


「なぜだ、ナナ！　無理をして戦わなくていいんだぞ！」


「無理はしてないですよ、ナナはこうしたいから、戦うだけです」


「君は本気で魔宴を戦って、勝てると思っているのか？　むざむざ殺されるようなものだぞ！　そんな『歪ワイ』だとかエリザベートだとか、そんな連中にいつまでも義ぎ理り立だてしてどうする！」


「それでもですよ」


　ナナは少し困こまった様子だ。それでもやはり、薄うすっぺらな笑顔を浮かべたまま続ける。


「それでもナナは、最後まで戦うしかないですよ。だってナナは、それ以外取り柄えがないですから」


「……どう、ナイト、わかった？　本人がこれじゃ、戦せん闘とうは回避できないわね」


　背後からヨルが言う。ナイトは慌あわてて首を振った。


「待ってくれ、ヨル。ナナは俺が説得する！　だからもう少し……」


「そんなことをしても時間の無む駄だよ。たぶんこの子はね、あなたが思っている以上に覚悟ができているわ。本気でこのままわたしに殺されるつもりね」


「なんでそんなことがわかる!?」


「魔宴でこういうことは珍めずらしくないわ」


　ヨルがこともなげに言う。


「魔宴っていうのは、そもそも八や祖そを代表する八人の魔乖術師が殺し合い、最強の魔乖術師を決める戦いだわ。魔宴に勝ち残って『魔王』の称しよう号ごうを手に入れたものが世界最さい高こう峰ほうの魔乖術師であることは間違いないわ。でも、だからといって魔宴に参加する八人が、世界最高の八人であるとは限かぎらないのよ」


　ヨルは腕うでを組んだまま淡たん々たんと説明する。


「魔宴で重要なのは、最後に一人だけ勝ち残るってことよ。裏うらを返せば、それ以外の七人は死ぬってことよ。単たん純じゆんな確かく率りつで考えても八分の七、実じつ際さいは七分の六で死ぬわ。これはけっこう高い確率よね？　死ぬとわかっているのに、一族で最高の実力をもつ魔乖術師を送り込んでわざわざ殺されるなんて、それぞれの八祖にしてみればたまらない話だわ」


「でも、それじゃぁ魔宴そのものが成立しないじゃないか！」


　死ぬのが怖こわいからと出し惜おしみをしていれば勝てるものだって勝てないし、そもそも最初から勝負だって成り立たなくなってしまう。ヨルは、そんなことはわかっている、といった素振りで手を振った。


「まぁね。『魔王』を自分の系けい統とうから出すっていうのは八祖にとって大きなメリットだし、魔宴には自分たちのプライドもかかっているわけだから、下手な戦い方をすれば家名に泥どろを塗ぬることにもなるけれど――それも時と場合によるわ」


　ヨルが肩をすくめる。


「例えば、その魔宴において明らかに実力が上の相手、強力な実力を持つ魔乖術師が参加するとわかった場合、ほぼ確かく実じつに負けると最初からわかっているなら、他の八祖がそんな魔宴に力を入れるはずがないでしょう？」


　今回がそうなのだと、ヨルは続ける。


「わたしが自分で言うのもなんだけど、今回の魔宴では優ゆう勝しよう候こう補ほが三人いた。『最サイ強キヨウ』と呼ばれるヘルブスト、『天テン才サイ』のゾルグ。そして『魔マ王オウの娘ムスメ』とも呼ばれるわたし自身ね。ここまで条じよう件けんがそろえば、この三つ以外の系統の八祖は、わざわざ自分の抱かかえる最高の魔乖術師を死地に送り出すような愚ぐは犯おかさないわ。『歪ワイ』だって、そう考えてその子を送ったんでしょうよ」


　魔ま乖かい咒じゆの才さい能のうがあまりないにもかかわらず、ナナが魔宴に参加した理由。いや、ナナは魔宴に参加させられたのだ、捨すて石として！


「それぞれの八祖にとって、自分の家が勝つ見込みのない魔ま宴えんなんて正直どうでもいいわ。一族にとっていなくても構かまわず、それでいて一族の恥はじになるほど無様な戦いはしないそれなりの戦いができる人物を代表として魔宴に送り出せば、それでいいわけよ」


「そういうわけですよ、お兄さん」


　黙だまってヨルの話を聞いていたナナが、頷うなずく。


「だからナナは戦うしかないですよ」


「おかしいよ、そんなの。誰が何と言おうが、そんなのはおかしい！」


　ナイトはほとんど悲鳴のような声を上げた。


「君は『歪』に見み捨すてられたんだろう！　死ねって言われたようなものじゃないか！　なのになんでそんな、まだ戦おうとするんだ！」


「……ナナは確かに勝つと期待されてはいないです。でも、代表として無様にはできないですよ。ましてや、戦わないで逃にげるなんて、エリザベート様に申し訳わけがたたないです」


「だから、そんな連中に義理立てする必要なんてないだろう！　君が死んで、そこにどれだけの意味がある！　くだらない連中のプライドが満たされるだけで、君自身には何のメリットもない！」


「……たぶん、お兄さんにはわからないですよ」


　ナナが言う、少しだけ寂さびしそうな微び笑しようを浮うかべて。


「ナナはエリザベート様の命令なら何だってするですよ、ナナが死なない限かぎり、ナナはエリザベート様に従したがうですよ。ナナにはそれくらいしか、恩おん返がえしができないですから」


　そういうナナの眼めはまっすぐ、まっすぐ、どこまでもまっすぐに――歪ゆがんでいた。目の奥おくでは怪あやしい輝かがやきがギラギラと濁にごっていた。


　狂きよう信しん――その言葉がナイトの頭の中に浮かぶ。そう、まさしくナナはエリザベートに対し、狂信ともいうべき絶ぜつ対たい的な忠ちゆう誠せいを誓ちかっているのだ。


「ナイト、わかったでしょう。話し合いなんて最初から無理だったのよ。どきなさい。あなたはその子とは戦えないでしょう。わたし一人でやるわ」


「待ってくれ、もう少しだけ……」


「もう遅おそいですよ、お兄さん」


　ナナがそういう、ナイトの、顎あごの下で。


「え!?」


　かろうじて反はん応のうしたときには、一いつ瞬しゆんで懐ふところに潜もぐり込こんだナナの手がナイトの鳩みぞ尾おちにめり込んでいた。息を詰つまらせるも、ナイトはかろうじて受け身を取りつつ弾はじき飛ばされ、そのまま背中から壁かべに叩たたきつけられた。


「お兄さんと戦う必要は、ナナにはないですよ。だから、そこで大人しくしていて欲ほしいです」


「狙ねらいはわたしってわけね」


　前ぜん衛えい役のナイトが一瞬でやられたにもかかわらず、ヨルは悠ゆう然ぜんと立ったまま余よ裕ゆうを崩くずさない。ナナは壁に崩れるナイトから視線を外し、敵意をこめてヨルと対たい峙じする。


「ま、そ～ゆ～わけですから、ナナと戦ってもらうですよ」


「構わないわ。もともとわたしはあなたと戦うつもりだったのだから。でも気をつけなさい、わたしはナイトのように甘あまくはないわよ」


「ま、待て、ナナ……」


　ナイトが立ち上がり、二人の間へ入ろうとする。予想以上にナナの一撃は強力だった。急所へ直撃を受けたため、ナイトのダメージも小さくはない。それでもナイトは、何とかこの戦いをやめさせようと動いた。


「邪じや魔ましないで欲しいです、お兄さん」


　ナナが言い、眼にもとまらぬ速さでヨルへ肉にく薄はくする。


　今の動きを見ればわかるとおり、ナナも前衛タイプの魔ま乖かい術じゆつ師しのようであった。第二咒法を使って身体能力を強化し、敵へ接せつ近きんして白兵戦を挑いどむというのが基き本ほん的な戦法である。


　対するヨルは、典型的な後衛タイプの魔乖術師だ。後方より前衛を援えん護ごしつつ、強力な魔乖咒を展てん開かいさせるのが戦法だ。


　前衛と後衛がぶつかり合う場合、戦う距きよ離りが重要となる。互たがいの得意なレンジに持ち込んだほうが優ゆう位いに立てるからだ。そういった点から考えれば、前衛の間合いにまでナナの接近を許ゆるしたヨルの不利は否いなめなかった。


　しかし、ヨルの余裕は崩れない。ナナの小さな体が弾だん丸がんのように迫せまるのを、ヨルは正面から受け止める――ナナの右手がヨルの腹ふく部ぶへと命中。しかしヨルは平然と立っている。ナイトのように弾かれたりすることはなく、ダメージを受けた様子もない。


「残念だったわね。わたしは『闇ヤミ』系けい統とう第二咒法〈闇アン澹タンたる要ヨウ塞サイ壁ヘキ〉を恒こう常じよう展開しているの。物理衝撃はほぼ無効化できる防ぼう御ぎよ壁へき。その程てい度どの力では破やぶれないわ」


「そうでもないですよ」


　ナナは躊ちゆう躇ちよすることなく、反対の左手を振りかぶって、眼がん前ぜんのヨルへと伸ばす。ヨルは弾かれるような動きで体を回転させてナナの手から逃れたが、ヨルの洋服の一部が引き裂さかれ、あらわになった肌はだに血がにじむ。


「そうね。物理防御壁を恒常展開できる上級魔乖術師へ肉弾戦を仕し掛かける場合、体内の魔力を相手に流し込むように攻こう撃げきすることが重要だわ。わたしの防御壁を破るなんて、あなたもまんざら無能ってわけじゃなさそうね」


「ですです～」


　ナナが、腰こしを落として身構えた。このまま追撃して一気に勝負をつけるつもりか。しかしヨルはナナに対して身構えるよりも先に負ふ傷しようした腹ふく部ぶへ手を伸ばし、回かい復ふくを優先させた。


　ナナはそのスキを見み逃のがさず、地面を蹴けって一気にヨルへ迫る。ヨルは、しかし口元に笑えみを浮かべ、指を鳴らした。


「甘いわ。足もとがお留る守すよ」


　瞬間、ナナの足もとに魔法陣が浮かび上がる。地面から、巨きよ大だいな刺とげが飛び出した。真っ黒い、人間くらい簡かん単たんに串くしざしできるような大きさの刺。それがナナの足もとから無数に、勢いきおいよく飛び出してきたのだ。


「ですっ!!」


　ナナは突とつ然ぜんの事じ態たいに慌あわてて方向転てん換かん。辛かろうじて致ち命めい傷しようは避さけたが、予期せぬ方向からの攻撃に、全身に無数の傷きずができる。飛び跳はねるように回避したが、回避した先の地面からもまた同様の刺が飛び出る。ナナはサルのようにバク転しながら素早い動きで回避する。


「足もとばかり気にしてると、背せ中なかががら空きよ」


　さらにヨルが、指を鳴らす。とたん、周囲の壁にも魔法陣が浮うかび上がり、そこから次々と火球が飛び出てくる。むろん、それらはすべてナナを狙って放たれたものだ。


　足元を刺に追われ、空中で不安定な体たい勢せいのところに火球が迫り、ナナはなすすべもなく炎ほのおに包まれた。


「あぅっ！」


　一瞬体が炎に焼かれるが、ナナは体内の魔力を活性化させてなんとか炎を振ふり払はらう。しかし、そのために反はん応のうが遅おくれた。


「はい、チェックメイトね」


　ヨルが次に指を鳴らしたとき、それが決め手となった。完全に無む防ぼう備びとなったナナの横手から、強きよう烈れつな雷らい光こうが飛来し、打ちすえたのであった。ナナは身をひねってかわそうとしたが、今度は正面にいたヨルが指先から同様の稲いな妻ずまを放った。十字砲ほう火かとなり、ナナはろくに回かい避ひもできず直ちよく撃げきを受けた。全身がしびれ、身動きが取れないままナナは地面に転がった。


「前衛だからって、バカ正直に正面からかかってくるなんて愚ぐの骨こつ頂ちようよね。その程てい度どじゃ、わたしに傷一つ負わせられないわ」


　その言葉通り、先ほどナナの攻撃で傷ついた腹部も、今は治っている。ヨルの得意な回復咒じゆ法ほうが傷きず跡あとも残さず回復させたのだ。


　今ヨルが使った魔乖咒は、全すべてあらかじめ周囲に仕込んであったものだ。魔法陣じんの中に魔力を込めておけば、術じゆつ者しやの合図で任にん意いに魔乖咒を発動させることが可能なのである。


　ヨルとナイトはこの街の至いたる所にこういった魔法陣を用意して、戦いに備そなえてきたのである。それがわかっていたからこそ、ナイトはナナを止めたかった。ナナがどれだけ優すぐれた魔乖術師だったとしても、この場所で戦う限り、ヨルの優位は崩くずれないのだ。


「予想通り、大した実力じゃないわね」


　ヨルがゆっくりとした足取りで、倒たおれ伏ふしたナナへ近づく。だが、不必要に接せつ近きんするようなことはせず、ある程度の距離を開けたところで立ち止まった。


「さぁ、もう勝負はついたわ。大人しく魔道書をさしだしなさい」


「……だしたら、見み逃のがしてくれるですか？」


「苦しまないように殺してあげるわ」


　冷れい淡たんとも思える口調でヨルは言う――だが、しかたがない。相手の魔道書を奪うばったとしても、魔宴の参加者を生かしておけば、いつまた反撃を受けて奪い返されてしまうかわからない。魔宴を勝ち抜く以上、相手は必ず殺さねばならないのだ。


　だから、ナイトはそれ以上見ていられなかった。なんとかナナとヨルの間に割わり込こみ、ナナをかばうように立つ。


「ヨル、もういいだろう！　これ以上戦っても無む駄だだ」


「えぇ、そうね。わたしの勝ちだわ」


「なら、なにも殺さなくてもいいだろう！　命まで奪う必要はないはずだ！」


「……ナイト、慈じ悲ひ深いのはあなたの長所だとは思うけど、今はいただけないわ。その子は、確たしかにあなたが同情するくらい不ふ遇ぐうな生い立ちの子なのかもしれない。けれどその子の持つエリザベートへの忠ちゆう誠せい心しんは本物だわ。生かしておけば、きっとまたわたしたちの前に敵てきとして戻もどってくるわよ」


「だからってここであっさり殺すことなんてできるか！」


　ナイトは叫さけび、倒れたままのナナへ駆け寄った。


「ナナ、俺の声が聞こえるか！」


「お兄さん……です？　ナナ、負けちゃったですよ」


　全身傷だらけのナナは、見た目よりもしっかりとした声でそう答えた。


「ナナ、もういいだろう。これ以上無理をしたら、本当に死ぬぞ――もう、魔ま宴えんはあきらめるんだ。魔道書はヨルに渡わたせ。そうすればヨルだって本気で殺したりはしないし、俺がさせない。その後のことは、また落ち着いてから考えよう」


「……お兄さん、なんでナナのこと、そこまで助けようとするですか？」
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　ナナが、不思議そうにナイトを見上げてくる。


「お兄さん、ナナと昨日会ったばかりです。ナナはお兄さんにいろいろ助けてもらったですけど、ナナはお兄さんに何もしていないです。なのにどうして助けてくれるです？」


「俺は見返りを求めて人を助けているわけじゃない」


　そう、それはナイトの信念だ。自分のすぐそばに、助けを求める人間がいれば、ナイトはそれを無む条じよう件けんで助ける。それがナイトの信じる正せい義ぎと言うものだった。


「俺はナナのことを助けたいんだ。君は今まで苦く難なんの道を歩いてきた。だからせめて、この先は人ひと並なみな生活を送ったっていいんじゃないかと思う。そのためなら、俺はどんな手助けだってしてもいいと思っている。後は君の気持ち次し第だいだ。君がうなずけば、俺は全力で君を助けるように努めよう」


「……ナナは、もうわからないですよ」


　ナナは悲しそうな、それでいて今にも笑いそうな、切なそうな、複ふく雑ざつな表情となった。


「ナナ、これまでそんな風に言われたことないです。だからなんて答えたらいいか、全然わからないですよ」


「今はわからなくてもいいさ。でも、一つだけ分かってほしい。俺はナナの味方だよ、どんなことがあっても、俺は君を助けるためなら、なんだってやってのけるさ」


「ちょっと、ナイト。わたしを無む視ししないでくれる？」


　と、ヨルが腕うでを組んで不満そうな表情を浮うかべている。


「言っておくけど、わたしはその子を助けることに納なつ得とくしているわけじゃないわよ」


　そうだ。ナイトにはナナを助けるのとは別に、ヨルを説得するという非ひ常じように困こん難なんな任にん務むがあったのだ。


「ヨル、もういいだろう？　この勝負は君の勝ちだし、相手はこんなに小さな子こ供どもなんだぞ。なのに君は殺そうっていうのか？」


「魔宴を勝ち残る以上、避さけられないわ。あなただって、すでに何人か殺したことがあるじゃない。今さらそんなきれいごとを言うなんて、なんのつもり？」


　そうだ。今まで魔宴を戦い、ナイトもまた人を殺してきた。しかし、それと今回とでは状じよう況きようが違ちがう。


『先生マイステリン』と戦ったとき、ナイトには戦う以外の選せん択たく肢しはなかったし、手て加か減げんをする余よ裕ゆうもなく、結果的に殺すしかなかった。『偽ニセ』と戦ったとき、敵であるミハイルはわかりやすいくらいの悪あく党とうだったため、ナイトもあまり躊ちゆう躇ちよはなかった。


　しかしナナは違う。ナナはまだ子供だし、命令でただ戦っているだけなのだ。


　だからナイトはナナを助けようと決心していた。それはもう、誰に反対されようと絶対成し遂とげてみせると、強く誓ちかっていた。


　その最大の難なん関かんはヨルだ。ヨルを説得しないことには、ナナを助けることはできない。無む論ろんヨル相手に実力行使なんてできないし（できたとしてもするつもりは毛頭ないが）、ならば言葉で説得しなくてはならない。


　ヨルはなぜナナを殺そうとしているのか？　それは、ナナが魔宴の参加者で、『歪ワイ』の魔ま乖かい術じゆつ師しだからだ。ということは、その理由がなくなればナナを殺す必要はなくなるのではないだろうか、ナイトはそう考えた。


「ヨル……実はナナは魔宴の参加者じゃないんだ！」


「は？　あなた、いきなりなにを言いだすの？」


　ヨルは虚きよをつかれた様子だった。さすがにその言葉は予想外だったらしい。


「ヨル。魔宴の参加者は、自分が参加者だってことを証しよう明めいできるのか？」


「八祖の魔道書をもつものが代表よ。魔道書こそが、証明書みたいなものね」


「しかしナナは魔道書を持ってない」


　ナイトはナナを振り返った。


「そうだろう、ナナ！」


「です？　えっと、そうです。ナナ、本は落っことしちゃったですよ」


「は？　いったい何考えてるの!?　落っことしたって、あなた、どうする気よ！」


　ヨルが呆あきれ半分、怒いかり半分と言った様子で声を荒あらげる。それはそうだ。ヨルの目的は魔ま宴えんの勝利、ひいては魔道書の収しゆう集しゆうなのだ。その魔道書をなくしたといわれては、聞き捨ずてならない。


「ごめんなさいです。ナナ、うっちゃり本を投げたらどっかいっちゃったですよ」


　それをいうならうっかりだろうけど……投げたってことはうっちゃりでいいのかな？


「これってつまり、ナナはもう参加者じゃないってことじゃないか？」


「……だとしても、その子の忠誠心は危き険けんよ。エリザベートの命令を受ければ、いつでもわたしたちの敵てきになるわ」


「ならないさ。だってナナはもう、戦う必要はないんだから」


　ナイトはナナの方に視線を向けた。


「ナナ、もう君は戦わないでいい。繰くり返すけど、これからは人並みな生活を送ればいいんだ。それができるように俺が何とかしてやる。君が戦う場面があっても、俺が代わりに戦う！　だからもう、魔宴はあきらめるんだ」


「ナナは……ナナは……」


　ナナが苦しげに顔を歪ゆがめ、必死に、答えを紡つむぐ。


「ナナは……戦うです」


「え？」


　そのナナの言葉に、ナイトは驚おどろいたように硬こう直ちよくする。その一いつ瞬しゆんの隙すきをつき、ナナはナイトやヨルと距きよ離りをとった。


「ナナ」


　ナイトは、眼めの前の少女の名を呟つぶやいた。今のナナは、これまでナイトが見たことのない種類の表情を浮かべていた。今までのような明るい笑みでも、薄うすっぺらな笑みでもない、あえていうなら――何とも投げやりな感じの顔であった。


「ナナはですね……もうわからなくなったですよ」


　ナナは、そう呟く。ヨルとの戦せん闘とうでダメージを受けていたはずだが、その体に目立った外がい傷しようはなく、平然と立っている。


「ナナはですね、おバカさんなんですよ。だからお兄さん、そんな色んなことをナナに言われても、ナナはどうすればいいかわからないですよ」


　淡たん々たんと言う。あの張はりついたような笑みは消え、能のう面めんのような無表情が今の彼女を支し配はいしていた。


「ナナはエリザベート様の命令に従したがわないといけないです。でも、ナナに優やさしくしてくれたお兄さんのことは、ナナとってもとっても大好きです。ナナ、お兄さんとは戦いたくないですよ。でも、ナナは生きている限り、エリザベート様には逆さからえないですよ」


「ナナ、落ち着け。君はもう、戦わなくていいんだ」


「でも、ナナから戦いを取ったら何も残らないです」


　寂さびしそうにナナは言う。


「ナナは、失敗作です。『歪ワイ』の本家が作った人じん造ぞう魔乖術師、最後の生き残りがナナなのです。でも、結局魔ま乖かい咒じゆの才能がないナナは失敗作で、捨てられるところをエリザベート様に拾われたです。だからナナは、お礼にエリザベート様へ命をあげたですよ」


「ナナ？　そういうことなの……あなたはあの、試作七号の実験体？」


　ヨルが、ハッとしたようにつぶやく。


「ヨル、知っているのか？」


「話には聞いたことがあるわ。『歪』の連中がやった、狂くるった人体実験のことを」


　魔乖術師というのは、生まれもっての才能によってその能力が左右される。無論本人の努力次第でその後の成長には差が出るが、生まれつきの才能があるかどうか、それは魔乖術師にとって大きな壁かべとなっているのである。一生を魔乖咒の研究に費やしても、第二咒法までしか習得できない魔乖術師は何人もいるのだ。


　そんな才能を埋うめようとする者がいた。さまざまな魔乖咒や人体実験を繰くり返し、後天的に魔乖咒の才能を目覚めさせようとした研究を、『歪』が主しゆ導どうとなって行った。


　しかし、結果は無残だった。無理な人体実験の連続に被ひ検けん体たいが耐たえきれず、実験は失敗。『歪』に非ひ難なんの声が集中する結果となったという話だった。


「ナナは子供の時から体をいろいろいじられたですよ。最初魔乖咒の才能は全然なかったですけど、なんとか初歩の魔乖咒くらいはできるようになったです。でも、それ以上のことはできなくて、ナナは結局失敗作で、棄すてられたです。でもエリザベート様だけはナナを拾って、自分のそばにおいてくれたですよ」


　淡々と、ナナは過か去こを語る。


「ナナは恩おん返がえしをしようとしたですけど、ナナはおバカさんだったからなにもできなかったです。でも、エリザベート様はそれでいいと言ってくれたです」


　ナナがふっと、ナイトを見つめた。


「前にお兄さんが言ったこと、半分だけ当たっているです。ナナがわざとおバカさんなふりをしているってこと」


　ナナは、エリザベートに殺されるからバカなふりをしていた、ナイトはそう考えた。だが、違ちがうというのか。


「エリザベート様は、自分のそばにおバカな人間を置いておきたかったです。頭のいい人は裏うら切ぎるから、裏切らないおバカさんをエリザベート様は欲ほしがっていたです。だからナナはおバカさんになったですよ。エリザベート様に殺されたくないからなったわけではないです。エリザベート様がそう望んだから、ナナはおバカさんなんです」


　言って、ナナは笑った。あの、薄っぺらな、道化者の笑みを再さい度ど浮かべる。


「おバカなナナにできることなんてあまりなかったです。せいぜい魔乖咒を使って、エリザベート様の敵をプッ殺すことくらいしかできなかったです――だからナナが敵をプッ殺すのをやめたら、ナナはもう生きている意味がないですよ」


「そんなことはない！　ナナ、そんな悲しいことを言うな！　生きていれば、君にはきっと、まだやりたいこととか、いろいろなことが……」


「もういいんですよ、お兄さん」


　ナナは、笑ったまま肩かたをすくめた。


「もう、難むずかしいこと、ナナにはわからないです。ナナはおバカさんですから。だからもう、最後の手しゆ段だんを使うです」


　ナナが、体の前で両の腕うでを組み合わせた。


「『歪ワイ』の本家がやった実験は単たん純じゆんです――人工的な魔乖術師を作って、無む敵てきの戦せん闘とうマシーンを生み出そうとしたです。ナナは失敗作ですけど、本気になれば、戦闘マシーンにだってなれるですよ……たぶん、一度スイッチが入ったら、もう二度と戻もどれないですけど」


　ナナから伝わる気配が変わる。ナナは本気だ。本気で、これから二度と戻れない領りよう域いきへと到いたろうとしている。


「ナナ、バカなまねはよせ！」


「ナナは、お兄さんとは戦いたくないし、エリザベート様も裏切りたくないです。おバカなナナはどうしようもないから――こ～するしかないですよ」


　ナナは、やはり笑ったまま言った。


「ナナは一度スイッチが入ったら、もう周りのことが分からなくなるです、動くものすべてを殺しつくすまで止まらないですよ。それで、たぶん力を出し切ったらナナは死んじゃうです――これでエリザベート様への義ぎ理りは果たせるです。お兄さんとはできれば戦いたくないから、逃にげてくれたら嬉うれしいです」


「おい、ナナ、俺の話を聞け。他に道があるだろう！」


「ないですよ――でも、もしも、ですけど、もしも本気のナナが戦って――ナナが正気に戻ったとき、ナナもお兄さんも二人とも生きていたら、ナナ、お兄さんの言うこと聞いてあげるですよ。絶ぜつ対たいないと思うですけど」


　ナナはそういうと、体の前で組み合わせた両腕を顔の前に持ってきた。


「じゃぁ……サヨナラです、お兄さん」


　瞬しゆん間かん、ナナの表ひよう情じようが消え、元の無表情となる。同時にナナの全身が輝かがやきだす。まばゆいばかりの金色の輝きが、ナナの全身を包んでいく。


「あれは……魔法陣？」


　ナナの全身に、複ふく雑ざつな幾き何か学がく模も様ようが浮うかび上がる。服を着ていても、その下が透すけて見えるほどの強きよう烈れつな輝きを、ナナの全身が発していた。


「なんてこと……〈魔乖術師の刺いれ青ずみ〉を、全身に施ほどこすなんて」


　その光景を見て、ヨルが絶ぜつ句くする。


「単純に〈魔乖術師の刺青〉を増ふやせば魔乖咒が使えるわけじゃないのに――それどころか肉体の拒きよ絶ぜつ反応で寿じゆ命みようが縮ちぢむし、日にち常じよう生活に支し障しようが出るほどの激げき痛つうが体を蝕むしばむはずよ」


　ならば、ナナは普ふ段だんからそんな痛いたみに耐えながら生活してきたというのか？


「確かに〈魔乖術師の刺青〉があれば才能の差もある程度は埋うまるかもしれないけど、馬ば鹿かげているわ。こんなもの、背せが高くなりたいから、足の裏うらにハシゴを縛しばりつけるようなものよ。何の解かい決けつにもなってないわ」


　全身に幾何学模様を浮かべたナナが、ナイトとヨルの方へ無表情な顔を向けた――瞬間、ナイトの鼻先にナナの姿すがたがあった。


「なっ!?」


　反応する間もなく、弾はじき飛ばされる。ナナに殴なぐられたのだと気づくのと、体の奥おくまで響ひびく衝しよう撃げきを感じたのはほぼ同時だった。受け身をとるヒマもなかった。


　それでも強ごう引いんに態たい勢せいを整えるが、すでに眼めの前にナナの姿はない。と思った瞬間、背はい後ごから蹴けり飛ばされた。ナナは、とっくに背後に回り込んでいたのだ。


「ナイトっ！」


　前にいたヨルが弾かれたナイトを受け止めるが、その勢いきおいを完全に止めることはできず、二人はもつれるように地面の上に倒れた。


「ヨル、大だい丈じよう夫ぶか！」


「こっちのセリフよ、早く立って、次が来るわ！」


　その言葉が終るよりも早く、ナナは二人のすぐそばに迫っていた。大きく手のひらを開き、横なぎに振ふるう。と、飛び跳はねるようにかわしたナイトのわき腹ばらが切り裂さかれた。完全に回かい避ひしたと思ったのに、ナナの攻こう撃げきの鋭するどさの方が数段上だった。


　ナナは無表情のまま、さらに追撃してくる。ナナの攻撃が速すぎて、ナイトは反撃する暇ひまがなかった。


「なんて速さだ、クソ！」


　ナイトだって、肉体強化の第二咒法がある。『滅メツ』系けい統とうの第二咒法は、おもに肉体の瞬発力をあげるものだ。そんなものはとっくに使っている。だが、ナナはそのナイトを上回る速さで攻撃してくるのだ。その速さはもはや、視し認にんすることも困こん難なんなレベルにまで達していた。


　ナイトがかろうじて反はん応のうし、視界の端はしにナナの姿を認めた瞬間には、ナナはすでにナイトの死角まで回り込んでいる。恐おそるべき反応速度、恐るべき瞬発力だ。


　それでいて攻撃は的確。魔力を込めたナナの手足が、ナイトの急所をえぐっていく。深く決まれば致ち命めい傷しようになる攻撃ばかりだ。ギリギリで致命傷だけは避けていくナイト。だが、ジリ貧ひんである。


「ナイト、近づいて！　離はなれていたら危き険けんよ」


「固まった方がやばくないか？」


「いいからこっちへ！」


　ヨルの言葉に、ナイトはヨルとの距離を詰つめる。すかさずヨルがナイトの傷きずをふさいでくれる。


　だがその間もナナの攻撃は止まらない。恐ろしい速さで迫ってくる。それも単たん純じゆんな動きではない。そこいらの壁かべなどを利用し、自在に飛びはね、多角的にナイトたちを攻撃してくるのだ。


「あの子の戦闘センスはかなりのものね。魔乖術師としては三流もいいところだけど、この実力は評ひよう価かできるわ。ほとんど意い識しきが残っていないっていうことは、本能のみで戦っているのね――末恐ろしい子だわ」


「どうするんだ、ヨル！」


「わかっているから、騒さわがないで」


　ヨルがぼやきながら、手を振ってトラップを発動させる、周囲に魔方陣が浮かび上がり、ナナめがけて次々と襲いかかる。


　だが、最初に戦った時のようにナナの足止めをすることすらできなかった。なぜなら、全すべてのトラップがナナの通りすぎた後に発動してしまうからだ。


「なんて子なの？　自動追つい尾び発動式のトラップが、発動するより早く動くなんて――人間の限げん界かいを超こえているわ」


　大量のトラップも、それよりも早く動く人間には通用しない――ナナには、もう罠わなは効きかないのだ。


「いったい何を使ったらあそこまで速くなれるんだよ」


　ナイトは、首をひねる。自じ己こ強化の第二咒法は確かに魔ま乖かい術じゆつ師しなら基き本ほん的な技わざだ。だが、ナナの場合は異い常じようだ。ナイトの実力でも、ここまで自分を強化することなどできはしない。


「おそらくは、あの全身に施ほどこした〈魔乖術師の刺いれ青ずみ〉ね。あれをフル活用することで、あらゆる種類の第二咒法を同時に使用しているのよ」


　もはや影かげのようにしか見えないナナの体。その全身を今なお輝く文様が彩いろどっている。


「自己強化の第二咒法を恐ろしいほどの速さで連続使用することで、こんな人間の限界を超えた速さを得たのね。それだけじゃないわ。戦闘に不必要なもの――人間の感情だとか、あるいは五感も切り捨すてているようね。目は見えているようだけど、耳とか鼻とか舌したとか、そういうものはもう使っていないわ。そう言ったものすべてを切り捨てて、ひたすら戦闘能力にのみ特化した戦闘マシーン――なるほど、『歪ワイ』の研究はある意味あの子で完成されていたのね」


「ふざけるなよ」


　ナイトはナナの攻撃をギリギリでかわしながら、歯がみする。


「こんなものが完成だって？　ナナはものじゃないんだぞ！　ナナだって人間だ。その体を好き勝手にする権けん利りなんて、誰だれにもない！」


「今はそんなことを議ぎ論ろんしている場合じゃないわ。手て詰づまりの状じよう況きようをなんとかしないと」


「だが、どうやって！」


　相手が速すぎて、ナイトの攻撃もすべて空から振ぶりしてしまう。それでいて相手は確かく実じつにこちらの急所を攻撃し、体力を削けずっていく。ヨルの回かい復ふく咒じゆ法ほうとて無む尽じん蔵ぞうではないのだ。このままでは遠くないうちに限界が来る。


「ナナ、落ち着け！　もう一度俺の話を聞いてくれ！」


「言ったはずよ、ナイト。たぶんあの子はもう、音もほとんど聞こえていないはずよ。戦闘に不必要なものは全すべて切り捨てているのよ。あの子はもう、痛いたみも疲ひ労ろう感すらも感じず、ひたすら戦うことしか考えてないのね」


　確かに、ナナはもう音にも反応していないようだった。ただひたすら視界に入るナイトとヨルめがけて攻撃を繰くり返すだけである。


「ならどうするんだ？　このままじゃ……」


「手がないわけではないわ。あの子の手足を見なさい」


　そんなことを言われても、相手の姿はとてもまともに見られないのだ。それでも目を凝こらしてみれば――微かすかに見えるナナの体、その手の先が、なんだか黒く見える。ナナは雪のように白い肌はだだったはずなのに……


「どういうことだ？」


「体の末まつ端たんの毛細血管が破は裂れつして内出血しているわ。たぶんこの速度は、彼女にとっても諸もろ刃はの刃やいば。動けば動くほど、彼女自身ダメージを受けているのよ」


　そんな危険な技を使って、ナナは平気なのか!?


「平気なはずないわね。このままだと、たぶんあの子は死ぬわ。無茶苦茶な動きで目に見えるもの全てを殺しつくして――力尽きて死ぬ。使い捨ての戦闘マシーンよ。確たしかに戦闘マシーンとしては優ゆう秀しゆうだけど、一回しか使えないなんてとんだ失敗作だわ」


「なんとかできないのか!?」


　ナイトは真横にまで接近したナナめがけて手を振りおろす。なんとか力ずくで相手を抑おさえ込こめないかと考えたのだ。だが、ナナの体はナイトが触ふれる瞬間、流れるようにその腕から逃のがれ、ナイトの背はい後ごへと回りこんでいく。


「クソ！　速すぎて掠かすりもしない！」


「……大だい丈じよう夫ぶよ、ナイト。確かに速いけど、勝てない相手ではないわ。彼女の戦闘能力は脅きよう威いだけど、今回は相手が悪かったわね。あの子の力では、『闇ヤミ』には勝てない」


　ヨルが自信たっぷりにそう断だん言げんする。


「確かにこちらから手出しはできないけど、もともとわたしの『闇』は積極的に攻せめる技ではないわ。相手の体力を削けずる範はん囲い魔ま乖かい咒じゆ〈無む貌ぼうなる貪どん欲よくな晦くら闇やみ〉を展てん開かいして、後はひたすら防ぼう御ぎよに徹てつすればいいのよ。わたしの『闇』は致命傷であっても瞬時に塞ふさげるわ。あの子の場合、破壊力自体はそこまでたいしたものではないようだからね。だから急所を狙ねらった攻撃しかできないんでしょう。そうやって待ちの戦法で行けば、たぶんあの子の方が先に魔力が尽きるわ。魔乖咒の才能がない以上、魔力の総そう量りようもたいしたことはないみたいだから。このまま待っていれば、わたしたちの勝利よ」


　確かにそうすれば勝てるのかもしれない。だが、そうなった場合ナナはどうなるのだ！


　ナイトの疑ぎ問もんはわかっている、とヨルはうなずいた。


「たぶん、あの子は文字通り、死ぬまで戦い続けるでしょうね。あぁなったら自力で正気を取り戻すのはたぶん無理でしょう――あの子のことは、諦あきらめなさい」


「できるわけないだろう！　俺は、ナナを助けるって決めたんだ！」


　ナイトはこの期ごに及およんで叫さけぶ。ヨルはあきれ顔になった。


「まだそんなことを言うわけ？　そんなのはほとんど不ふ可か能のうよ。あなたの『滅メツ』にしたって、相手を破は壊かいするのに特化した力だわ。あの子を殺さずに動きを止めることなんて、できるわけないわ」


　ナイトは必死に頭を巡めぐらせて、なにか方法はないかと考えた――やがて、一つの方法に気付く。


「そうだ、ナナを倒たおした後、ヨルの魔乖咒で生き返らせればいいんだ！」


「わたしにそれをやれっていうの？」


　心底嫌いやそうにヨルが言う。こうやって二人が会話している間もナナの攻こう撃げきは休まらない。二人は何とか致命傷を防ふせぎつつ、ヨルの回復咒法を使いながら会話をしているのである。余よ裕ゆうと言えば余裕のある行動だった。


「あの子が今使っている力は自分の魂たましいを削けずって戦闘能力に変える技よ。確たしかに私の魔乖咒は肉体的な傷を塞ぐことはできるけど、魂まで傷ついたらどうしようもないわ」


　その違ちがいが、よくわからない。


「つまりね、自分が生きようという活力みたいなものよ。これがない人間は、いくら肉体の傷を治しても絶対に生き返らないわ。あの子の場合、生存本能もすべて闘争本能に変へん換かんしているのよ。そうでなきゃ、こんな自分が死ぬような技使えるわけないし」


「なら、ナナは助けられないのか？」


「そうとは限らないわ。倒れるまで待って、それを回復させれば彼女は生き返るでしょうよ。それで――またわたしたちに襲おそい掛かかってくるだけよ。その戦法を使うにしたって、一度彼女を正気に戻さないとダメね」


　無理だろうけどね、とヨルが言外に付け加える。だが、ナイトはその言葉で充じゆう分ぶんだった。可能性があるなら、それに一いち縷るの望みを託たくすのみだ。


「ヨル、俺と勝負しよう」


「なによ？」


「もしも俺がナナを正気に戻すことができたら――ナナを救ってやってほしい。ナナも言っていた。俺とナナが生き残ったら、ナナは俺の言うことを聞くって。ナナを正気に戻せなかったら、その時は俺も諦める。どうだ？」


「……いいわ。できるというなら、やってみなさい。最低限骨ほねは拾ってあげるから」


　ヨルが、うなずく。ナイトを押おしとどめるのは不可能だとわかっているのだろう。


「あぁ、ヨル。できるだけ援えん護ごをしてくれ」


　言って、ナイトが動いた。自分から駆け出し、ナナを誘さそい込む様に挑ちよう発はつする。


「こっちだ、ナナ！」


　ナナはそのナイトめがけて迫せまってくる。もともと今のナナにそこまで複ふく雑ざつな思考はできないだろう。ただ単に、目立った動きをする相手を優ゆう先せん的に倒そうとしているだけだ。だが、今はそれでいい。


　ナイトも肉体強化の第二咒法を最さい大だい限げんにまで使用する。それでもナナの動きについていくことは不ふ可か能のうだが、今はしかたがない。


　ナナが迫り、ナイトの背せ中なかを切り裂さいた。鋭するどい痛いたみに、ナイトの動きが鈍にぶる。ナナはすかさず追撃をかけ、ナイトの全身を切り刻きざんでいく。


〈魔ま乖かい術じゆつ師しの刺いれ青ずみ〉を持たないナイトは、どうしても魔乖咒の展てん開かいが遅おそくなってしまう。まして相手は恐おそろしい速さを誇ほこるナナだ。展開の遅さはどうしようもない。


　しかし、それでも、ナイトは諦めない。全身を切り刻まれる痛みに耐たえながら、ナイトはナナの動きを眼めで追う――無む論ろん、そんなことをしてもナナの動きに追いつくことはできない。でも、それ以外にナイトに打つ手はないのだ。


「ナナっ！」


　叫び、両手を広げ、目前まで迫るナナを取り押さえようとするが――ナナは恐ろしい勢いで急転てん換かん。物理法ほう則そくを無む視ししているようにしか見えない鋭えい角かく的な動きでナイトを回かい避ひ、背後へと回りこんでいく。当然、ナイトの手は空振りする。


「くそっ！　まだまだっ！」


　全身の傷が増えていく。ヨルと離れたため、回復咒法も間に合わない。ナイトはその痛みに耐え、ひたすらナナの動きを眼で追う。


「しかたないわね、ナイト――一度だけ手助けしてあげるわ」


　ヨルが、指を鳴らす。瞬しゆん間かん、壁かべから闇やみ色いろの鎖くさりが飛び出した。捕ほ縛ばく魔ま乖かい咒じゆである。ナナを捕つかまえようと鎖が伸のびるが、ナナはそれをあっさり回避。


　だが、そこからが違った。ナナの進む先に、またも別の鎖が迫る。それだけではない、ナナを囲むようにして、四方八方から無数の鎖が伸びてきたのだ。周囲に用意したトラップ全すべてをヨルは発動させたのだ。


　でも、それでも、それだけの数をもってしてもナナは止まらない。わずかな鎖の隙すき間まを瞬時に見み抜ぬき、常識離れした動きで縫ぬうようにして鎖を回避する――だが、直線的に動くことができなくなった分、ナナの動きがわずかに鈍る。


「ナナぁぁぁっ!!」


　必死に、遠ざかるナナへと手を伸ばす。後少し、後少しでその手が届とどく。だが、ナナはナイトが手を伸ばすよりも早い動きで遠ざかる。後少しだというのに。


「こなくそがっ!!」


　吐はき捨すて、ナイトは右手を指先まで懸けん命めいに伸ばし、地面を蹴けって必死にナナを追った。ナナは、すり抜けるようにして抜けていく――が、必死に伸ばしたナイトの指先が、わずかにナナの服に触ふれた


「だぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ!!」


　ナイトの極きよく限げんまで強化された筋きん力りよくが、ナナをとらえる。それは技でもなんでもない、ただの力技である。わずかに触れた指先、人差し指と中指の間にわずかにナナの服の端はしをつかみ、腕うでずくで引きよせたのだ。『滅メツ』の魔乖咒で強化されたナイトの握あく力りよくは、石ころを握にぎりつぶすくらいの力がある。その圧あつ倒とう的な力でナナの小さな体を引き寄せたのである。


　しかしナイトが摑つかんでいるのは服の端だ。ナイトのパワーに生き地じが耐えきれず、ナイトの摑んだ部分がビリっと破やぶける。だが、引き寄せられる感覚に、ナナの動きがさらに鈍るのが感じられた。


「だぁぁぁぁぁぁぁ!!」


　前に倒れ込みながらさらに反対の腕をナイトは伸ばした。こんどこそ、ナナの肩を、左腕がつかんだ。一度つかんだら、二度と放さない。ナイトは強ごう引いんにナナを引き寄せながら、体勢を入れ替かえ、相手の背後へと回りこんだ。


「このままっ!!」


　体を入れ替えながら両手を素早く動かす。ナナの脇わきの下に手をいれ、片かた腕うでを上に固定しながら後頭部を押さえ、反対の手を首くび筋すじにいれ、ナナの襟えりをつかむ。いわゆる片かた羽は絞じめというやつだ。両腕に力を込め、ナナの細い首を一気に絞しめ上げる。


「ゲ、ゲホッ!!」


　当然ナナとて大人しくはしていない。背後から組みつかれながら、恐ろしい勢いで抵てい抗こうしてきた。的確にナイトの足の甲こうを踏ふみつけたり、向こう脛ずねにカカトを打ち込んだりと、背後から組みつかれた時の対たい処しよ法を心得ている。だが、ナイトだってそんな簡単に解かい放ほうしたりはしない。必死にナナの抵抗を抑おさえ込もうとする。


「ゲグギャルゲァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァ!!」


　ナナの喉のどから、およそ人間の発する声とは思えない音が響ひびき、暴あばれまくる――ナナの指が、首に回されたナイトの腕につきたてられる。小さな子こ供どもの手だが侮あなどってはいけない。指先に魔力を込め、日本刀のような鋭さと切れ味を秘ひめた指先なのだ。ナイトの腕の皮ひ膚ふをたやすく食い破り、ゴッソリと文字通り肉をえぐり取っていく。その痛みに一瞬手の力が抜けかけるが、ナイトは唇くちびるを食いしばり、両腕の筋肉を一気に収しゆう縮しゆくさせる。腕から鮮せん血けつが水道のようにこぼれおちるが、ナイトは腕の力を全く緩ゆるめはしなかった。


「エホッ、ゲホッ、ゴホッ！」


　ナナが、激はげしくせき込んでいる。だめだ、絞め技がうまく決まっていない！　単たん純じゆんに気管を絞めているだけだ。これでは相手は苦しいだけだ。


　無論息ができないのだから、遠からぬうちにナナは気き絶ぜつするだろう。しかし絞め技とは気管を絞める技ではない。首の頸けい動どう脈みやくを絞めることで脳のうへの血けつ液えきの供きよう給きゆうを停止させるのが本来の目的だ。息ができなくても人間はしばらく抵抗できるが、頸動脈を堰せきとめられればものの数秒で意識を失う。


　ナイトはナナの首に回した手を微び妙みように動かし、もう一度絞め上げる。ナナの体が小さい上に首も驚くほど細いので、感覚がいまいちつかめないが、今度こそ確かな手ごたえが返ってきた。


「アッ、アッ……」


　脳への酸さん素そ供給が止まれば人間はすぐさま失神する。まして、ナナのように激しく動き回って大量の酸素を体が必要としている時にやられれば効こう果かはてきめんだ。いかに肉体を強化しようと、ナナはあくまで人間に過ぎないのだから。


　ナナは一瞬体を痙けい攣れんさせ――ナイトの腕をつかむ両手から力が抜け、だらりとナイトに自重を預あずけてきた。失神したのである。


「これで……よし」


　ナナの体を解放し、地面に横たえる。苦しげな表情で目を閉とじるナナの体に大きな外がい傷しようはないが、手足は内出血で変色している。危あぶないところだった。取り押さえるのがもう少し遅おくれていたら、この手足は二度と使いものにならなくなっていたかもしれない。


「よくもまぁ、そんな無茶をしたものね」


　心底呆あきれた、と言った様子でヨルが近づいてくる。それでもそこまで心配していた様子はない。実力的に考えれば、一対一で正面から戦う場合、ナイトが負ける相手というのはほとんどいないのだ。たとえ本気のナナが相手でも、同じことである。


「あぁ、これしか方法がなかった。でも、少し貧ひん血けつに……」


「バカね。早く腕を出しなさい」


　ヨルの回かい復ふく咒じゆ法ほうで、傷だらけの腕を再生してもらう。抉えぐられた肉ごと再生され、ナイトの腕は元通り傷一つ残りはしない。出血が多かったので少し貧血気味ではあるが、とりあえずは問題ではない。


　ヨルは失神するナナの小さな体をちらりと見た。


「これで、大だい丈じよう夫ぶだと思うの？」


「ナナを正気に戻すには、こいつが一番だと思ったんだ。一度脳への血液供給が途と絶だえてしまえば、起き上がる時に意識が戻るんじゃないかって。まぁ、ゲームのリセットスイッチを押すみたいなものだな」


「人間とゲーム機を一いつ緒しよにしないでよ。これで正気に戻ってくれればいいんだけど……」


　少し迷まよった素振りを見せた後、ヨルは指を鳴らした。ナナの体が淡あわい光に包まれ、手足が元の色へ戻っていく。


「ヨル？」


「……一応内出血とかは治しておいたわ。でも、これでこの子が元に戻らなかったらいよいよ打つ手なしよ」


「あぁ、わかっているさ……」


　ナイトとヨルは並ならび立ち、静かに物言わぬナナの姿すがたを見下ろしている。すでにナナの体に傷はない。脳への血液供給が再開されているのだから、まもなく意識を取り戻すはずだ。


　ナイトはナナの傍かたわらに膝ひざをつき、上半身を抱かかえ起こしてやると、意識を取り戻すように活を入れてみた。うすぼんやりとナナの目が開き、ナイトの方を向く。


「あ、あ……」


「ナナ、俺がわかるか！　正気に戻ったか！」


　ナナの顔を、ナイトが覗のぞきこむ。だが、すぐ横のヨルは気づいていた。そのナナの眼めの奥おくに浮うかぶ空くう虚きよな光の存そん在ざいに。


「ナイトっ！」


　横からナイトを突つき飛ばす。ナナが抜き手をナイトの腹ふく部ぶへつきたてたのは、同時だった。ナイトの内ない臓ぞうがえぐられる。事じ態たいをいち早く悟さとっていたヨルがすかさずその傷をふさいだため、ナイトにダメージはない。


　ナナは座すわった体たい勢せいから後ろへバク転しながら起き上ると、再ふたたび目にもとまらぬ速さで地面を駆け出した――最悪の事態に、ナイトは呆ぼう然ぜんと硬こう直ちよくしている。


「……ダメだったわね」


　ナイトが認みとめられない現げん実じつを、ヨルがはっきり言葉にした。


「わたしももしかしたらうまくいったかと思ったけど……ダメね。『歪ワイ』のクライン家が生み出した殺さつ戮りく機械は、わたしたちが考えているよりも優ゆう秀しゆうだったというわけね」


「クソがっ、クソ、クソ、クソ、クソ!!」


　ナイトは半分泣きそうな顔で毒づきながら、ナナの鋭するどい攻こう撃げきを防ぼう御ぎよする――今度こそ、ナナを救えると思ったのだ。これで助けることができると思ったのに、またなのか!?　またしても、ナイトは護まもりたいものを護ることができないというのか!!


「ヨル、俺は、俺はどうすればいいんだよ……」


「……わたしの魔乖咒でも、あの子を正気に戻すことはできないわ。あの子が正気を取り戻さない限かぎり、あの子を助けることはできない。でも、肉体の限げん界かいを超こえてもなお、あの子の体は修しゆ羅らとしての戦いを求め続ける――打つ手なしね」


「ナナ！　もうやめてくれ！　俺たちが戦う必要なんてないはずだろう！　俺たちと一緒に来れば君はもう戦わなくていい！　君の好きな缶かん詰づめだって毎日食わせてやる！」


　風のような速さで迫せまるナナが、ナイトの肩かた口ぐちを切り裂さき、また離はなれていく。ナイトの言葉は、ナナにとってなんの意味もない。


「無む駄だよ、ナイト。さっきも言ったとおり、あの子はたぶん、声なんてほとんど聞こえてないわ。説得は無理よ」


「でも、なら、どうすればいい！」


「……聴ちよう覚かく、嗅きゆう覚かく、味覚、触しよつ覚かくも、もうほとんど生きていないでしょうね。外界から受ける唯ゆい一いつの刺し激げきは、視覚のみ、ってことかしら？　もしも手があるとしたら、彼女にとって、なにか強きよう烈れつな印象のあるものを見せるしかないわね」


「強烈な印象？」


「えぇ、過か去この思い出か、何か彼女にとって縁えんの深いものを見せて、彼女の眠ねむる自じ意い識しきを呼よび起こすしかないでしょうね。もちろん、言うほど簡かん単たんにできることじゃないけどね」


　そんなことはわかっている。でも、それしか方法がないというなら、ナイトは全力でその方法を試ためすだけだ！


　しかし、ナナにとって思い出のものとはなんだ？　なにしろナナとナイトは出会って一日しかたっていないのだ。ナナの思い出など、ナイトが知る由もない。


　いや、待て。ナイトはナナの様子を思い出す。そうだ、もしかしたら、あれなら……ナイトの頭の中に、一つの策さくが思い浮うかんだ。


　ナイトは早口で、自分の考えをヨルに伝える。ヨルはそれを聞いて、疑うたがわしげに首をひねった。


「効果があるかはわからないけど……それ以外に打つ手もなさそうね」


「あぁ、やるしかない」


　それだけで二人は結論を出した。ナイトは踵きびすを返し、ある方向へと駆けだしていく。


「ナナ、こっちだ！」


　ナナにその声は聞こえないだろうが、素早く動くものをナナは本ほん能のう的に襲おそってくる、案の定。ナイトの後をナナが追つい跡せきしてくる。ヨルはそれに少し遅おくれて二人の後を追う。人ひと払ばらいの結界の効こう果か範はん囲いを調節し、目的地までを範囲に含ふくめるようにする。戦いの場は、街中から東へとうつっていく。


　すぐ背はい後ごまで迫ったナナの攻撃を走りながらかわしているものの、基き本ほん的にナナの方が足は速い。ナイトとて脚力は魔乖咒で強化しているが、今のナナとは比くらべ物にならないレベルだ。自然、ナイトの全身に新たな傷が刻まれていく。それでもナイトは足を緩ゆるめるわけにはいかない。ひたすら目的地へ向かって、進んでいく。


　たどりついたのは、巨きよ大だいな橋はしである。片側三車線の大型の鉄橋。だが今は人払いの結界の効果で人っ子一人おらず、道路の端はしには無人の車が乗り捨すててあるという奇き妙みような光景が広がっていた。


　赤あか霧ぎり市の中央を流れる水すい天てん主しゆ川。その河か口こう付近にある橋である。ここがナイトの、目的地だった。


　その橋の中央までナナを誘い込んだナイトは、大きく跳ちよう躍やくして橋の欄らん干かんに飛び乗った。


「さぁ、こい、ナナ！」


　ナナは、迷まよわず一直線にナイトめがけて突つっ込んでくる――そうだ、今のナナは、ナイトに正面から迫るしかない。


　ナナの戦法は単たん純じゆんだ。圧あつ倒とう的な速度で敵てきを翻ほん弄ろうし、常じよう軌きを逸いつした機動力で相手の背はい後ごへと回り、急所をえぐる攻撃をする――その速さに反応できないナイトでは、ナナとまともに戦うことができない。


　しかしこうやって橋の手すりに飛び乗れば話は別。ナイトの背後には文字通り、なにもないのだ。空を飛べるわけでもないナナは、いくら素早くとも、これでは背後へ回り込むことは不可能だ。どうしても正面から攻撃せざるを得ない。


　それがナイトの狙ねらいだ。目の前に一いつ瞬しゆんでナナが迫り、その鋭い指先を胸むねへつきたてようとしてくる――かろうじて、反応することができた。ナイトはその瞬間をねらって、背後の空間へと跳とび出したのである。


　ナナは突っ込む勢いそのままにナイトの胸へ手をつきたてる――ナイトの胸に穴あなが穿うがたれたが、浅い。背後へ飛んで勢いきおいを殺したからだ。それどころか、ナイトは自分の胸へ伸のびたナナの小さな腕うでを、しっかりと握りしめる。


　空中に躍おどり出たナイトの体は自然、重力に引かれるままに落下していく。そのナイトが腕をつかんだナナも同様である。橋の欄干から水面までは、三階建ての家くらいの高さがある。それだけの距離を落下した後――二人は水中へと没ぼつした。


　満まん潮ちよう時じだったので予想以上に川は深かったが、河口付近なので流れはそれほどでもない。水中に沈しずんだナイトは、冷静に状じよう況きようを分ぶん析せきした。服を着たままなので体に布ぬのがまとわりつく感覚が何とも奇妙に感じられたが、泳ぎは割わりと得意な方なので大丈夫、別に溺おぼれたりはしない。


　問題は目の前のナナだ。ナイトと同様に水中に落ちたナナ。濁にごった水ごしに見えるナナは、苦しげに両手を振りまわしている。痛つう覚かくはないのかもしれないが、息苦しさは感じるらしい。ナナは無む駄だに手足をバタバタとさせ、やがて口から無数の泡あわを吐はき出す――一目でわかるくらいにはっきりと、溺れていた。


　水が嫌きらいで、一人で風ふ呂ろも入れないような少女だ。今の状況が彼女にどれだけの苦痛と恐きよう怖ふをもたらしているかは想そう像ぞうもつかない。しかし、ナイトにはこれくらいしか思いつかなかったのだ。ナナにとって強烈な印象のあるものと言うと。


　ナナの体を包むのは水。ほぼ無む尽じん蔵ぞうとも思える大量の水が彼女を包み、彼女から酸さん素そを奪うばい、彼女から自由をも奪っていく。ナナの顔が苦痛と恐怖に歪ゆがみ、必死に上へ行こうと手をのばすが、彼女の小さな体は川底へ沈んでいくばかりである。


　最後に大きく開いた口から巨きよ大だいな泡を吐き出し――ナナの抵てい抗こうが弱まった。


　ナイトはすかさずナナの手をしっかりとつかみ、水面めがけて力強く泳いでいく。小こ柄がらなナナの体は予想通り軽く、大した荷物ではなかった。


「ぶはっ！」


　水面に顔を出して、ナイトは大きく息を吐く。さすがに少し息苦しかったので、空気がひどく美味おいしく感じる。片手につかんだナナも引き上げ、そのまま彼女の頭が水上に出るように、持ちあげてやる。


「おい、ナナ！　しっかりしろ！」


　揺ゆさぶってやる。ぐったりしたナナの口から水が流れ出て、ぼんやりしたナナの眼めに光が戻もどる。


「お兄さん……です？」


　そうつぶやくナナの声には、確たしかに意い志しの力がこもっていた。


「ナナ！　大丈夫か！　俺おれが誰だれかわかるか！」


「お兄さん、です……あっ、ナナ水の中にいるですよ！」


　今さら気づいたようにナナは目を固くつむり、ナイトにしがみついてくる。


「死ぬ、死ぬです！　ナナ、死んじゃうですよ！」


「大丈夫だ、死なないから、そんなにしがみつくな、泳ぎにくい！」


「です～」


　半分泣きそうな声でナナが叫び、ナイトの首に回した手がますます強くしまってくる。こうもしがみつかれては泳ぎにくいが、魔ま乖かい咒じゆで身体能のう力りよくは強化してあるので、溺れることはない。ナイトはナナにしがみつかれたまま強ごう引いんに、河原かわら目指して泳ぎ出した。





　ヨルにも手伝ってもらい、ナイトとナナは無事河か川せん敷じきまで上がることに成功した。そしてナイトの企たくらみ通り、水に関するトラウマが刺し激げきされたナナは意識を取り戻した。


　そう、確かにそこまでは計画通りだった。しかしその後のことは計画外である。


「うっ、ぐすっ、ひっ、うえぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇん！」


　無事に岸に上がったナナは、助かったと安あん堵どするや地面に座すわり込こみ、声をあげて泣き始めたのだった。
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「うぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇん!!!」


　顔をくしゃくしゃにして涙なみだ駄々漏ぬれ、本気で泣いている。ナイトは何だかいたたまれない気持ちになって、ナナにどんな声をかけたものかと固まっている。


「ちょっと、ナイト。なんとかしてよ、この子」


　ヨルが耳をふさぎながら言う。


「俺がか？」


「あなたのせいでしょ、どう考えても」


　理不尽だ、とは思ったが、確かに原げん因いんはナイトにあるのでしかたがない。ナイトは泣きじゃくるナナに近づいた。


「その……なんだ、ナナ？」


「うぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇん!!」


「えっと、まぁ落ち着いて……」


「うぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇん!!」


「……すまん、俺が悪かった！」


　なにを言えばいいのかわからず、結局謝しや罪ざいの言葉しか言えなかった。


「ひっく、ひっく……ナナ、本気で怖こわかったですよ？　本気で死ぬかと思ったですよ？」


　死ぬ覚かく悟ごでナイトたちと戦ったんじゃないのか、とか思ったけど、さすがにこの空気でそんなことを口にすることはできず、ナイトはうなずいた。


「あぁ、悪かった。君を正気に戻すにはこうするしかなかった」


「最悪です。ナナ、三さん途ずの川で溺おぼれたかと思ったですよ」


　一歩間ま違ちがえたら本当に三途の川だった――とは思ったが、もちろん口には出さない。


「と、ともかくだ。無事だったからよかったじゃないか。そして君も俺たちもこうやって無事で、戦いも終わった。俺の言ったとおりになっただろう！」


　と、ナイトは強引に話をまとめることにした。そうしないと、このままではナイトが一方的に悪者にされてしまいそうだったからだ。


「……本当に、お兄さんナナのこと護まもってくれるですか？」


　手の甲こうで涙をぬぐい、ナナがそうつぶやく。


「本当に、絶ぜつ対たい、ずっと、一生ナナを護ってくれるですか？」


「もちろんだ」


　ナイトはうなずく。そう、ここは絶対に、肯こう定ていする場面なのだ。


「もう君はこれから先、二度と戦わなくていいんだ。もう魔乖咒なんかに関かかわる必要はない、人ひと並なみな生活を送ればいいんだ」


「安やす請うけ合いしちゃって、まぁ……」


　ヨルが呆あきれた様子で肩かたをすくめる。ナイトはそちらを振ふりむいた。


「ヨル！　ナナは正気に戻ったんだから、約束を守れよ」


「あぁ、はいはい。不本意だけど、わかったわよ。その子のことを助けるのにわたしも協力すればいいんでしょう？」


　言いながら、ヨルは内心重い溜ため息いきを吐ついた。なんていうか――ひどく、自分がバカみたいだった。


　こっちは本家の命令に板いた挟ばさみにされてナイトのことをどうすればいいのかさんざん思い悩なやんでいたのに、ナイトときたら、敵の魔乖術師を助けようなんてトンチンカンな事を言って、本当に助けてしまった。これでは悩んでいた自分の方がただのバカではないか。


　自分は少し難むずかしく考えていたのかもしれないな、とヨルは思った。


　もっと正直に、自分の信念に正直に向き合っていけばよかったのかもしれない、と今さらのように思う。現げんにナイトはそうしているのだ。ならば自分もそうすればいいのではないか――ここ最近悩んできたことの答えが、これである。ここにたどりつくまで少し回り道をしてしまった気もするけれど、この解かい答とう自体はそんなに悪くない答えに思えた。


「……お兄さん、ありがとうです。ナナ、お兄さんのこと好きですよ、大好きです」


　唐とう突とつに、ナナはそんなことを言う。


「お兄さんはとってもいい人で、とっても優やさしいです。だからナナはそんなお兄さんのことが大好きです。一いつ緒しよに暮くらそうって言ってくれて、本当にうれしいですよ」


「おい、ナナ？　急にどうした？」


「エリザベート様より先にお兄さんと出会ってたら、ナナ本気でお兄さんに命あげていたですよ。でもですね、ナナの命はもうエリザベート様にあげちゃったですよ」


　その時、ヨルがハッと顔をあげ、周囲を見回した。なにか、不ふ穏おんな空気を感じたのだ。肌はだが焼けつくような、ノドがひりつくような、奇き妙みような気配。


「あぁ、ごめんなさい、ほんとうにごめんなさいです」


「おい、ナナ。いったい何を言っているんだよ？」


　ナイトが首をかしげ、頭を下げるナナに近づく。ナナはそこでナイトを見上げる。その顔は、今にも泣きそうな、今にも笑いそうな、奇き妙みような表ひよう情じようだった。


「おバカさんなナナは、最後に一つだけエリザベート様に逆さからうですよ」


　ドン、とナナは両手でナイトの体を押おした。そんなことをされるとは思ってもいなかったナイトは、そのまま数歩後あと退ずさる。瞬間、声が響ひびいた。


「禍まがれ」





　ナナの腕うでが、四つ折りにされた。


「なっ！」


　そこはたった今までナイトが立っていた空間である。その空間が、捻ねじ曲がった。そう表現するしかない現象だった。空間自体が歪ゆがみ、その空間に入っていたナナの腕までもが捻じ曲げられた。ゴキッと、硬かたいものが折れる音。人間の腕が、本来曲がるはずのない場所で、あらぬ方向へねじれている。


「ナイト、気をつけて！　近くに別に魔ま乖かい術じゆつ師しが！」


　その気配を感じたヨルが、叫ぶ。だが、ナイトは反はん応のうできなかった。なぜなら、その時にはもう、眼めの前に彼女がいたからだ。


　それは豪ごう奢しやな女だった。金銀財ざい宝ほうを惜おしげもなく使った装そう飾しよく品ひんを全身にちりばめた、派は手でな女。長身な上にヒールの高い靴くつを履はいており、ナイトよりはるかに背せが高い。一八〇センチを軽く超こえているだろう。尊そん大だいな態たい度どで、反り返った姿し勢せいでたたずむ女。


　その女は、今までいないはずの女である。だが、気づいた時にはその場にいた。まるで、いきなりその場に湧わいて出たように。


「エ、エリザベート様……」


　両腕が折れ曲がり、痛いたみを感じていないはずがないのに、ナナはそんなことも忘わすれ、眼の前に立つ女を呆ぼう然ぜんと見上げている。その名を聞き、ナイトはハッと気づいた。


　ではこいつが、こいつこそが、『歪ワイ』、最さい狂きようの魔乖術師、『狂キヨウ濫ランの螺刃ネジ』エリザベート・ゾフィー・ジノ・クライン！


「ナナ、あんたって本当にバカね。いつもあんたのことをバカだと思ってはいたけど、ここまでバカだったなんて、今回ばかりは呆れたわ」


　エリザベートは、片かた手てにやはり豪奢な飾かざりのついた日ひ傘がさをさしていた。そのために、ナイトの位置からは彼女の顔を見ることができない。顔の見えない女は、淡たん々たんと告げる。


「あんたが今、あそこでこいつにしがみついていれば、あたしはあんたもろともこいつを、捻ひねり殺してやることができたのよ。なのになんだってあんたは失敗してるの？」


「ごめんなさいです」


「あぁ、もううんざりよ。あんたが役に立ったことなんてないけど、今回ばかりはさすがに呆れて言葉も出ないわ」


「ごめんなさいです、エリザベート様。どんな罰ばつもナナは受けるです」


　――今の話を聞く限かぎり、エリザベートはナイトを、ナナもろとも殺そうとしていた。それをナナがナイトを突つき飛ばしたために失敗した――つまりは、そういうことらしい。


「エリザベート!!」


　怒いかりが頭に血を上らせ、気づいた時にはナイトはエリザベートに殴なぐりかかっていた。日傘をさしたまま、エリザベートはナイトに視線を向けようともしない。


「うるさい虫けらがいるわね。ナナ、場所を変えるわよ」


　エリザベートがナナの頭に手を乗せた――ら、二人の姿すがたが忽こつ然ぜんと消えた。現あらわれた時と同様に、かき消すように消えてしまったのである。


「空間跳ちよう躍やく」


　ヨルが、悔くやしげにつぶやく。


「『歪ワイ』の魔ま乖かい咒じゆを操あやつるエリザベートは、万物を捻じ曲げることができるわ。その能力は空間すらも歪め、瞬間移い動どうをも可能にするほどよ」


「そんなことができるのか!?」


「そのせいで、一瞬でここまで接せつ近きんされてしまったのね。ただ、そこまで長距きよ離りを移動できるはずはないけど……」


　ヨルが、少し周囲を探さぐるように見回した。


「……いたわ。少し離はなれた場所に、あいつの気配が……」


「ナナ!!」


　ナイトは駆けだしていた。ナイトにもはっきりと、二人の気配は感じられたからだ。そこまで離れてはいない、走って数分の距離だろう。


　今までの話を聞く限り、エリザベートがナナに対してこれからどんな仕打ちをするのか、想そう像ぞうに難かたくない。だからナイトは必死になって、その場所へと急ぐのであった――ナナを救うため、ナナを助けるため、約束を守るために。








「ねぇ、ナナ。あたしはこれでもね、あんたのことにはなにかと目をかけてきたつもりなのよ？　ねぇ、わかってるの？」


　人気のない空き地に、エリザベートとナナはいた。エリザベートは日傘を片手に悠ゆう然ぜんとたたずみ、ナナはその足もとに跪ひざまずいている――そんな構こう図ずである。


　エリザベートは恐きよう縮しゆくするナナを前に、ことさら優やさしい声こわ色いろで続ける。


「あんたって子は、バカで、バカで、どうしようもないバカで、救いようのないバカで、生きる価か値ちのないバカで、存そん在ざいすら許ゆるされないバカで、バカの中のバカだったけど、あたしはとっても優しいから、あんたを殺さないでおいてあげたのよ、ねぇ、わかってる？」


「……エリザベート様はとっても優しい人です」


「そうよ、あたしはねぇ、とっても、とっても、とぉぉぉぉぉぉぉぉっても優しいのよ。でもねぇ、さすがのあたしも、今回ばかりはいただけないわ」


　優しい、子こ供どもをあやすような口調で言うエリザベート。そこでエリザベートはナナの髪かみの毛をわしづかみにするや、強ごう引いんにその顔を自分の方へと持ち上げた。


「てめぇ、自分のしたことがわかってんのか、あぁんっ!!　なんてことしでかしてくれたんだよ、このクソ虫が！　ゴミクズの分ぶん際ざいであたしに逆さからおうってのか！　てめぇ、いつのまにそんなにえらくなったんだよ！」


　荒あら々あらしく怒ど鳴なりつけるエリザベート。ナナは苦しそうに顔を歪め――かすれるような声を漏もらした。


「ご、ごめんなさいです、エリザベート様」


「謝あやまりゃすむ話じゃねぇんだよ！　クズのくせに、ウジ虫むしのくせに、あたしの命令一つまともにこなせねぇのか、てめぇ、本当に存在の価値ねぇな。撚ひねり殺してやろうか」


　怒りを通り越こして冷え冷えとした声になるエリザベート。


「エリザベート様……ナナは、もう、わからなくなったですよ」


　ナナが、言う、かすれる声で、泣きながら告げる。


「エリザベート様にナナは逆らえないです。でもナナはお兄さんのことも殺したくなかったですよ。ナナはどうしたらいいのかわからなくなったですよ。だから……」


「だからあたしを裏うら切ぎった、そう言いたいの？」


　エリザベートが、ナナの頭を解放した。


「エリザベート様。ナナはおバカさんだからもうどうしたらいいかわからなくなったですよ。だから、教えてほしいです、ナナはどうすればいいですか？　ナナはどうすれば許してもらえるですか？　ナナはエリザベート様を裏切りたくないですよ。でもお兄さんと一いつ緒しよにいたいですよ、どうすればいいですか！」


　それは――ナナが初めて口にする願望だった。


　ナナは基き本ほん的に自分の希望を口に出すことはない少女である。やりたいことや欲ほしいものがあっても、自分から口にすることは少ない。ましてや、自分の主あるじであるエリザベートに対してそんなことを言うことは今まで一度もなかった。


　それが今、こうしてそんなことを口にしている――エリザベートは、真っ赤な舌したで己おのれの唇くちびるを舐なめた。


「ナナ、それがあんたの気持ちなの？」


「ナナは、ナナは、もうわからないですよ」


　自分自身がなによりわからない、ナナはそう言う。


「ナナ……そう、あんたもそうやってあたしから離れるのね」


　エリザベートが足を振ふり上げ、ナナの右手を踏ふみつけた。先ほどエリザベートの魔ま乖かい咒じゆで複ふく雑ざつ骨こつ折せつした腕うでである。そんなことをすれば、当然とんでもない激げき痛つうが走る、が、ナナは唇を強く嚙かんで、かろうじて悲鳴をこらえた。


　エリザベートはナナの片腕を踏み、そのまま踏み砕くだくつもりでギリギリと足を動かす。


「ナナ、ならあたしも正直に教えてあげるわ。あんたなんかね、こっちからお払はらい箱よ。あんたなんか最初から最後までいらない子だったのよ」


　ナナは、衝しよう撃げきに硬こう直ちよくする。腕から伝わる激痛が原げん因いんではない。そんなものとは比くらべ物にならないほどの衝撃が、主の口から告げられる。


「腐くされ虫けら風ふ情ぜいが、あたしのそばによるな。あたしの足もとを這はい蹲つくばるだけでうっとうしい、本当に邪じや魔までしょうがなかった。そんなあんたが今さらどこへ行こうとあたしは知ったこっちゃないわ。どこへでも消え失うせるがいいわ」


「エリザベート様ぁ」


　ナナは泣きながら、自分の主――いや、かつての主を見上げる。


「だからあんたがどこへいこうが、あたしの敵てきのそばにいようが、あたしは一向に構かまわない。だってあんたなんかもういらないもの。勝手にするのね」


「ナナ、本当に好きにしていいですか？」


　ナナは、信じられない、と聞きかえした。


「好きにするがいいわ。でもね、ナナ。一つだけ忘れないでほしいわ。あんたは、けじめをつけないといけない」


　エリザベートが口元に酷こく薄はくそうな笑みを浮かべた。心底嬉しそうな微び笑しようをこぼしながら続ける。


「あんたはあたしを裏切った――その落とし前をつけないといけないわよねぇ？　わかるでしょ。あたしはねぇ、あんたにお仕置きしないといけないの。そのお仕置きがすんだ後なら、あんたはどこへでも、好きな場所へ行けばいいわ」


「です。ナナは、エリザベート様のお仕置きを受けるです」


「いい返事ね」


　笑いながら、エリザベートは片かた手ての指を拡ひろげた。


「五回よ。あたしのお仕置きを五回受けて、それに耐たえきれたなら、その後は好きにすればいいわ」


「ナナは五回お仕置きを受けるです」


「えぇ、いい返事ね。じゃぁ、まずは一回目ね」


　エリザベートは右手をふった――瞬しゆん間かん、ナナの右腕がちぎれた。ちょうど肘ひじから先の部分がちぎれ跳とび、回転しながら地面に落ちる。ナナの右肘から血が流れ出し、その痛みにナナは唇を嚙んで堪こらえる。


「ウグッ！」


「あら、どうしたの？　痛かった？　でも、まだ一回目よ。そんなので後四回も大だい丈じよう夫ぶかしら？」


　笑いながら、エリザベートは再さい度ど右手を持ち上げる。


「じゃぁ、二回目ね。折れた腕なんてどうせいらないわよね」


　瞬間、ナナの左腕が千切れた。上腕の半ばほどで引きちぎられたように手が落ちる。切せつ断だん面めんからは血まみれの骨ほねと、何かの筋すじのようなものがぶら下がっている。両腕を失ったナナは、血走った目を大きく見開きながらその苦痛に耐えていた。


「はい、二回目。あらあら、意外に頑がん張ばるわね。とっても痛いでしょうに。それともあんたはバカだから、痛みも感じないのかしら？」


　地に落ちたナナの左手を踏みつけ、エリザベートはそのまま圧へし折った。汚きたないものを踏んでしまった、というように顔をしかめ、そのまま左腕の残ざん骸がいを、つま先で蹴けり飛ばした。べちゃり、とその残骸がナナの顔にあたり、ナナはそのまま後ろに倒たおれた。


「ナナ、残り三回ね。そうね、手がないんじゃ、下の方のバランスもとらないといけないわよね」


　エリザベートが、手を振る――ナナの両足が、膝ひざから下が切断された。


「アァァァァァァァァッ!!」


　ここにきてナナの口から苦痛の悲鳴が漏もれる。本来なら絶ぜつ叫きようするべき場所なのだが、ナナは何かに耐えるように唇を嚙んで、漏れる声を最小限にした。


「三回目が右足、四回目は左足ね。ほら、これでバランスがとれたでしょう」


　両手両足を失ったナナは、血まみれとなって地面の上に転がっている。その姿すがたは無残を通り越して、もはや一目見るのも忍しのびないほどに悲ひ惨さんなものであった。手足を失いながらも、上じよう腕わんや腿ももが残されているところが一いつ層そう不気味であった。


「どう、ナナ。痛い？　痛いわよねぇ？　でもねぇ、あんたに裏うら切ぎられたあたしの心はもっと、もっと、もぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉっと痛かったわよぉ」


　笑いながら、倒とう錯さく的に、猟りよう奇き的に笑いながら、エリザベートがナナのそばに歩み寄よる。


「あんたはバカだから、裏切るだけの知ち能のうもないって思ってたけど、やっぱりあんたも人間だったのね。あんたでさえ裏切るんだから、まったく本当に、人間ってのはどうしようもないくらいに信用できないものだわ」


　エリザベートは、血にまみれたナナの小さな顔を見つめる。


「ねぇ、ナナ。なにか言ったらどう？　そのまま謝あやまりなさい。地べたに這はい蹲つくばって、泥どろを舐なめながら惨みじめに命いのち乞ごいをしなさい。わたしは存そん在ざいすら許ゆるされないチリにも満たない最底辺の糞ふん尿にようです、どんなことでもするから命だけは助けてくださいって言いなさい。言いなさいよ。言えば、あんたのことをやさしく嬲なぶり殺してあげるから」


　くっくっく、と忍び笑いを漏らすエリザベート。ナナは、地面に這い蹲ったまま――それでも声を絞しぼり出した。


「あと一回、ナナはお仕置きを受けるです」


　それを聞いたエリザベートの表情から感情が消えた。


「そぉ、いいわ。なら次が最後ね」


「はいです」


「あと一回、それに耐えられたら、あんたは自由よ」


　心にもないセリフを、エリザベートは口にする。ナナは、果たしてどれだけ主の内心を理解しているのか、ただ全身を支し配はいする激痛と、急速に薄うすれゆく意い識しきとの狭はざ間まで、ひたすら自分に下される最後の裁さばきを待っていた。


「ナナァァァァァァァァ!!」


　誰だれかの叫び声が聞こえた。見れば、ナイトがこちらへまっすぐ、恐おそろしい勢いきおいで駆け寄ってくるところであった。


「……お、お兄さ……」


「じゃぁ、これが最期ね、ナナ」


　言って、エリザベートが手を振るう――




「うわぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ!!」


　ナイトの絶叫が響ひびき渡わたった。


　赤く、赤く、世界は深しん紅くへと染そまっていく。噴ふき上がる血ち潮しおがナイトの全すべてを同色へ染そめ上げていく。


　絶望、狂気、悲ひ哀あい、狂気、憤ふん怒ぬ、狂気、憎ぞう悪お、狂気、達観、狂気、欺ぎ瞞まん、狂気、嫉しつ妬と、狂気、狂気、狂気、狂気、狂気狂気狂気狂気狂気狂気狂気狂気狂気狂気狂気狂気狂気狂気狂気狂気狂気狂気狂気狂気狂気狂気狂気狂気狂気狂気狂気狂気狂気狂気狂気狂気狂気狂気狂気狂――全てが塗ぬりつぶされていく。この呪のろわしい世界を、恐きよう怖ふと狂気、埋うめ尽つくされていく、世界が、回る、勢いよく、あるいは緩かん慢まんに、性せい急きゆうに、回っていく、回る、廻まわる、輪まわる、くるくるとまわる、クルクルと回る、クルクル、クルクル、狂くる狂くる、狂くる狂くる、狂くる狂くる、狂くる狂くる、狂くる狂くる狂くる狂くる狂くる狂くる狂くる狂くる狂くる狂くる狂くる狂くる狂くる狂くる狂くる狂くる狂くる狂くる狂くる狂くる狂くる狂くる狂くる狂くる狂くる狂くる狂くる狂くる狂くる狂くる狂くる狂くる狂くる狂くる……


「あ、あはっ、あはっ、あぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっはっはっはっはっはっはっはっは、いひっ、いひっ、いぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃっひっひっひっひっひっひ、うふっ、うふっ、うぅぅぅぅぅぅぅっふっふっふっふっふっふ!!」


　そんな世界の中で、エリザベートは笑っていた。噴き上がる血潮を日ひ傘がさで遮さえぎり、天をあおいで、おかしくておかしくてたまらない、そんな様子で笑っていた。


「あぁ、さようなら、ナナ、あたしの愛いとしい奴ど隷れい、あたしの最悪な手て駒ごま、さようなら、また地じ獄ごくで会いましょう、二度と会いたくないけど、お疲つかれ様、役立たずだったけど、いなくなってせいせいしたわ」


「……なぜ殺した」


　ナイトが、言う。自分でもゾッとするような声だった。


「なぜ殺したんだ！　ナナは、お前の部下じゃなかったのか！」


「ふっふっふっふっふ、えへっ、えへっ、えぇぇぇぇぇぇぇへっへっへっへっへっへっへっへっへ、おほっ、おほっ、おぉぉぉぉぉぉぉっほっほっほっほっほっほっほっほ!!」


　エリザベートは、答えない。ただ笑う、嗤わらう、听わらう、哂わらう――全てを嘲あざけるように、自分以外の全てを見下すように、傲ごう岸がんとそびえ、狂きよう笑しようを撒まき散らす。


「貴きっ様さまぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ!!」


　その態たい度どがナイトの怒いかりに触ふれた。衝しよう動どう的な怒りに駆られ、ナイトは拳こぶしに魔ま力りよくを込こめ、エリザベートへ躍おどりかかった。


「あぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっはっはっはっはっはっはっはっはっはっはっはっはっは」


　バカ笑いを続けるエリザベートの顔面に、ナイトの拳が命中――するかに思えた瞬間、ナイトはエリザベートをすり抜けた。


「え!?」


「いぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃっひっひっひっひっひっひっひっひっひっひっひっひっひ」


　エリザベートは、全く動いていない。だがナイトは彼女の背はい後ごに立っていた。拳は、何もない空間を通り過すぎただけである。このエリザベートは幻まぼろし？　いや、違ちがう。魔力の気配からして、彼女は本物だ。それに、ミハイルが使っていたような幻げん術じゆつとは感覚が違う。今のはまるで、ナイトは確たしかにエリザベートをまっすぐ殴なぐったのに、その直線上にエリザベートはいなかった――そんな感覚に近かった。


「こいつっ！」


　再さい度ど攻こう撃げきを仕し掛かけようとナイトが振り向いた瞬間、エリザベートがこちらを向いた。


「ふんっ」


　と、鼻を鳴らし、エリザベートの姿すがたがかき消すように消えた。


　まただ、この感覚、空間跳ちよう躍やく！　だが、ヨルによれば長距きよ離りは移い動どうできないはずだ。いったいどこへ……と思った瞬間、頭上から衝撃が襲おそってきた。


　視し線せんを上に向けようとしたが、重さに耐えきれず、ナイトはその場に倒たおれた。


「あら、イヤだわ」


　頭上からエリザベートの声が響ひびく。


「あたしの足あし下もとを這はい蹲つくばっていた虫けらを踏んじゃった。ほんとイヤねぇ、薄うす汚ぎたない、下等生物が」


　ナイトの頭を、さらなる衝撃が襲う。どうやら、頭上に瞬間移動したエリザベートが、そのままナイトを踏みつけてくれているらしい。


「まったく、地べたを蠢うごめくしか能のうのないウジ虫風ふ情ぜいが、あたしの足を臭くさい汁しるで汚よごす気？　本当、イヤになる」


　エリザベートがそのまま、ナイトの頭部を踏みにじる。ハイヒールが、ナイトのコメカミに刺ささった。その痛いたみに、ナイトは倒れたままうめく。


「クソッ！」


　いつまでも好き放題やられているナイトではない。自分を踏みつけてくれるエリザベートの足を摑つかもうと、手を伸のばした。大おお柄がらとはいえ所しよ詮せん女、力ずくでねじ伏ふせてやる！


　だが、エリザベートに触ふれようとした手が、虚こ空くうを摑む。まただ。ナイトからエリザベートに触れることができない。


「イカ臭ぇ手で触さわるな、クズ！」


　エリザベートのつま先が、ナイトの顎あご先さきを蹴けり上げた。目の前で火花が散った。つづいてハイヒールのかかとが、ナイトの口に差し込まれた。抵てい抗こうするヒマがなかった。異い物ぶつ感に反はん射しや的に吐はき出そうとしても、エリザベートが容よう赦しやのない力でカカトに体重をかけてくる。結果、ナイトはノドがつぶされかけた蛙かえるのようにうめくことしかできなかった。


「バカねぇ、あんたごときがあたしに触れるはずがないでしょう」


　ナイトを片足で踏みながら、エリザベートが艶えん然ぜんと微ほほ笑えむ。


「『歪ワイ』系けい統とう第四咒じゆ法ほう〈歪ゆがみし時空と世界の覇は者しや〉。あたしの全身を包む歪わい曲きよく空間は、あらゆる攻撃をあたしから逸そらしてしまう。だからあんたごときウジ虫が何億匹かかってこようとあたしに触れることすらできないのよ！」


　ゲシッと、エリザベートがナイトを踏む足を振り上げた。ナイトの唇くちびるのハシが大きく切られた。が、その痛みのおかげで意識がはっきりした。素早く地面を転がり、立ち上がる。


「エリザベート！　貴様だけは、絶対に赦ゆるさない！」


　吠ほえるナイト。だがエリザベートは、悠ゆう然ぜんと、傲然と立ったまま、態度を変えない。


「小こ蠅ばえがうるさいわね」


　と、わずかに口元を歪めた。


　こいつはそういうやつなのだ、とナイトは気づいた。エリザベートは、そもそも目の前にいるナイトのことを敵だと認にん識しきしていない！　いや、ナイトだけではない。この女は、自分以外の人間の存そん在ざいを、毛先ほども認みとめてはいないのだ！　奴やつにとって、自分を取り巻まく全ての人間は、虫けらも同然なのだ！　エリザベートという女は、本当に、心からそう認識しているのだ。だからナナさえも、あれだけ忠ちゆう誠せいを誓ちかっていたナナさえも、ゴミのようにあっさり捨すてることができるのだ！


「貴様、いったい、何様のつもりだっ！」


「うざいわ、レジオネラ菌きんの分ぶん際ざいで」


　エリザベートが、片かた手てを持ち上げた。その手から、見えない何かが打ち出された。目には見えない。だが、ナイトにはその手から放たれた魔力の気配が確かに感じられた。


　反射的に身を翻ひるがえすが、完全にはかわせなかった。服の端はしが、すっぱりと切られた。


「よけたか」


　続けざま、エリザベートは見えない刃やいばを放ってくる。ナイトは、大きく後こう退たいしながら攻撃をかわす。


　ダメだ、距きよ離りをとっては、相手の思うつぼだ、とナイトは思った。


　悔くやしいが、エリザベートの防ぼう御ぎよ壁へきは強力だ。半はん端ぱな攻撃では相手に届とどかない。あれを打ち破やぶることができるとすれば――必殺の、第四咒法しかない。『滅メツ』の魔ま乖かい咒じゆが持つ防御能力無む効こうの特とく殊しゆ効こう果かならば、エリザベートの歪曲空間も貫かん通つうできるはずだ。


　そう判はん断だんし、ナイトは魔道書を片手に構かまえると、ページを開き、宙ちゆうに放ほうり投げた。あらかじめ書き込まれてあった魔ま法ほう陣じんが浮うかび上がり、ナイトの右手へと流れ込んでくる。


「バカが、動きを止めたな！」


　そこをすかさずエリザベートが猛もう攻こうを仕し掛かける。ナイトの全身がたちまち切り刻きざまれていく。だが、その程てい度どの痛いたみ、なにも感じない！　無念のまま殺されたナナのことを思えば、この程てい度どは児じ戯ぎに等しい。


「だぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ!!」


　ナイトの右みぎ腕うでに宿った第四咒法〈破は壊かいと滅めつ亡ぼうの紡つむぎ手〉が完成した。全身を赤黒い魔力の光が包み、ナイトの体に力がみなぎる。


「あぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ!!」


　そのままナイトは、エリザベートめがけて突つっ込んでいく。必殺の一撃を右手に宿して。


「頭からつっこんでくるか、このセラチア菌が！」


　エリザベートの攻撃がここぞとばかりに集中する。だが、そんなものは効きかない！


　防御能力無効。その特殊効果が、エリザベートの攻撃すらも打ち消していく。あらゆる反撃と防御能力を無効化し、必殺の一撃を相手へと叩たたき込む、『滅』が最強と呼よばれるゆえんだ。


「チッ」


　エリザベートが舌した打うちするが、もう遅おそい。すでにナイトの間合いだ。この距離ならば、ナイトは攻撃を外さない。エリザベートが今からどんな防御手段をとってもこの攻撃を防ふせぐことはできない。ナイトの勝ちだ、そう思った。


　だが、エリザベートは次の瞬しゆん間かん、驚おどろくべき手段をとった。


　エリザベートは素早く動き、足あし下もとに転がっていたものをナイトめがけて蹴けり飛ばしてきたのだった。


　それは、最初、何であるか、わからなかった。世界が、ひどく緩かん慢まんに見えた。エリザベートを殺そうとするナイト。その前に投げ出された、物体。ゆっくりと近づいてくるそれ――ナイトにまっすぐ飛んでくるものが何であるかを知った瞬間、ナイトはあっと息を呑のんだ。それは、それだけは、絶ぜつ対たいに傷きずつけることはできない。


　なぜならば、それこそがナイトが今戦う理由であり、護まもると約束した少女自身だったからだ。


　反はん射しや的に、ナイトはそれを両手でしっかりと受け止めた。他に選せん択たく肢しはなかった。たとえどんな姿すがたにされたとしても、それは確かにナナだったから。


　だが、ナイトの第四咒法はすでに発動されていた。そのまま触れれば、第四咒法の効果でそれも跡あと形かたもなく消し飛んでしまう。強ごう引いんに、第四咒法を解かい除じよ。


　だがそんなことをして、無事でいられるはずがない。


　あらゆる防御を無む視しし、一撃必殺のダメージを与あたえる必殺の第四咒法。当然ながらその威い力りよくは絶大だ。発動寸すん前ぜんだった第四咒法が強引に解除されたため、行き場を失った膨ぼう大だいな魔力は、全すべて反動となってナイトの体内へと逆ぎやく流りゆうしてきた。


「がぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ!!」


　それは全てナイト自身のダメージとなって跳はね返ってくる。全身を耐たえ難がたいほどの激げき痛つうと、絶たえ間ない鈍どん痛つう、その痛みが同時に攻せめ立ててくるような辛しん痛つう。全身の毛細血管が破は裂れつし、内出血、体中の穴あなから、血けつ液えきが噴ふき出てくる。


　あまりのダメージに、ナイトはその場に崩くずれ落ちた。だが、両手で抱だきしめたものだけは離はなさず、胸むねの中に抱かかえ込こむように倒れた――それだけがナイトの意地だった。


「あはっ、あはっ、あぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっはっはっはっはっはっはっは!!」


　狂くるったような笑いを零こぼしながら、エリザベートが倒れ伏ふしたナイトの傍かたわらに立つ。


「このダボがっ！　そんなもののために絶好のチャンスを逃のがしたな！」


　強きよう烈れつな蹴りが、ナイトの内ない臓ぞうをえぐった。たまらず仰あお向むけにひっくり返ると、エリザベートはナイトのノドを踏みつけた。しかもカカトが刺ささるように。息ができず、咳せき込もうとするが、その呼こ吸きゆうさえもできず、ナイトは口が詰つまったような悲鳴を上げた。


「き、っさ、ま……」


　それでも、闘とう志しは全く衰おとろえていない。必死にノドに力を込め、なんとか気道を確かく保ほし、踏みつけられたまま、エリザベートを下から見上げる。


「貴様、ナナを、なんだと思っている！　どこまでナナを貶おとしめれば気が済すむんだ！」


「はんっ。この期ごに及およんでとんだ戯ざれ言ね」


　エリザベートは心底どうでもよさそうな口調で言う。


「いい？　死体なんかいくらあったって、クソまみれのケツ一つキレイにすることもできない、つまりそんなものは便所紙未満の価か値ちしかないのよ！　勝つための手段なんかなんだっていいのよ。利用できるならなんだって利用するし、利用できないモノはゴミ未満でしかない。ただそれだけよ」


「エリザベート、貴っ様ぁぁぁぁぁぁぁぁぁ!!」


「黙だまれよ、インフルエンザ菌。あんたは舌でもかんでとっとと死ね」


「お前が黙れ！　お前だけは、絶対に……」


「うるせぇ！」


　ガン、とナイトの顔面に衝しよう撃げきが走った。最初ナイトは、自分がなにをされたのか、よくわからなかった。


「脳のうミソが回ってるだけあって、口もよく回るみたいね。正直、正直、正ぉぉぉぉぉぉぉぉぉ直、ウザい。黙れよ」


　エリザベートは、手に持った棒ぼう状じようのモノを、ナイトの顔面に叩きつけてきた。棍こん棒ぼうで殴なぐられたような衝撃に、ナイトの視界が歪ゆがむ。


　あぁ、だが、こいつは、エリザベートは、なにを手にしている、その、長い、棒状のモノ、棍棒ではない、もっと、柔やわらかい、それどころか、生暖かい、未いまだに血が滴したたり続けるそれは、なんだ、あぁそれがなにかはとっくにわかっているけれどないとののうはそれがなにかりかいすることをきょぜつしている。


　それは、切断されたナナの脚あしだ。


「いひっ、いひっ、いぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃっひっひっひっひっひっひっひ!!」


　嗤わらいながら、エリザベートはナイトを殴り続ける。何度も何度も、繰くり返し繰り返し、人並み外れた腕力で、ナイトの顔面を、腹ふく部ぶを、胸きよう部ぶを、股こ間かんを、執しつ拗ように殴り続ける。手にしたものが、原形をとどめなくなるほど、ナイトをいたぶるように、飽あきることなく、偏へん執しゆう的に、凶きよう行こうを、兇きよう行こうを、狂行を続ける。


「死ね、死ね、死ね、死んじまえ、地じ獄ごくへ堕おちろ、消えろ、滅ほろびろ、消えろ、逝いっちまえ、潰つぶれろ、千切れろ、弾はじけろ、くたばれぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇっ!!」


　このおんなはなんなんだなにをかんがえてるんだなにがしたいんだなにをやっているんだりかいできないりかいふのうりかいしたくないくるうくるうせかいがくるうくるってしまう……


「あははははははは、いひひひひひひひ、うふふふふふふふふふ、えへへへへへへへへ、おほほほほほほほほ!!」





――





　狂気が、伝でん染せんしてくる。


　それはエリザベートの全身に満ちた猛もう毒どくだ。彼女の体内からあふれ出した狂気の汚お泥でいは世界を浸しん食しよくし、侵しん略りやくし、陥かん落らくさせていく。そこには正気など存そん在ざいしない、存在を赦ゆるされない、この世界にあって正気は全て狂気によって塗ぬりつぶされていく……


「やめなさい、エリザベートッ！」


　毅き然ぜんとした声が響ひびく。もはやエリザベートになされるがままだったナイトは、ハッと意い識しきを取り戻もどした。


　振ふり向けば、そこにヨルがいた。ナナの遺い体たいの傍かたわらに立ち、普ふ段だん冷静な彼女にしては珍めずらしく、顔を憤ふん怒ぬの色に染そめ上げていた。


「なんて……なんてことをしているのっ！」


「これはこれはヨルミルミ・シュトレンベルグ。お久ひさしぶりね、何年ぶりかしら？」


　エリザベートは攻撃の手を止め、笑いながら会え釈しやくする。優ゆう雅がな一礼であった。だが、ヨルは顔を嫌けん悪おにしかめた。エリザベートの全身が、返り血でどす黒く汚れていたからだ。


「いったい、これはなんの茶番かしら？」


　ヨルが尋たずねる。声が震ふるえているのは、溢あふれそうになる怒声を必死に抑おさえつけているためだ。


「え？　あぁ、これ？　別に、なんでもないわ」


　ニッコリ、艶えん然ぜんと、猟りよう奇き的に微笑んだエリザベートは答える。


「ゴキブリを見つけたら、丸めた新聞紙で叩きつぶすでしょ？　それと同じことよ、害虫を潰していたのよ、あんたもやる？」


　あろう事か、エリザベートは片手に持った脚の残骸を、ヨルの方へと差し出してきた。その行こう為いを前に、ヨルのガマンも限げん界かいだった。


「クソ最悪フエアダムテ・シヤイセ!!」


　口くち汚ぎたなくののしりながら、魔ま乖かい咒じゆを発動、エリザベートめがけて解とき放った。が、エリザベートはその攻撃を予想していたのか、素す早ばやい動きで回かい避ひした。


「あら、いきなりご挨あい拶さつね、ヨルミルミ・シュトレンベルグ」


「黙だまりなさい、この外げ道どう！　わかっているの、これは重大な協定違い反はんよ！」


　エリザベートが離れたことで、ヨルは倒れたナイトにようやく近づくことができた。顔はエリザベートに向けたまま、回かい復ふく咒法でナイトを回復させる。


「魔ま宴えんに参加できる魔乖術師は、八や祖そにつき一人ずつ。魔宴の根本原理よ。これに違反した八祖は重じゆう罰ばつが科せられるわ。まさかそんなことも知らなかった、とは言わせないわよ」


　エリザベートはだが、微笑を浮かべたまま答える。


「えぇ、そうよねぇ、もちろん知っているわ。ごめんなさい、そのことについては、あたしからあんたたちに謝あやまらないといけないわよねぇ」


　エリザベートは、地面に転がるナナの遺い体たいを指さした。


「この子、ナナっていうんだけどね、実はこの子ってすごく、すごく、すごぉぉぉぉぉぉぉく、脳のうミソが不自由だったの。そんな子だったけど、あたしってさ、ほら、すごく優やさしいじゃない？　だからお情なさけで、保ほ護ごしていてあげたの、今までね」


　いけしゃあしゃあ、エリザベートは続ける。


「そうしたらね、この子ったらなにを思ったのか、今回の魔宴に参加するのは自分だって勘かん違ちがいしちゃったみたいでね、本当、笑っちゃうでしょ？　こんなバカな子が代表なんかになれるわけないのに、勝手に早とちりしちゃって、飛び出しちゃったの」


「ふざけるな、エリザベート！」


　ようやく立ち上がることのできたナイトが怒声を上げる。


「ナナはお前に命令されたから参加したんだろう！」


　ナイトの絶ぜつ叫きように、エリザベートは笑って首を振る。


「あら、なにを証しよう拠こに？　証拠なんてないわよねぇ？　この子がそう言ったの？　今言ったとおり、この子はちょっと頭がかわいそうなの、きっと記き憶おくが混こん乱らんしていたのね。そもそも代表者の証あかしである魔道書は、この子持ってなかったでしょ？　もちろんよね、だってあたしが持っていたもの」


　エリザベートが、懐ふところから魔道書を取り出す。それを見て、ナイトは歯ぎしりをした。ナナが魔道書を持っていなかったわけは、こういうことだったのか！　いざという時に言い訳わけをするために！　ナナは魔道書を落としたんじゃない、最初から渡わたされていなかったんだ、誰だれかに聞かれたら、言い訳をするようにエリザベートに命令されていたに違いない！


「そういうわけで、この子が勘違いして先走っちゃったのよね。だから今回のこれは、とっても、とっても、とぉぉぉぉぉぉぉぉっても不幸な事じ故こなのよね、だから誤ご解かいしないでほしいのよ、ねぇ、ヨルミルミ・シュトレンベルグ？」


　笑いながらエリザベートが言う。ヨルはひどく冷めた顔でその言葉を聞いていた。


「そんな言い訳が、通じると思っているの？」


「言い訳？　そうね、結局は言い訳よね。でもね、もう全すべては終わった後の話よ。もちろん我わが『歪ワイ』のクライン家からそんな愚おろか者を出したなんてとんでもないわ、だからあたし自らがこうやってきて、この馬ば鹿かをこの手で始末したのよ。本当に、危あぶないところだったわ。もし万が一、勘違いしたこの子があんたらを殺したあとだったら、あたしも言い訳のしようがなかったかもしれないからね」


　そういうことなのか、つまり、全ては最初から、このエリザベートが仕組んでいたことなのか。ナナなんて言うのは所しよ詮せん捨すて駒ごまで、ナイトたちを殺せれば万ばん々ばん歳ざい、失敗すればあっさりこうやって始末される、全ての責せき任にんをなすりつけて、ナナはエリザベートのためにあんなに必死になっていたのに、全てを捧ささげていたのに、こいつは、この女は、ナナの全てを踏みにじるというのか！


「貴き様さま！」


　再ふたたびこみ上げてきた怒いかりのまま飛び出そうとするナイトを、横手からヨルが押おしとどめた。


「今はだめよ。ここで戦っても相手の思うつぼだわ」


「でも」


「相手に乗せられて戦って、あなたは今、あんな痴ち態たいをさらしてたのよ？　それにむこうだって戦いを望んでいる訳じゃないわ。こっちは手負いとはいえ、ここがわたしたちのテリトリーである事実は変わらないし。それにあなたはともかく、正式な魔宴参加者であるわたしに向こうから手を出すことはできないわ。いいから、今はわたしに任まかせて！」


　ヨルがナイトを押しのけて、エリザベートに一歩近寄る。


「そんなことをしたくらいで、あなたの責任がなくなったわけじゃないわ。今回の件けん、『闇ヤミ』のシュトレンベルグは、『歪ワイ』のクラインに対して厳げん重じゆうな抗こう議ぎを申し立てるわ」


「えぇ、もちろん。あなたにはそうする権けん利りがあるわ。あたしはどんな抗議も受け止めるつもりよ」


　エリザベートが日ひ傘がさをさしたまま、踵きびすを返す（つまり今までエリザベートは右手で日傘を差したまま、左ひだり腕うで一本でナイトと戦っていたのである）。


「では、あたしは先に失礼させてもらうわ。このゴミ、いらないから棄すてといて」


　片手に持った脚あしの残ざん骸がいを、ナイトたちの足あし下もとへ放ほうり投げる。飛び出そうとするナイトを、ヨルが必死に肩かたを摑つかんで押しとどめた。


「だから落ち着きなさい、ナイト！」


「でも!?」


「わたしだって同じ気持ちよ！　だからこらえて！」


　ヨルの指が、食い込むほど強くナイトの肩を押さえてきた。その勢いきおいに飲まれ、ナイトは飛び出すのを中止する。


「まったく、ホント、ゴミの処しよ理りは面めん倒どうね。でもまぁ、いいか。なんの役にも立たなかったバカだけど、死体は少しだけ利用価か値ちがあるわ、飢うえたウジ虫のエサくらいにはなるでしょ、あははははは」


　この期ごに及およんで、エリザベートはそんな言葉を吐はく。


「もっとも、そんなバカを食ったら脳のうみそが腐くさっちゃうから、ウジ虫でも食べるかどうか疑ぎ問もんよね。あ、そうだわ」


　そこでエリザベートは、いかにも名案を思いついた、とばかりに手を叩たたいた。


「いっそあたしが食べてやろうかしら？」


　微ほほ笑えみながら、エリザベートは続ける。


「当然そんなマズイ肉なんて食べられたものじゃないから、思いっきりゲロを吐と瀉しやしてやるの。そのゲロを全体にぶっかけてやれば、少しは何かの足しになるかもね。ウジ虫も食わないような死体でも、あたしのゲロまみれになれば、きっとウジ虫くらいは食べてくれるわよ、あはははははははははは！」


「ヨル、限げん界かいだ」


　つぶやき、ナイトはヨルを振り切って、目の前のエリザベートへ飛びかかった。もはや、これ以上目の前の女を生かしておく理由などない！　魔ま乖かい咒じゆを使うまでもない。拳こぶしに魔力を込め、まっすぐ、全力でエリザベートに殴なぐりかかる。


　バン、と、硬かたいもの同士が激げき突とつするような破は裂れつ音おんが響ひびいた。


　エリザベートがナイトの拳を、片手で受け止めていた。『滅メツ』の怪かい力りきを、エリザベートは易やす々やすと受け止めている。ナイトがいくら力を込めても、それ以上は動かなかった。


「スガムナイト、憶おぼえておくわ」


　エリザベートは、日傘の向こうから冷たい声を響かせた。


「あたしのナナを奪ったあんたを、あたしは絶対忘わすれない」


　ニタリ、酷こく薄はくそうに、唇くちびるが歪ゆがんだ。


「だからご褒ほう美びに、あたしが全身全ぜん霊れいをかけて、懇こん切せつ丁てい寧ねいにあんたを犯おかし殺してあげる。おめでとぉ、次に会うときあんたは生き地じ獄ごくよ、さようなら、再さい会かいをお楽しみにね、スガムナイト、愛してるわ、だからくたばれ、バーカ」


　そう言って、エリザベートは消えた。登場時と同じように、一いつ瞬しゆんで立ち去っていく。


　それでようやく、ナイトはほっと息を吐ついた。対たい峙じする間、全身の毛け穴あなが広がって冷や汗あせのにじむ感覚が収おさまらなかった。あの女が全身から発する狂きよう気きは、まともな神しん経けいを持つ人間では正気を保たもつことさえ難むずかしい。


　あれが――エリザベート。『歪』の八や祖そ、『狂キヨウ濫ランの螺刃ネジ』と呼ばれる最狂の魔ま乖かい術じゆつ師し！　あいつは、確たしかに狂くるっている、どうしようもないほどの狂人だ。


　しかし、狂ってはいるけれど、バカではない。恐おそろしいほどに冷酷で残ざん忍にんだ。非ひ常じように感情の起き伏ふくが激はげしいながらも、感情に流されているわけではない。彼女は自分の感情をコントロールしている。場合によっては、自分自身の狂気すらもコントロールしているように見えた。狂気に侵おかされながら、彼女はその狂気をも支し配はいし、周囲へ破は滅めつを振ふりまき続ける。


　ナイトは、認にん識しきした。エリザベートは――〈悪〉なのだ。


　ナイトはただ護まもりたかった。世界を、それが無理ならせめて自分の親しいものたちだけでも平和に暮くらしてほしかった。


　エリザベートは壊こわすだけだ。目的もなく、世界の法ほう則そく、倫りん理りそのものを破は滅めつさせる存在だ。彼女は肉親や忠ちゆう実じつな配下すらも躊ちゆう躇ちよなく、むしろ歓よろこんで虐ぎやく殺さつできる人間なのだ。これを〈悪〉と呼ばずして、なんと呼ぼう。


　そう、わかりやすすぎるほどのこの世の〈悪〉。


　ナイトが自分の正せい義ぎを貫つらぬく限り、その道の進む先に必ず存在する障しよう害がい、避さけては通れない対決、必ずぶつかり合う対極、それがエリザベートという魔乖術師なのだ！


「ヨル……俺おれは、なにをしていたんだろう」


　立ったままうつむき、ナイトは震ふるえる声で呟つぶやいた。


「今度こそナナのことを護ってやるって決めたのに、絶対、なにがあっても俺が護ってやるって言ったのに、俺は……俺は……」


「ナイト。あなたは少なくとも、一つは大切なものを護れたんじゃない？」


　ヨルが、答える。


「あなたは自分の周りにあった大切なものを護りたかったのでしょう？　少なくともあなたのお友達は、無事だったわ」


　杏子のことが思い出された。そうだ、彼女は――無事だったのだ。


「そして無む論ろんわたし自身も、この通り無事よ。ねぇ、ナイト。何でもかんでも自分だけの力で護ろうだなんて、少し虫が良すぎるとは思わない？　たまには、少し周りの人間に頼たよったっていいと思うわよ」


「でも、俺は、俺は――ナナのことも助けたかったんだ」


　自分の感情を絞しぼり出すナイトを前にして、ヨルはゆっくり近づき、その肩かたをそっと、抱だきしめるのだった。




第一七回〈絢けん爛らんなる魔ま宴えん〉戦せん闘とう記録







第三回戦　日時・二〇〇Ｘ年七月四日


　　　　　場所・日本国某ぼう県赤あか霧ぎり市内、市街地







　『闇ヤミ』ヨルミルミ・シュトレンベルグ


　　　　　　　　　ＶＳ


　『歪ワイ』ナナリー・ナイン・ノエル・ナハト・ナフガルド・ノイエンシュバルツガルド・ナドハルテットヒャルスケッツェンイフナイスバルツヘェンシュデッケン










『歪』側の登録ミスにより無む効こう試合。勝者なし。


　なお『歪』クライン家はこのミスにより、魔宴規き則そく第二項第三則に従したがってペナルティが科せられる。クライン家の代表には現当主エリザベート・ゾフィー・ジノ・クラインが強きよう制せい選出される。





　要確かく認にん事項――正式な魔宴参加者八名を再確認





『滅メツ』　『最サイ強キヨウ』　　　　　　アイリス・マリア・ヘルブスト


『闇ヤミ』　『魔マ王オウの娘ムスメ』　　　　ヨルミルミ・シュトレンベルグ


『偽ニセ』　『惑ワク思シなる千セン里リ眼ガン』　ミハイル・ド・ロベルト・ダ・フィッティヴァルホック


『歪ワイ』　『狂キヨウ濫ランの螺刃ネジ』　　　エリザベート・ゾフィー・ジノ・クライン


『時トキ』　『地ジ刻コク時ジ獄ゴク』　　　　カジミェシュ・リヒャルト・カイエン


『異イ』　『天テン才サイ』　　　　　　サクラリス・アリヤ・ゾルグ


『無ム』　『　　　　』


『■』　『■■■■■■』　　■■■■■■■■■■■■





　以上八名を正式メンバーとして登録。以い降こうの変へん更こうを認みとめず。


　現時点で『滅』『偽』二名の敗はい退たいを確認。残る参加者六名。






　エピローグ　蘇よみがえる愚ぐ者しや







　今回の事じ件けんの一部始終を観察していた男、五ご聖せい竜りゆう、フェン・ロン・ファンは、電話口で相手に怒ど鳴なり声を上げた。


「ったく、どーゆーことだよ、えぇ？　こっちは『闇ヤミ』はもちろん、『歪ワイ』の親玉、エリザベートまで出てきたんだ！　奴やつをぶっ殺せば、『歪』の八や祖そは壊かい滅めつだ！　絶ぜつ好こうのチャンスだったんだぜ！　これでも俺おれに手出しするなってか！」


『その通りでございます』


　電話の向こう、相手が答える。落ち着いた声で、物もの腰ごしが柔やわらかそうではあるが、少し奇き妙みような口調であった。


『今はまだ我われ々われが介かい入にゆうすべき時ではございません。ですからあなたの行動は引き続き監かん視しなのでございます』


「わっかんねぇなぁ。なんだってそんなことをするんだよ？　目の前にごちそうがあるのに、おあずけってのはヒドイだろう、えぇ、《神シン》よぉ？」


　事実上、フェンに命令できる唯ゆい一いつの立場にいる人物は、変わらぬ口調で続けた。


『まだ魔ま乖かい術じゆつ師しどもの目的がつかめていないのでございます。現げん状じようでは時期尚しよう早そうとしか判はん断だんできないのでございます』


「目的？　奴らの目的は魔ま宴えんだろ？」


『それは表向きでございます。連中にはなんらかの隠かくされた目的があるはずなのでございます』


「裏うらの目的があるってのか？」


『連中が奇妙な行動をとっているのでございます』


　電話の声が告げる。


『『最サイ強キヨウ』と『魔マ王オウの娘ムスメ』。優ゆう勝しよう候こう補ほに上げられる高名な魔乖術師二名が、魔宴の開始直後、まっすぐその地へと向かったのでございます。欧おう州しゆうが勢せい力りよく基き盤ばんである魔乖術師が、わざわざそんな極きよく東とうまで』


「だからここになにかあるってのか？」


『その後も『偽ニセ』がわざわざその地まで足を運んだとの情じよう報ほうもございます。疑うたがうには十分な理由でございます』


「はん、だから俺にここにいけって命令したのか」


『こちらが情報を集める間、あなたには現地調ちよう査さをお願いいたします』


「しっかしなぁ、何か裏があるかもしれねぇが、まったくの無む駄だ足あしって可か能のう性せいもある。いまいちＮＯＲＩＫＩじゃねぇなぁ」


『その点に関して、一つだけ情報がございます』


　電話口の声が淡たん々たんと続ける。


『八祖は現在七つの家しか残ってございません。ご存ぞんじですね？』


「あぁ？」


『八祖の一つの家はすでに途と絶だえてしまったのでございます。その消えた名もなき八祖が最後に消息を絶った地が、日本なのでございます』


　フェンは、ヒュゥと口笛を吹ふいた。


「確たしかか？」


『昔の記録にその情報があったのでございます。確証はございませんが、その場所は日本の、貴方あなたが今いる街の近辺である可能性が高いのでございます』


「ははぁん、なるほどね。こいつはなかなか、ＩＮＢＯＵの匂においがプンプンするじゃねぇか」


『ですからあなたにはその地に引き続きとどまってもらうのでございます』


「あぁ、思ったよりこいつはおもしろくなってきそうじゃねぇか。そいつはＯＫだ。で、俺一人でやればいいのか？」


『他の方々は今動かせそうにございません。〈七剣八刀〉が不ふ穏おんな動きをしているため、〈斯し界かいの剣けん轟ごう〉の方には《剣ケン》に行ってもらっています』


「〈斯界の剣轟〉――世界最強の剣けん客かくどもか。そいつはキナ臭くせぇな」


『《天テン》にはゾンヴォル財ざい団だんとの折せつ衝しようを任まかせているのでございます。現状、動けるのはあなただけでございます』


「あぁ、了りよう解かいだぜ、盟めい主しゆどの」


　彼らのリーダーである《神》はおいそれと今の場所を動けず、最後のメンバーにして盟主の護ご衛えい役である《鉄テツ》が、《神》のそばから動くはずがない。事実上、自由なのはフェン一人だった。


「ま、こっちはおもしろく、熱く楽しませてもらうぜ。幸いここにはＹＵＫＡＩなぼーやもいることだしな」


『魔乖術師の少年は、いかがでございますか？』


「青臭いが、伸のびしろはあるな――で、あのガキが本当に、俺たちの待ち望んだ『魔王』なのか？」


『我々が今この時空に存在すること自体がその証しよう左さでございます。五万年前に果たされなかった決着、我らの悲願が達せられるとするならば、それはこの時空に他ほかならないのでございます』


「なるほどなるほど。まぁ、俺は熱い戦いができるんなら、相手が誰でもかまわねぇぜ」


『今はまだ動くのではございません。『魔王』が真の覚かく醒せいを果たしてこそ、宿命の決着が果たされるというモノ』


「あぁ、わかってる。任せておけって」


　電話を切ったフェンは、誰もいないホテルの部屋でクック、と一人笑った。


「いやいや、でもよぉ、せっかくのチャンスだ。ちょっとばかりＴＵＭＡＭＩＧＵＩしたって、そいつはちょっとしたＹＡＫＵＴＯＫＵってやつだよな。くくく」








　佐さ藤とう杏あん子ずが気づいたのは病室のベッドの上だった。


「え？　ここは……」


「気づいたの！」


　大声でそう叫さけんだのは。見み慣なれた母親であった。ベッドのすぐ横に座すわっていた母親が、娘むすめが目覚めるや飛びついて来たのだった。杏子は、自分がなんでこんなところにいるのかさっぱり理り解かいできなかった。


　それでも母親から事じ情じようを聞いた限かぎりにおいて――町中で戦争中の不ふ発はつ弾だんが爆ばく発はつする事じ故こがあったという。杏子はそれに巻まき込こまれてケガをして、病院に運ばれたという話だった。杏子自身は全く覚えてなかったが、なるほど、たしかに全身に擦すり傷きずが残っている。医者によれば、傷きず痕あとは残らないそうだ。


　普ふ段だん顔を合わせれば口くち喧げん嘩かばかりしている母親が、ずっと心配そうに自分のそばにいる――それを見て、杏子はやっぱりこの人は母親なんだな、と思った。


「まったくこの子は。せっかくジンちゃんが元気になったのに、入れ替かわりになったのかと思ったよ」


「え!?　それどーゆーことよ！」


　母親に摑つかみかかるようにして問いただす。そして母親の説明を途中まで聞いた段階で、杏子は病室を飛び出していた。


　そのまま何度も訪おとずれて見覚えのある病院内を走りぬけ、目的の病室に飛び込むと――ベッドの上に座った仁じん野の陣じん矢やが驚おどろいたようにこっちを見ていた。


「あれ？　シュガー。どーかしたか？」


　なんて呑のん気きに言う幼おさな馴な染じみの姿すがたを見たら――心配していた自分がバカみたいで、逆ぎやくに怒いかりが込み上げてきた。


「このバカッ！　さんざん人に心配かけて、なに勝手に元気になってるのよ！」


「なんか、散々な言われようだな、俺」


「まったく、あんたってほんとうにどうしようもないんだから、本当に……あら？」


　なにげなく杏子は背はい後ごを振ふり返り、首をひねった。誰かがすぐそばにいるような気がしたのだが、むろんそこには誰もいない。なんなのだろう、この違い和わ感は？


「どうした、シュガー？」


「ん、なんでもない……にしても、あんたもう本当に大だい丈じよう夫ぶなの？　三日も意い識しきがなかったのよ？」


「あぁ、しばらくは入院しなきゃダメらしいけど、たぶん大丈夫って医者も言ってたぜ」


　よかった、本当に……杏子はふと、陣矢のベッドの脇わきに置かれたテーブルに目をとめた。そこには白い封ふう筒とうがおかれてあったのだ。


「あら、なにそれ？」


「あぁ、俺も知らねえ。なんか、気づいたらおいてあったんだ」


　開けてみると、中には二つ折りにされた便せんが一枚まいだけ入っていた。
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　さようなら





　簡かん潔けつに一言だけ、便せんの中央に、その文字は書かれてあった。


「陣矢、あんた、これ誰からもらったの？」


「いや、俺もわからねぇんだって。いったい誰なのか……ってお前、泣いてるのか！」


　言われて、杏子は自分の顔に手を当てた。なぜか自分の目から涙なみだがこぼれていたからだ。


「あれ、変ね。なんでだろ、あんたが無事だったんだし、嬉うれしいはずなのに、なんか涙が……」


　ポタポタとこぼれる涙が便せんに染しみ込み、そこに書かれたたった五文字の言葉をにじませていく――それがなんだか余よ計けいに切なくて、杏子は声を殺して涙を漏もらし続けた。


「あっと、と、とにかく、何かあったか知らねぇけど、泣くなよ！　ほら、俺も元気になったし、もうお前には心配かけないから、な、泣くなよ？」


「うん、そうね、でも……ごめん、今だけ、もう少し」


　胸むねを押おさえつけるような悲しみは、いくら泣いても全く薄うすれることはなかった。大切な人がこうして無事に戻もどってきたはずなのに、なぜか、とてつもない喪そう失しつ感が胸の奥おくにわだかまっているのだった。








「なんとか処しよ理りはすんだわよ。これでよかったわね？　あなたに関係のある人間はみな、あなたとの思い出を忘わすれてしまった――あなたはもう表の世界には戻れなくなったわ」


　ヨルの言葉に、ナイトは頷うなずいた。


「俺はな、なにがあっても大切なものを護まもるって決めたんだ」


　それがナイトの願いであり、唯ゆい一いつの望みなのだ。


「でも、なんの代だい償しようもなしに望みをかなえようなんて、ムシが良すぎる話さ。俺が今まで学校に通っていたのも、結局は感かん傷しようさ。その俺の感情を捨すてることで大切なものが護れるっていうなら――俺は喜んでそれを捨てるさ」


　そううそぶくナイトは何だか強がっているように見えて、ヨルは自分の言ったとおりになったのに、あまり面おも白しろくはなかった。


「大丈夫。みんな俺なんかいなくなったって、誰も気にしない。みんな、俺がいなくなった方が幸せになれるのさ」


　陣矢も無事意識が戻った。これで心残りはない。


　陣矢を治すことはヨルには不可能だと言っていた。それが可能な「闇」の魔乖術師を呼んでくれたか、あるいは奇跡が起こったか、真相をヨルは多く語らない。しかしナイトには、陣矢が無事という事実だけで充分だった。


「ナイト……あまり、強がらなくていいのよ？」


「別に強がっちゃいないさ。俺はようやく気付いただけだよ。俺は大切なものを護りたい。けれど俺に手は二本しかないから、全すべてを護ろうとしたって、とても間に合わないのさ。だから俺は、本当に大切なものを護るために、全力を尽つくすことにしたんだ」


　ナイトは手の中のケースに、視線を落とした。ケースの中には彼が今まで使っていた伊達だてメガネが入っている。『先生マイステリン』と別れて以来、十年間つけていたものだ。自分自身を偽るためにつけていた道化者の仮面。


　ナイトはケースのフタを閉じた。もう、自分には必要ないものだ。きっと、これから先、再び手にとることはないだろう。


　そこでナイトは、眼めの前のヨルを見つめる。


「もちろん、君もその一人さ。これから先も俺は君を護るために戦おう」


「ナイト……」


　ヨルは少しまぶしそうに、ナイトを見つめた。どうやら今回の件けんは否いや応おうなしに、この正せい義ぎに燃もえる少年を一段だん階かい成長させたようであった。そういう意味では、うまく作用したと言えよう。


「でも、ナナのことは……」


「そうね。わたしもそれは、少し悔くやんでるわ」


　ヨルが、歯がみする。





　――あの日、エリザベートと出会い、ナナが死んだその日、ヨルはナイトに言った。


「ナイト、言わなかったかしら？　わたしの『闇ヤミ』ならば、たとえ全身をバラバラに刻きざまれたって、死んだ直後であるなら生き返らせることができるって」


　ヨルはそう言って、ナナの遺い体たいを指さす。ナイトは、その希望にすがるように飛びついた。


「ナナは助かるのか!?」


「……わからないわ。体の傷きずは元通りになるわ。この子が傷ついてあまり時間がたっていないからね。でも、それで復ふつ活かつできるかは、この子次し第だいよ」


「ナナ次第？」


「そうよ。前も言ったでしょう？　体がいくら治っても、魂たましいが死んでいたら終わりなのよ。この子の意い識しきが強く、なにがあっても絶対に生きたいと願わない限り、いくらわたしが頑がん張ばっても復活することはないわ」


「でも、助かる可か能のう性せいはあるんだろう？」


「そうね。可能性はあるわ」


「なら頼たのむ。ナナを、助けてやってくれ」


「……いいわ。もともとそういう約束だったからね。でも、どんな結果になろうと、私を恨うらまないでよ」


　そしてヨルの魔ま乖かい咒じゆは、四し肢しと頭を失ったナナの遺体を、元通り、完かん璧ぺきに復元させた。だが、ナナは――


「はい、ご飯の用意できたですよ、どーぞです!!」


　と、ナナが用意してくれた食事を前に、ナイトとヨルはため息をついた。


　なんていうか……缶かん詰づめである。机つくえの上に所ところ狭せましと並ならべられたのはすべて缶詰だったのだ。食事の用意をしたいと本人がいうから任せてみたら、結果はこれである。


「さぁさぁ、食べるですよ。すごく美味おいしいですよ」


　ナナ自身はちゃっかりパイナップルの缶詰を抱かかえ込んで食べている――まぁ、それはいい。自分の分を確かく保ほしているくらいは大目に見よう。しかし――ナイトは部屋全体に立ちこめる異い臭しゆうに頭ず痛つうを覚えながら叫さけんだ。


「なんだ、この臭においは？　あきらかに食べ物じゃない上に、食しよく欲よくがなくなる……」


　ヨルが、机の上に並べられた缶を見てうめく。


「うわぁ……ワックスに、カーオイルの缶、油ゆ性せいペンキに、こっちはニスの缶、シリコーンにレジンまで……こんなものを口にしたら死ぬわね」


「気合いです！」


「なら君が食ってみるか？」


「ナナはもうおなか一いつ杯ぱいです～」


　自分だけパイナップルを食べ終えて能天気に笑うナナ――ナイトとヨルは、再度ため息をついた。


「なぁ、ヨル。一ついいか？」


「なにかしら？」


「ナナの体は確かに元通りなんだけど――もしかして、脳のうの一部が再さい生せいできていないとかないか？」


「言わないで……わたしも、なんでこの子を助けたのか、本気で後こう悔かいしてるんだから」


「なんだか、ナナのボケっぷりがパワーアップしている気がするんだが……」


　確かにナナはこうやって復活できた。しかしその言動と行こう為いはもはや常じよう軌きを逸いつしており――二人の日にち常じよう生活すらままならないありさまだった。


「えぇい、ナナ、こっちに来い。食べ物の缶詰はこっちの棚たなにあるから、今度からこっちから取ってこい。間ま違ちがってもガレージや物置に置いてある缶を使うんじゃない！」


「了りよう解かいです、先せん生せぇ！」


　ナイトに向かって敬けい礼れいをするナナ。返事だけはいいのだから、始末に負えない。ナイトはそこでナナを見て、ふと気になっていることを尋たずねた。


「ナナ……なんで俺のことを先生と呼ぶ？」


「え？　だって、お兄さんは、ナナのことを護まもってくれるですよね？」


「まぁ、そのつもりだけど……」


「日本では用よう心じん棒ぼうのことを先生ぇって呼よぶって、ナナ知ってるですよ」


　……なんでそんなことを知っているんだ、この娘むすめは？


「それにナナは、普ふ通つうの生活ってやつを知らないですよ。だからまずは先生ぇにそれを教えてもらわないといけないです。なにかを教えてくれる人は、先生ぇって呼ぶですよ」


　……まぁいいか。なんとなく呼ばれるとこそばゆい気がするけれど、どんな呼ばれ方をしようと構かまいはしない。


「ナイトが先生なら、わたしはどうなるのかしら？」


「ヨル姉さまと呼ぶです」


「なんでナイトが先生で、わたしが姉なの……まぁ、いいけど」


　なんだかんだでナナも復活して、こうやって一いつ緒しよに暮くらすこととなった。ナイトも元の生活との区切りをつけ、これからは魔ま宴えんに専せん念ねんしていくことになる。


「……ナイト。ちょっといい？」


「なんだ？」


　振ふり向くと、ヨルがニコリと笑えみを浮うかべた。


「忘わすれているようだから言っておくけど、わたし、あなたが丸一日連れん絡らくもなしに外がい泊はくしたこと、まだ赦ゆるしてないわよ♪」


「…………」


　顔は笑っているけど、内心が正反対であるのは明白だった、というか、♪が逆ぎやくに怖こわい。


「まぁ、わたしはあなたのパートナーだけど、あなたはわたしのことなんかどうでもいいって思っているみたいだし、パートナーだけど、頼りないみたいだし、パートナーだけど、悩なやんでも相談してもらえないし、パートナーだけど」


　……困こまった、これは困った。ネチネチとイヤミが続く。ヨルがこの状じよう態たいになると、先がかなり長いということをナイトは経けい験けん上、よく知っていた。


「悪かった、ヨル。あの時は俺も、少し頭に血が上って……」


「そう、それで外泊したのよね？　しかも、聞いた話じゃ、この子と二人、同じ部屋で」


　ナイトがハッとナナを振り返ると、ナナは無む邪じや気きに首をかしげた。この子は、そんなことまでしゃべったのか！


「ま、いいけどね、わたしは、別に、気にしてないから」


　思いっきり気にしている口調で告げるヨルに、ナイトはため息を吐ついた。


「悪かった、ヨル。でも、少しは俺の気持ちも考えてくれ」


「ちっちゃな子こ供どもが大好きで、同じベッドで寝ねちゃうようなあなたの気持ち？」


　……ナイトは心がくじけそうになったが、それでも諦あきらめずに続けた。


「俺だって、君のことは大切なパートナーだと思っている。だからこそ、個人的な悩みなんかで君に負ふ担たんをかけたくなかったんだ」


「ふ～ん……ま、そういうことにしてあげるわ」


　思ったよりもあっさりヨルが肩かたをすくめた。


「今回は……まぁ、わたしもちょっと、あなたのこと気き遣づかってあげられなかったみたいだから、お互たがい様ってことで、手打ちにしてあげる」


　あいかわらず、難むずかしい日本語の言い回しが好きなオーストリア人だ。


「でも、今後こーゆーことがないように、悩んだりしてるなら、お互い隠かくさないようにね？　逆にそのせいで、事態がこじれることがあるんだからね」


「それって……困ったことがあったらもっと自分を頼れってことか？」


　ヨルは無言でナイトの向こう脛ずねを蹴けった。あまり力は入っていなかったが、地味に痛いたい。


「なにをする！」


「バカ。そういうこと、思っても口にしないで、察しなさいよ。あなた、そのあたりデリカシーがないわよ」


　頰ほおが赤いヨルが、不服そうにぼやく。あまり言っている意味がわからないが、たぶん、悪いのは自分なんだろうな、とナイトは納なつ得とくした。


「悪かったよ、ヨル。まぁ、なんだ？……これからも、よろしくな」


　ヨルは一いつ瞬しゆん何か言いたそうに口ごもった後、すぐに諦めたように息を吐はき、しかたないな、と微び笑しようを浮うかべた。


「ま、あなたがそういうなら、わたしもそれなりに接せつしてあげるわ」


　たぶん、意地っ張りなヨルにとって、それが最大限の優やさしさなのだろうと、ナイトは察してやった。そしてヨルの言いつけ通り、それに気づいたと言うことを、今度は言わないでおいた。


「まぁ、その件けんはそれでいいんだけど……もう一方の問題は、見み逃のがせないわ」


　ヨルが少し声を落として言う。


「五ご聖せい竜りゆうまで魔宴に絡からんできたとはね」


「そんなにマズイ奴やつらなのか？」


　ヨルは頷うなずいた。


「〈魔女猟人ヤクト・ヘクス〉の中でも優ゆう秀しゆうな猟人かりゆうどには獣けものの名が冠かんせられるの。その中でも最高位の五人には竜の二つ名が与あたえられるわ。その実力は、一人が万軍に値あたいするとも言われている……奴らにねらわれて、生きていられた魔ま乖かい術じゆつ師しはいないとも言われているわ」


「そんな連中が？」


　どうやら、事態はますます複ふく雑ざつになっていくようであった。


「まぁ、五聖竜に関してはなにか対たい策さくを考えないといけないわね……それと、もう一つの問題――今回の件を『歪ワイ』のクライン家に抗こう議ぎしたけれど、あまり効こう果かはなかったの」


　悔くやしそうにヨルが言う。まぁ、そうなるだろうという気はしていたので、ナイトは驚おどろきはしなかった。


「クライン家――エリザベートは今回の件はあくまでこの子が勘かん違ちがいしてたって言い張はってね、それに関しては罰ばつ則そく規き定ていで、エリザベートが代表として強きよう制せい参加することになったの。家の不始末は当主自らがつけろってことね。ただ、それ以上はどうしようもなかったのよ。こっちも抗議したけれど、『闇ヤミ』もはぐれ魔乖術師を見み逃のがしてるんじゃないかって反はん論ろんされたら、追つい及きゆうできなくなったのよね。他の八や祖そ連中にいたっては静観してるし」


「……俺のせい、ってことか？」


　ヨルがナイトをこうやってそばに置いておくというのは、全てがメリットになるわけではない。こうやって障しよう害がいになることもあるのだ。


「別にそういうわけじゃないけれどね。まぁ、わたしだって一いち応おうは『闇』のシュトレンベルグ家直ちよつ系けいの血ち筋すじなわけで、『闇』の中でもそれなりに発言力はあるから、別にあなたたちをかばうくらいのこと、難しくはないのよ」


「面めん倒どうをかけるな」


　なにをいまさら、と言った様子でヨルは肩をすくめた。


「そういうわけだから、このまま魔宴を続けていく場合、いつかエリザベートと戦うことになるわよ」


　エリザベート。最狂の魔乖術師。ナイトにとって最悪の存在。


「もっとも、わたしたちやエリザベートが、ほかの八祖を相手に負けるって可能性もないわけじゃないけど……」


「それはないだろう」


　ナイトはきっぱりと言う、確信をもって、根こん拠きよはないけれど。


「俺たちとエリザベートは、またいつか、遠くないうちにぶつかることになるさ」


「そう、そうね……そうでしょうね。あの女を相手にする以上、凄せい惨さんな戦いになるわよ」


「望むところだ。あいつは、いつか俺が決着をつける」


「えぇ――でも、あの子には言わない方がいいわね」


「無論だ。ナナには秘ひ密みつにしておく」


　二人がそんな内ない緒しよ話をしていると、背はい後ごからナナがナイトの首へ飛びついて来た。


「先生ぇ、なにを話してるですか？」


「うおっ、首が絞しまる！　体重をかけるな、ナナ！」


「んふふふふ～、先生ぇ、大好きです～」


　言いながら、ナナがますます力を込めてナイトにしがみついてきた。


「ナナは、先生ぇのことが、とってもとっても大好きですよ。もう、パイナップルの缶かん詰づめくらい大好きです」


　……食べ物と同類？


「ナナ、約束は守るですよ。生き返ったこの命、ナナは先生ぇにあげるです。だから、ナナは、一生先生ぇについていくですよ」


「わかった、わかったから離はなせ！　本気で苦しい！」


　そんな二人の様子を見て、ヨルが急に不ふ機き嫌げんそうに顔をしかめた。


「ナイト、そんな小さな子供に抱だきつかれてなにデレデレしてるの？　変態じゃない」


「これのどこがデレデレしてるように見える!?」


「してるじゃない」


「えへへへへ、ヨル姉さま、先生ぇは、ナナの先生ぇなのですよ。だから相手がヨル姉さまでも、あげないですよ」


　その言葉を聞き、ヨルは、どういうこと、とナイトを睨にらんだ。気の弱いものなら睨み殺されてしまいそうな目つきだった。ナイトは必死に首を振った。


「誤ご解かいだ！　子供の言うことをまに受けるなよ！」


「先生ぇ、大好きです～」


　と、ナイトの背中にくっついたナナは、後ろからナイトにぎゅ～と抱きつき、頰ほおずりをしてきて、それを見たヨルがますます不機嫌そうになって、このロリコン、と呟つぶやいたりしているけれど、まぁおおむね平和な日にち常じようであった。


　また次の敵てきが来ればそれはまた闘とう争そうの中へと埋まい没ぼつしていくことになるのだろうけれど、それまでの間、せめて今くらいは、自分自身が護ったこのつかの間の平和を享きよう受じゆしてもいいだろう、とナイトは思うのであった。


　そんな二人を少しムッとしながら眺ながめていたヨルは、ぽつりと呟いた。


「まさか、あの状じよう態たいで生き返るなんて、少し予想外だったわ」


　実じつ際さいナナは危き険けんな状態だった。遺い体たいの損そん傷しようがひどかったが、頭部の傷きずは比ひ較かく的少なかったのでなんとか肉体の再生は問題なく行えた。


　ナイトが身をていして護ったおかげだ。


　ただ体の傷はともかく、魂たましいの方がエリザベートの手によって完全に破は壊かいされていたのである。ヨルの実力でも、成功率りつは一割わりもなかったはずだ。


　だが、ナナは見事にこうして生き返った。ナナの生に対する執しゆう着ちやく心しんがよほど強かったのか、あるいは――ヨルは、じゃれ合う二人の同どう居きよ人にんを見て呟いた。


「まさか、ね」








　ヨルも、ナイトも、まだ知らない。








　それは、遠い、遠い、この世でない場所で交かわされた会話。


「あれ？　ここどこです？」


「なんだ、君は？　どうしてここに来た？」


　二人の少女の声。一つは無む邪じや気きな子こ供どものもの、もう一つは、少しぞんざいな口調のもの。


「あれ？　誰だれです？」


「そっちこそ誰だ、ここには私以外誰も来れないはずだが」


「そういえば、ここどこです？」


「ここは現げん世せと幽ゆう世せの狭はざ間まの世界。『魔王エルケーニツヒ』の贄にえとなる魂の保ほ管かん場所だ。そして、重ねて聞くが君は誰なんだ？」


「です～、難むずかしい話わからないですよ～」


「……もういい、君と会話を試みたこと自体が無む駄だ骨ぼねだったようだな」


「骨ほね折おり損ぞんのくたばり儲もうけですね」


「……慣かん用よう句くとして間ま違ちがっているが、状況的には正解だな」


　ぞんざいな口調の方が、ふと何かに気づいたように呟いた。


「なんだ……君はまだ死んでないではないか」


「です？」


「いや、何者かが強ごう引いんに蘇そ生せいさせたか……とにかくよかったな。君は生き返れるぞ」


「本当ですか!?」


「うむ、このまま……」


「ナナ死んじゃってたですか！」


「あぁ、まずそこに気づいてなかったのか……もういい。とにかく、さっさと現世に戻るのだな。時間がたつと、二度と戻れないぞ」


「どうすればいいですか？」


「世話の焼ける……ほら、この穴あなの下が現世だから、飛び降おりれば生き返れる」


「わかったです。親切にありがとうです、なにかお礼するですよ」


「礼などいらん。別にそんなことをされる憶おぼえもない」


「ナナ、受けた恩おんは必ず返すですよ」


「あぁ、そうか。なら、貸かし一つにしておいてくれ」


「です～、ナナおバカさんだからそーゆーのすぐ忘わすれちゃうです。だから今お礼するですよ」


「おい、何をする気だ！　コラ、引っ張ぱるな！　私まで……」


「ナナと一いつ緒しよに生き返らせてあげるですよ」


「なっ、おい、ちょっと！」











　ナナが生き返られた本当の理由を、ヨルも、ナイトも、まだ知らない。











「先生ぇ、大大大好きですよ～」


「わかったから、離れてくれ！　いい加か減げん苦しい」


「ちょっと、あなたたち、いい加減ベタベタするのもやめなさいよね！」


　そしてこの三人（？）の魔宴も、まだまだこれからなのである。







（完）







　あとがき







　ありがとうございます、ありがとうございます。今回も愚ぐ作さくを手に取り、こんな場所にまで目を走らせていただいて本当にありがとうございます。この本が今ここにあるのも全ては読者であるあなた様のおかげです。本当にありがとうございます。


　さて、前巻で次は早く出します、と言って、二巻から約五ヶ月ほどで続きが出せました。なんとか面めん目もく躍やく如じよの八やち街またです。続きを待っていた読者の方、お待たせしました。初めてこの本を取った方、この本は三巻です。既き刊かんをすぐに買いましょう。


　五か月というと、大して早くないじゃないか、という人もいるでしょう。実際恐ろしい速さで続刊を出し続ける作品も世の中たくさんあります。ですが、八街にとってはこれでも早いほうです。


　なら八街って、よっぽど書くの遅おそいんだな、と思う方もいるでしょう。その通りです、としか言いようがありません。今回は少しだけその辺あたりの話をしてみようかと思います。





　文庫本一冊書こうと思うと、少なくとも四〇〇字詰づめの原稿用紙で二五〇枚くらいは書かないといけません。ちなみにこの本は約四〇〇枚くらいの分ぶん量りようになります。八街としては、一冊の分量の目め安やすとして、だいたい四〇〇枚前後になるよう心がけています。この辺りの分量がストーリー的に収おさまりやすいと思っているからです。


　ですが、原稿用紙四〇〇枚書けばそれでいいのかと言うと――そんなことはありません。八街の場合、平へい均きんすると毎回千枚は書いているような気がします。





　千枚書いているけど、実際本になるのは四百枚。なら残りの六百枚は？　はい、それはもう、日の当たらぬ闇やみへと葬ほうむられてしまいます。


　なんでそんなにムダが多いんだ、というと、それは八街が未み熟じゆくだから、としか言いようがありません。


　原稿を書く前に、プロットというものを作ります。いわゆる話の設せつ計けい図ず、ちょっと詳くわしいあらすじみたいなものですね。これを元に担当さんと話し合って、あらすじが決まったら、それをベースに原稿を書きます。


　実は世の中には二通りの作家がいます。プロットをしっかり作る人と、作らない人です。八街の場合、圧あつ倒とう的てきに後者です。


　八街の場合、書いている途と中ちゆうに、プロットを書いていたときには思いもしなかったようなアイディアが色々出てきます。思いついた以上は、それも書かねばなりません。ですがそうなると、当とう初しよ予定したものと全然別の話になる場合があるのです。


「八街君、プロットと全然違ちがうじゃない」


「こっちのほうが面おも白しろいと思ったんですよ」


「方向性が違いすぎる！　思いつきのネタは書くなって前から言ってるだろ？」


「でも、絶対面白いと思うんですよ」


「だから、思いつきで話を変えたらプロットの意味がないだろ？　それに、こういうネタはやるなって言ったろう？　なんでやるのかな？」


「意い表ひようをつこうと思って」


「俺の意表をついてもしかたないだろ？」


「編集や作者の意表も突つけずして、読者の意表がつけるはずないでしょう」


「君の場合意表というか、不ふ意い討うちしてくる感じだよね」


「やらないと見せかけて、こっそりやってしまう。これが今はやりのツンデレ戦法です」


「君のどこにツンやデレがあるかな？　それにたぶん読者に理解できないネタだよ」


「絶対爆ばく笑しようものですよ」


「失笑ものだから、国際情勢的にこういうネタはダメ、あと版はん権けん的にこういうのもダメ、時事的にこういうのもダメ、倫りん理り的にこういうのもダメ、雰ふん囲い気き的にこういうのもダメ」


「そんな、ダメ出しばっかりされたら、最後に何が残るって言うんですか」


「何を言っているんだ、まだ最後に一つ、大切なものが残っているじゃないか」


「え？　なんです？」


「作者である君自身だ」


「……つまりもう一度最初から書き直せと？」


「よろしく」


　このようなやりとりを二、三回繰り返した末に、一冊の本が完成していくというわけです。世せ間けんの風かぜ当あたりは八街にとって厳きびしいです。（なお、右の話はフィクションです。ここに登場する作家、編集者は、実在の人物とは一切関係ありません）





　ただ今回に関して言うと、珍めずらしく六〇〇枚足たらずほどしか書いていない気がします。そのせいというわけではありませんが、何とか前回より早く続きが出せました。一応気分が乗れば、一時間に原稿用紙六枚くらいの速さで書けるので、格かく別べつ遅いわけではないのですが……





　話は変わって、前巻の後書きで募ぼ集しゆうしたこの話の略りやく称しようについてですが、意見をくれた読者の皆様ありがとうございました。


　八街の周囲の人間も含ふくめ、様々な意見が寄せられました。その結果――実は結果がバラバラで、一つの決定的な略称があったわけではありませんでした。意見が全体的に分かれてしまったわけです。


　とは言っても、やはり「ぼくと彼女に降る夜」というのはちょっと長くて呼びにくいですね。そこで苦く肉にくの策さくとして、便宜上、この後書きでは八街の考えた略称「ボルヨル」を使うことにします。ですが読者の皆みな様さまは、どうぞ呼びやすい、自分の好きな略称をそのままお使いください。


　だ、誰だれですが、今企画倒れ、とかいった人は！（←計画力不足）





　内容にも少し触ふれようと思います。


　以前もどこかで書きましたが、八街は実は悪役大好き人間です。


　いろいろな話の中に登場する悪役、敵かたき役やくといった人物に心惹ひかれます。毎回悪の組織を応援するようなこまった奴やつです（反社会的人物というわけではありません）。


　具ぐ体たい的に言うと、子供の頃、アンパンマンを見るといつもバイキンマンを応援していました（笑）。アンパンマンには愛と勇気しか友達がいないらしいのですが、時々でいいからバイキンマンのことを思い出してあげて欲ほしいです。たぶん、真の友人と言っていいのはバイキンマンだけだと思います。


　そんな八街がこのボルヨルを書くときに注意したのは、カッコいい悪（敵）を出すことです。巻ごとに、それぞれ持ち味の違う敵を出してきたつもりです。これまでで一人でも、皆さんの心の中に残る敵キャラがいたなら、八街としてこんなに嬉うれしいことはありません。


　今回の話では、今後の話に関わる新キャラが何人か登場しています。この中で一番苦労したキャラというと、それは断だん然ぜんエリザベートというキャラになります。実は彼女の誕たん生じようにはいろいろと経けい緯いがあります。


　このエリザベートというキャラ、最さい狂きようの敵という設定で初期段階からある程度キャラの肉付けができていました。そのため、二巻で早くもナイトたちと戦う予定でした。


　そして実際そういうストーリーで書いてみたのですが、エリザベートというキャラと行動があまりにも強すぎて、完全にナイトとヨルを食ってしまいました。物語の二巻目でさすがにその展開はマズイ、ということで変更することとあいなりました。（つまり当初二巻ではミハイルの代わりにエリザベートが登場していたわけです）


　ですが、エリザベートというキャラはいろんな意味で、そのままボツにしてしまうのは惜おしいキャラだったので、いつか登場させてやろう、と画かく策さくし、結局三巻で初登場となったわけです。


　というわけで、エリザベートに関しては新旧二つのバージョンがあるわけです。この巻に登場したのは新バージョン、二巻に登場するはずだったものが旧バージョンですね。新旧共にキャラの基本は同じですが、肉付け部分でけっこう相そう違い点てんがあります。新バージョンではより狂くるった感じに仕上がっています。


　その辺りもけっこう悩なやんだ部分です。当初、こんな感じでいいかな、と書いたものを提出すると、担当さんから「彼女の狂きよう気きが足りません」と来て、もっとやらなきゃダメか、と考えたら「まだ足りません」――根がまっすぐな八街は正直そんな人間の狂気、というものとは縁えん遠どおい性格（←小心者ともいう）なのでかなり悩みました。悩みに悩んだ末すえに、今回のような運びとなったわけです。ここを読んでくれている方は、すでに本編をお読みになったと思いますが、いかがだったでしょうか？


　エリザベートムカつく、キモい、という方、ありがとうございます、誉ほめ言葉です。


　エリザベートカッコいい、という方、ありがとうございます、誉め言葉です。


　エリザベート最高、抱いて、という方。ありがとうございます、誉め言葉です。でも、一度お医者様に見てもらうことをおすすめします。


　エリザベート？　いたっけ？　というかた、ありがとうございます、できればもう一度最初から読み返してください。


　エリザベート、別にどうでもいい、というかた、ありがとうございます、このまま一ページ目に戻って一枚ずつページをめくってください。


　エリザベート？　こんなの狂った内にはいらねぇ、俺の方が狂っているぜ、というかた、ありがとうございます、このまま警けい察さつに行くことをおすすめします。


　エリザベート？　べ、べつにあんなやつのことなんて何とも思ってないんだからね、そりゃぁちょっとは気になるけど、べべべ、別に好きでもなんでもないんだからね、というかた。現実と小説の境さかい目めは見えていますか？　ちなみに八街には見えていません（←お前が病院行け）


　というわけで、今回はついにボスキャラであるエリザベート登場の三巻でした。


　本当は他にも登場している新キャラについて書こうかとも思ったのですが、あまりこういう話を長々とやるのも無ぶ粋すいですので、キャラクター解説の続きはまた次回に回すことにします。





　まだページが余あまっているので、少し近きん況きようを書いてみます。


　実は最近ワープロソフトを変えました。ワードから一太郎に。


　少し説明すると、この業界、主流はワープロを使っての執しつ筆びつ（むろん手書きの作家さんもいらっしゃいますが）、さらにその中でも主流はやはり一太郎になります。つまり八街の使っていたワードは、少数派というわけです。（ワープロソフトとしての是非を書いているわけではないので悪しからず）


　八街が何故なぜワードを使っていたかというと、八街が中学の頃初めて買ったメーカー製パソコンに標ひよう準じゆんで入っていたのがワードで、最初にその使い方を憶おぼえたため、慣れたワードを使い続けていたわけです。


　ですが周囲の人間に一太郎を薦すすめられ続け、今回パソコンを一台自作するついでにワープロソフトも変更してみました。今作から一太郎で書いています。使い勝手が予想通り今までと違いますが、まぁそのうち慣れるでしょう（←いいかげん）。


　八街の尊敬する人の言葉に、「その道の玄くろ人うとならば使う道具にこだわりをもちなさい」というのがあります。改めて考えてみると、八街はあまりこだわってないかも……


　作家の道具というと、現在は断だん然ぜんパソコンになるわけですが、作家としてこだわっているかとなると微び妙みよう（……ゲーム機としてはこだわってますが）。


　モニタに関して、友人から、ワイド画面のモニタを縦たて置おきにすると一画面に大量の文字を表示できるから文章編集は楽だよ、と勧められました。


　実際やってみると――24インチフルＨＤを縦置きにすると、文字量が多すぎて逆に目が疲つかれてしまいました。他の人はともかく、八街にはムリ、ということで未だに横置きのまま使っています。


　あぁ、でもモニタは、デュアルディスプレイ（二画面）にするといいですね。片方の画面で資料を見ながら原稿が書けますし、動画を見ながら原稿が書けますし（待て）、原稿を書きながらゲームできますし（八街、逆逆）、攻略サイトを見ながらゲームもでき……ゲフンゲフン。いえいえ、ちゃんと仕事してますよ？


　作家がこだわるポイントというと、モニタの他にやはりキーボード。なにしろ場合によっては一日中打っています。キータッチ一つにしても、軽いか重いかで、長時間打ったときの疲れ方が違います。


　では八街がこだわっているのかというと――こだわっていると言えばこだわっています。千円くらいの安物を使い、古くなったら買い換えています。それには理由があります。


　八街はどうもキーを叩たたく力が強いらしく、キータッチが軽いとミスタイプが増えてしまいます（←下手なだけ）。以前は高級な静せい電でん容よう量りようというタイプのキーボードも使ってみたのですが、イマイチその良さがわかりませんでした（←鈍どん感かん）。


　そして何より、長時間キーボードを叩くときは、片手間に飲み物や食べ物を用意しておくことが多いのです。そしてお茶を零こぼすくらいならいいのですが、コーヒーを零すと大変です。以前それが乾かん燥そうして、とてつもないベタつきに支配されました。糖とう分ぶんを含ふくんだ液えき体たいは危険です（ジュースは論ろん外がい）。


　それを解消するためには、風ふ呂ろ場ばで丸ごと水洗いをして天てん日ぴで十分に乾かん燥そうさせるしかない（←よい子はまねしないように）のですが、以前この洗い方をしたら何故なぜか作動しなくなったキーボードがあったのでそれ以来やっていません。（そもそもこの方法は、繰り返すと水みず垢あかが貯まるというという欠点もあります）。


　以前は年末大掃除の時にキーを全てばらして徹てつ底てい掃除もしていましたが、何故かバラしたキーを紛ふん失しつという事件が多発したためにもうやらなくなりました（←キーボードよりも部屋を先に掃除してなかったから）。


　つまり、様々な手入れの方法を模も索さくした結果、千円くらいのキーボードで、古く（汚く）なったら買い換えというのが一番だという方式に至いたったのです。ワァオ、八街は地球に優しくない非エコロジストです。え？　キーボード用のカバー？　あれは逆にジャマです。


　さらにもう一つ理由もあります。以前ビール片手に作業をしていて（←よい子はマネしたらダメですよ）、いい感じに勢いがついてきたとき、強くキーボードを叩いたらバキッと割れてしまいました。それで高価なキーボードがご臨りん終じゆうとなったので、それ以来安物を使うようにしています。


　今思いついたのですが、空手家ってよく瓦かわらを正せい拳けんで何枚割れるか、とかやってますよね？　あれをマネして、作家はキーボードを何枚割れるか、とかやったら結けつ構こう面白いかもしれませんね……手首をケガする人も出そうですが。ちなみに八街の場合は三枚までです（何故三枚なのかというと、廃はい材ざい置き場を探しても三枚しか見つからなかったからです。また、キーボードは瓦のようにキレイに割れません。砕くだけるとか、欠けるといった表現の方がいいかもしれません）。


　なお、これは決してキーボード破壊を推すい奨しようしているわけではないので、よい子の皆さんは決してマネしないでくださいね、八街とのお約束です。





　それではここいらで謝しや辞じを述のべたいと思います。


　いつも美び麗れいなイラストを書いてくださっている深み崎さき暮くれ人ひとさん、本当にありがとうございます。毎回八街自身、どんなイラストになるかと楽しみにしています。これを書いている段階でまだイラストは見ていないのですが、期待しています。


　編集のＫ氏、Ｈ氏には毎度のことながら、大変お世話になっています、どうもありがとうございます。無論、この本に関わった全ての人々に限りない感かん謝しやの念ねんを送りたいと思います、本当にありがとうございます。





　さて、続刊は現在鋭えい意い執しつ筆ぴつ中です。年内にもう一冊皆様にお送りする予定ですので、今作を気に入ってくれた方は、どうかしばらくお待ちください。


　それではまた、次巻の後書きでお会いしましょう。




八街　歩　　





ぼくと彼かの女じよに降ふる夜よる


フールジェスター～道化る愚か者





八やち街また　歩あゆむ
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